爆 YAMAHA 


P 乂 - V ブちブ 

AV レシーパー 


取扱説明書 


この製品には本書のほかに 
r 簡易接続•操作ガイド」び付属しています。 
はじめに「簡易接続•操作ガイド」をご覧ください。 

本書の r 簡易ガイド」表記は、 
「簡易接続-操作ガイド」への参照を表します。 

本書および「簡易接続-操作ガイド」は 
下記の URL から PDF 版をダウン□ー ドでさます。 
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/ 


ヤマ八製品をお買い上げいたださまして、まことに 
ありびとラございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年 
支障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取 
扱説明書と保証書をよくお読みください。お読みに 
なったあとは、保証書と共に大切に保管し、必要に 
応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 










ちを上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然に防止ずるためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでち見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意昧びあります。 


AA 

「ごを意ください」というを意喚起を示します。 


「〜しないでください」といラ「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください」という強制を示します。 


■ r 警告 J と r 注意 J について 

下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、「警告」と「を意」に区分して掲載しています。 


A この表示の欄は、「死 t する可能性または重傷を負う可能 

ZIa 5 口性び想定される」内容です。 


A この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損 

/!\ 害び発生する可能性び想定される」内容です。 


A 警告 



電源/電源 コ■ド 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く範囲のコンセ 
ントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ抜<ためです。 

化ず実巧 


下記の場ちには、すぐに電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントか5巧く。 

• 異常なにおいや音がずる。 • 煙が出る。 

プラグを巧く • 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 

• ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

お線びむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因にな 
ります。 


〇 必ず AC 100 V (已 0/60 HZ ) の電源電圧で使用する。 

それ外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因にな 
ります。 

化ず実行 


2ja 



















電池 


設置 


Q 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 

禁止 


0 電池からもれ出た液には直接触れない。 

液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに 
水で洗い流し、医師に相談して<ださい。 

禁止 


分解禁止 


分解禁止 


分解*改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼<ださい。 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室-台所-海岸-水辺 
• 加湿器を過度にさかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


Q 放熱のため本機を設置する際には： 

• なやテーブルク□スをかけない。 

• じゅうたん-カーぺットの上には設置しない。 

禁止 • 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左ち 20 cm 、 上 30 cm 、 背面 20 cmJ ^ ソ上の 
スペースを確保する。） 

本機の内部に熱びこわり、火災の原因になります。 


使用上のご注意 


Q 放熱用の通風孔、パネルのすき間か5金属や紙片など 
異物を入れない。 

火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 本機を落としたり、本機び破損した場台には、必ず販 
売店に点検や修理を依頼する。 

そのまま使用すると、义災や感電の原因になります。 

化ず実巧 


接触禁止 


雷び鳴りはじめた5、電源プラグには触れない。 

感電の原因になります。 


Q 本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
®it 接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因に 

なります。 


お手入れ 


〇 電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除<。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショート 
して火災や感電の原因になります。 

化ず実巧 


A 注意 



電源/電源コ■ド 


長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセン 
卜か!5巧く。 

火災や感電の原因になります。 

プラグを巧く 


(§) 

めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 


Q 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ5 
ない。 

コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し込 

む、。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグに 
jgl ず実行 ほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 


電源プラグを差し込んだとき、ゆるみびあるコンセン 
【 X1 卜は使用しなし、。 

V 斗 感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 
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電池 

〇 

化ず実巧 

電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)に従って、正 
しく入れる。 

間違えると破裂や液われにより、火災やけびの原因になり 
ます。 

S ) 

指定切がの電池は使用しない。また、種類の異なる電 
池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入 
れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液ちれにより、火災やけびの原 
因になります。 

〇 

電池を加熱•分解したり、义や水の中へ入れない。 

破裂や液われにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

使い切った電池は、すぐに電池ケースか 5 取りがす。 

破裂や液われにより、火災やけびの原因になります。 

化ず実巧 


〇 

使い切った電池は、自治体の条例または取りミ夫めに 
従って廃棄する。 

化ず実巧 


設置 


Q 不ま定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

禁止 


〇 必ず2人切上で開姻ゃ持ち運びをする。 

重いので、けびの原因になります。 

化ず実巧 


S ) 

直が日光のあたる場所や、温度び異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変形したり内部回路に悪影響び生じて、 

火災の原因になります。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因にな 
ります。 

〇 

化ず実行 

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあ 
たえるおそれびあります。 

S ) 

他の電気製品を本機の上に置かない。 

本機の上部は高温になります。他の電気製品に障害をあた 
えるおそれびあります。 

〇 

屋外アンテナエ事は販売店に依頼する。 

工事には、技術と経験び必要です。 

化ず実巧 


移動 

を 

プラグを巧く 

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての接 
続をがす。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

使用上のご注意 

〇 

化ず実巧 

再生を始める前には、アンプの音量(ボリューム)を最 
ルにする。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

每 

音び歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因にな0ます。 


S) 

大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因になります。 

A 

を意 

環境温度び急激に変化したとさ、本機に結露び発生す 
ることびあります。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしばら 
く放置してください。 

S) 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と業 
務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオ 
インターフェースに接続する目的で設計されています。業 
務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続 
は、本機の故障の原因となるばかりでなく、スピーカーを 
傷める原因になります。 

お手入れ 

〇 

手入れをするときには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

化ず実巧 


S) 

薬物厳禁 

ベンジン-シンナー-合成洗剤等で外装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 

A 

年に一度く 5 いは内部の掃除を販売店に依頼する。 

ほこりびたまつたまま使用を続けると、火災や故障の原因 
になります。 

ま意 

本機はりに C 6] 日00-3-2」適合品です。 

J に C 目]日00 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁 
両立性第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 （1 
相当たりの入力電流び 20 A 1；(下の機器)」に基づさ、 

商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計- 
製造した製品です。 
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スピーカー/サブウーファーを接続ずる . 14 

チャンネルと機能 . 14 

スピーカー/サブウーファーの接続 . 14 

スピーカー 構成を還ぶ . 15 

入出力端子とケーブル . 16 

テレビを接続ずる . 17 

テレビの音声を本機で聴く . 18 

BD (ブルーレイディスク） /DVD プレーヤー（レコータ’一） 

などの再生機器を接続ずる . 21 

HDMI/AV 端テの映像と他の端テの音声を組み合わせる . 23 

外部機器をフ□ントパネルの端子に接続ずる . 24 

マルチチャンネル出力端子びある機器を接続ずる . 24 

外部パワーアンプを接続ずる . 25 

シーン連動再生に巧応ずる機器を接続ずる . 25 

トリガー機能に巧応ずる機器を接続ずる . 26 

入力された映像/音声を外部機器へ出力ずる . 26 

HDMI コント□—ル機能を使ラ . 26 


接続する 


本機の特長 


本機の特長とできること . 

テレビに表示される画面（オンスクリーンディスプレイ） 
か5操作ずる . 

還んでいる入カソースを表示、変更する（コンテンツ画面） ........ 

本機のさまざまな設定を行う （ON SCREEN メニュ ー). 

シーンを還ぶ、設定する . 

入カソースごとに調節する（オプションメニュー） . 

を部の夕觀 . 


音場/サラウンドデコーダーの効果を調節ずる 
(サウンドプ□グラムメニュ ー）. 

シネマ DSP で調節可能なパラメーター . 

サラウンドデコーダーで調節でさるパラメーター . 

特定のサウンドプ□グラムで調節でさるパラメーター . 

詳細機能を設定ずる（設定メニュー） . 

設定メニューの表示/設定 . 

スピーカーのパラメーター設定 . 

音声出力の設定 . 

映像出力の設定 . 

HDMI の設定 . 

マルチゾーン機能を設定する . 

本機をより便利に使うための設定 . 

表示言語の還択 . 

本機の設定情報を確認ずる（情報メニュー） . 

情報メニューの表示 . 

本機のリモコンでさまざまな機器を操作ずる . 

U モコンコード設定 . 

外部機器を操作するキー . 

外部機器操作用 U モコンコードの登録 . 

登録した U モコンコードの初期化 . 

本機の基本設定/初期化 

(アドバンスドセットアップメニュー） . 

アドノ（ンスドセットアップメニューの表示/設定 . 

受信する U モコン ID を変更する . 

テレビの映像フォーマットの変更 . 

HDMI 映像出力の制限解除 . 

各種設定の初期化 . 

マルチゾーン機能を使って複数の部屋で音楽を楽しむ 

ゾーン2接続をする . 

ゾーン2を操作する . 

パーティーモードで複数の部屋で音楽を楽しむ . 

付録 _ 

故障かな？と思った5 . 

全般 . 

HDMI ™. 

FM / AM 放送の受信 . 

iPod/iPhone . 

Bluetooth . 

リモコン . 

用語/巧術解説 . 

音声に関する用語 . 

サウンドプ□グラムに関する用語 

映像に関する用語 . 

映像信号変換表 . 

HDMI について . 

商標について . 

まな仕様 . 

索引 . 


テレビに表示される画面（オンスク U —ンディスプレイ） 

につし、て . 


フ□ントパネル . 9 

U アパネル . 10 

フ□ントパネルディスプレイ . 11 

|げつン . 12 


スピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPA 0). 

YPA 0 の実行 . 

自動測定の設定値を確認する/政前の状態に戻す . 

測定中にエラーメッセージび表示された場合 . 

測定後に警告メッセージび表示された場合 . 

再生ずる _ 

再生の基本操作 . 

高音/低音を調整する . 

ボタン1つで入力設定を切り替える（シーン機能） ........ 

好みの入カソース/ヴウンドプ□グラムなどを登録する . 

シネマ DSP などの音場効果を楽しむ . 

音場効まやサラウンドデコーダーなどを還ぶ . 

サウンドプ□グラムー覧 . 

テレビ画面を使って本機を操作ずる . 

テレビ画面を使った本機の基本操作 . 

入カソースごとにオプション機能を設定ずる 
(オプションメニュ ー）. 

オプションメニューの表示/設定 . 

オプションメニュー . 

コンテンツ画面で入カソースを操作ずる . 

テレビにコンテンツ画面を表示する . 

再生画面とブラウズ画面を切り替える . 

FM / AM 放送を聴< . 

周波数を指定して受信する . 

コンテンツ画面でチューナーを操作する . 

jPodTM / jPhoneTM の曲/映像を再生ずる . 

ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドックの接続 . 

iPod/iPhone の操作 . 

コンテンツ画面で iPod / iPhone を操作する 

(ゾーュー表示モード） . 

本機のリモコンで iPQd / iPhone を再生する 

(シンプル再生モード） . 

iPod / iPhone をワイヤレス接続で再生する . 

Bluetooth ® 機器の曲を再生ずる . 

ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーノ（一の接続 

目 luetcxDth 機器のペア U ング . 

目 luetcxDth 機器の巧再生 . 

設定ずる _ 

入カソースごとに入出力の設定をずる 

(入力選択メニュー） . 

入カソースの設定を変更する . 

入力還択メニュー項目 . 

シーン機能の設定を変更ずる（シーン選択メニュー） ..... 

シーン還択メニューの表示/設定 . 

シーン還択メニュー . 


簡易接続-操作ガイド【別紙) 

はじめにご覧ください。 

①スピーカー/ヴブウーファーを接続する 
d ) テレビを接続する 

③ BD/DVD レコーダーなどを 接続す る 

④ FM / AM アンテナを接続する 

⑤ 電源ケープルをコンセントに接続する 

⑥ テレビのリモコンで本機を操作する 

d ) スピーカー設定を自動で最適化する （ YPA 0) 

基本操作 


目次 


7 7 7 7 8 9 


7899 001 已日 7889 〇〇 11123 
己已已已巨目目日日日日日目 77 77777 




7788 991223344 已己日 7780 
7777 778888888888 弓 8 弓 9 


77900 - 223333 日 77 999222334 巨日日 7 8 8 0 0 01 222 已己已 
22233 1333333333 333444444444 4 44 已已已已 己已已已已已 
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本機の特長 


本機の特長とでまること 


• 高音質八イパワー7チャンネルアンプを内蔵 

•目つの HDMI 入力端子を搭載し、オーディオリ 
ターンチャンネル機能と 3 D 映像信号に対応 

• 2つの HDMI 出力端子を搭載 

- HDMI OUT 端テを選ぶ . 32 

• ボタン1つで入カソース/ヴウンドプ□グラムを 
切り替え可能（シーン機能） . 33 

• 2-7.1 チャンネルのスピーカー構成に対応 

-スピーカーのチャンネルと機能 . 14 

- スピーカーのレイアウト . 簡易ガイド 

-スピーカーケーブルを接続する . 簡易ガイド 

-サブウーファーケーブルを接続する . 簡易ガイド 

-フ□ントスピーカーをバイアンプ接続して 

高品質な音声で再生する . 14 

•スピーカー出力の調整 

-スピーカー設定を自動調整する 

(YPAO — Yamaha Parametric Room Acoustic 

Optimizer). 27、簡易ガイド' 

-スピーカーの有無や大ささを手動設定する . 62 

-スピーカーごとに音量を調節する . 63 

- スピーカーと視聴位置の間隔を設定する . 63 

- イコライヴーを使って音色を調整する 

(パラメ hU ック EQ). 64 

- スピーカー調整用のテストI-ーンを出力する . 65 

-高音/低音の音色を調整する（I-ーンコント□ール）.. .32 

•外部機器の接続（最大16入力）と再生 

- 前面入力端テに保護キャップを付ける . 簡易ガイド 

-入カソースごとにオプション機能を設定する 

(オプションメニュー） . 39 

-外部機器を再生する . 32 

- iPod/iPhone を再生する . 46 

- iPod/iPhone をワイヤレス接続で再生する . 48 

- Bluetooth 機器を再生する . 已日 


• FM / AM チューナー 

- FM/AM 放送を聴く . 43 

-放送局を登録する . 43 

-放送局を呼び出す . 44 

- FM 放送の受信モード（ステレオ/モノラル） 

を切り替える . 43 

• マルチチャンネル/マルチフオーマツト再生 

-サウンドプ□グラムを選択する . 33 

-音場効果をかけずにマルチチャンネル再生する . 34 

-ステレオで再生する . 34 

-圧縮系音声フオーマツトに最適なサウンドプ□グラムを 
選ぶ . 35 


• フ□ントパネルディスプレイおよびテレビに表 
示される画面（オンスクリーンディスプレイ） 
への情報表示 

-フ□ントパネルディスプレイの情報を切り替える ....... 11 

-テレビに表示される画面を観なびら本機を操作する ...13 

• 音量調節に関する機能 

-ル音量でを聴さとりやすい音量に自動調整する 


(Adaptive DRC ). 40 

-入カソース同±の音量バランスを調整する 

(再生レベル補正） . 41 

• リモコン 

-本機の IJ モコンで外部機器を操作する . 71 

•オーディオを別の部屋で再生する（ゾーン機能） 

-内蔵アンプを使って再生する . 15 

-外部アンプを使って再生する . 77 

-別の部屋での再生について設定する . 78 

-別の部屋にある外部機器を操作する . 78 


• その他の機能 

-時間を指定して電源を落とす（ス U —プタイマー） ..... 12 
-電源のスタンバイ中に、本機へ接続した iPod / 

iPhone を充電する (iPod スタンバイチヤージ機宫お...己4 


本機ではをくの機能について、テレビ画面のメニューか 5 
操作び行えまず。 

テレビに表示される画面で行える操作について、詳しくは 
次ページの「テレビに表示される画面（オンスクリーンディ 
スプレイ）か 5 操作ずる」をご覧ください。 


本書について 

. 本書は製品の生産に先びけて作成されています。製品改 
良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異なる場合び 
あります。また、仕様は予告なく変更されることびあり 
ます。ご了承ください。 

• 「团 HDMIl 」 （例）などの表記は、 U モコンキーの名称 
を表しています。それぞれのキーの場所については、本 
書の「リモコン」（呵3.1 2) をご覧ください。 

• 「'を1」などの表示は参考情報の参照を表します。対応す 
る番号の説明をご覧ください。 

• 「^」は、関連情報び記載されているページを表します。 

• 「簡易ガイド」は、簡易接続-操作ガイドへの参照を表し 
ます。 
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本機はオンスク U —ンディスプレイをテレビ画面に表示します。オンスク U —ンディスプレイを使うことでシンプルで直感的な操作び行えます。 

オンスクリーンディスプレイは、そのとさ選んでいる入カソースについて表示するコンテンツ画面と、さまざまな設定などを行う日 N SCREEN (オンスク U —ン）、オプションとい 
ラ2つのメニューから構成されています。 

ここではオンスク U —ンディスプレイから行えるさまざまな操作について紹介します。 


•入カソース、シーン、サウンドプ□グラムを選ぶ 


-入カ ソースを 選ぶ . 37 

-シーンを選ぶ . 37 

-サウンドプ□グラムを選ぶ . 38 


選んでいる入カソースを表巧、変更する 
(コンテンツ画面） 


• AM / FM チューナーを操作する 

-プ U セット局を U スト表示する . 4已 

-現在受信している放送局の情報を表示する . 44 

-ユーティ U ティから放送局の検索や登録を行ラ 

(ユーティ U ティ） . 4己 

• iPod の曲/映像をオンスクリーンディスプレイに 
一覧表示する 

- iPod の曲/映像を IJ スト表示する . 47 

-テレビ画面から再生、停止などを操作する 

(メニュー表示モード） . 47 

- U モコンで再生、停止など簡単な操作をする 

(シンプル再生モード） . 48 


本機のさまざまな設定を行う 
(ON SCREEN メニュ ー) 


-テレビ画面に日 N SCREEN メニューを表示する ....... 37 

• 入カソースを選ぶ、設定する 

-入カソースを選ぶ . 37 

-入カソース名を変更する 

(入力名変更/アイコン選択） . 已3 

- HDMI/AV 入力の映像と他の入カソースの 

音声を組み合わせる（音声入力端テ割り当て） . 已3 

-デジタル音声のデコードフオーマットを設定する 

(デコードモード） . 已3 

-圧縮オーディオフオーマットの音質を高める 

(エン八ンサ ー). 已3 

-マルチチャンネルオーディオ再生時に他の入カソース 

の映像を鑑賞する（映像選択) . 已4 

-本機のスタンバイ時に iPod/iPhone を充電する 

(スタンバイ時充電） . 54 


シーンを選ぶ、設定する _ 

-シーンを選ぶ . 37 

-お好みのシーンを登録する、消去する 

(登録） （ IJ セツ h ). 已己、己6 

-シーンを選んだとさに接続しているヤマ八製目 D/DVD 
プレーヤー（レコーダー）の電源をオンにする 
(シーン U モコン連動） . 己己 

• 音場効果を選ぶ、調節する 
(サウンドプ□グラム） 

-サウンドプ□グラムを選ぶ . 38 

-サウンドプ□グラムのパラメーターを調節する . 已7 

• 本機の設定についての情報を表示する 

-音声信号の情報を表示する（音声信号） . 已3 

-映像信号の情報を表示する（ビデオ信号） . 已4 

- HDMI 信号の情報を表示する （ HDMI モニタ） . 已4 
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テレビに表示される画面（オンスクリーンディスプレイ）か!5操作する 


• スピーカーと視聴環境に合わせて音響特性を調 
整する 

-スピーカー設定を自動で最適化する 

(YPAO — Yamaha Parametric Room Acoustic 

Optimizer). 27、および簡易ガイド 

-スピーカー構成を簡単に設定する（パワーアンプ割り当て） 

. 61 

-スピーカーごとに詳細設定を行ラ（構成） . 62 

-スピーカーごとに音量を調節する（音量） . 63 

-スピーカーと U スニングポジションの設置距離を補正設 


定する（距離） . 63 

-イコライヴーを使って音色を調整する 

(パラメ hU ック EQ). 64 

-スピーカー調整用のテスト!-ーンを出力する 

(テスト!ン） . 65 

• 本機か！5出力する音芦信号を調節する 


-映像/音声のずれを調整する （IJ ップシンク設定）….目已 
- Dolby Digital や DTS 再生時のダイナミックレンジ調 

節について選ぶ（ダイナミックレンジ） . 目已 

-最大音量を設定する（音量の上限） . 65 

-電源オン直後の音量を設定する（音量の初期値） ........ 65 

-ル音量でを聴さとりやすい音量に自動調整する 

(Adaptive DSP Level). 6已 

• 本機か5出力する映像信号を調節する 

-アナ□グ端テ間のビデオコンバージョン機能を設定する 

(アナ□グ端テ間変換） . 66 

-アナ□グ映像を HDMI 変換（アップスケー U ング）する際 
の解像度と縦横比（アスペクト）を設定する（信号処理） 
. 66 

•複数の部屋で視聴する（マルチゾーン機能） 

-ゾーン2の音量を調節する（ゾーン2設定） . 68 


• その他の機能 

-長時間操作しなかったとさに自動で電源を落とす 


(オートパワーダウン） . 68 

-フ□ントパネルディスプレイの明るさを調整する 

(Dimmer). 68 

-オンスク IJ ーンディスプレイの背景を変える 

(壁紙設定） . 69 

-外部機器への卜 U ガー出力を設定する 

(hU ガー出力） . 69 

-本機の設定変更を禁止する（設定保護) . 69 

• 言語を選ぶ 

-オンスク IJ ーンディスプレイに表示させる 

言語を選ぶ . 69 


入カソースごとに調節する（オプション 
メニュ ー) 


-オンスク IJ ーンディスプレイにオプションメニューを 


表 7]^ する . 39 

-サラウンドバックスピーカー使用時に 

已 .1 チャンネルフオーマットの再生ち法を設定する 

け広張サラウンド） . 41 

-高音/低音を調節する （ I-ーンコント□ール） . 40 

-ル音量でを聴さとりやすい音量に自動調整する 

(Adaptive DRC). 40 

-テレビのを音声と副音声を切り替える 

(AAC 多量モノラル音声） . 40 

-入カソース同±の音量バランスを調整する 

(再生レベル補正） . 41 

-セ IJ フの音の位置を調整する（セ IJ フ位置調整) . 40 
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る部のち茄 


フロントパネル 


① MAIN ZONE の（電源）キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます。 

② HDMI スルー/ iPod チヤージインジケーター 

本機びスタンバイのとさ、下記のいずれかの動作をすると点 
なします。 

• スタンバイスルー機能（防 P. 日 7) をオンにしている場 
ら '〇 、 を I 

• iPod スタンバイチヤージ機能（防 P. 己 4) をオンにして、ヤ 
マ八製 iPod 用ユニバーサルドックにセットした iPod/ 
iPhone を充電している場合。 

ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステムび接続されている場 
合は常に点なします（防 P.48)。 

③ Z 0 NE 2 (ゾーン 2) キー 

ゾーン2への出カオン/オフを切り替えます（防 P.77)。 

④ ZONE CONTROL (ゾーンコント□—ル）キー 

ゾーン2への出力びオンのとさ、本機をゾーン2び操作でさ 
る状態に切り替えます。本機または U モコンで別の部屋の入 
カソース選択や音量調整び行えます （^p.77)。 

⑥ INFO (インフオ）キー 

フ□ントパネルディスプレイに表示する情報を切り替えます 

(惚^ P .]] )。 


⑥ MEMORY (メモリー）キー 

FM / AM 放送局をプ U セット局として登録します批 P .43)。 、を 2 

⑦ PRESET く/> (プリセット）キー 

プ U セットした FM / AM 放送局を選びます〇口.44)。を 2 

⑧ FM キー 

FM / AM チューナーのバンドを FM に切り替えます 
(陽 P .43)。 、を2 

⑨ AM キー 

FM / AM チューナーのバンドを AM に切り替えます 
(防 P .43)。 、を2 

⑩ フ□ントパネルディスプレイ 

本機の各種情報び表示されます （^ p .]])。 

⑩ TUNING «/» (チューニング）キー 

FM / AM チューナーの周波数を増減させます （《^ p .43)。' を 2 

⑩ PURE DIRECT (ピュアダイレクト）キー 

本機をピュアダイレクトモードに切り替えます（防 P .3 己）。 

⑩ INPUT (インプット）セレクター 

再生する入カソースを選びます。セレクターを回すたびに入 
カソースび順番に変わります。 

® PHONES (フォーンズ）端子 

へッドホンを接続します。音場効果をかけて再生していると 
さは、へッドホンの音声にを音場効果びかかります。 

⑩ YPAOM に （ YPAO マイク）端子 

付属の YPA 日マイクを接続して、スピーカー設定を自動で最 
適化します（腐1127、簡易ガイド）。 


⑩ TONE CONTROL ( I ンコント日ール）キー 

スピーカー/へッ ドホン出力の高音/低音を調節します。 

へッドホンを接続している場合はへッドホンの高音/低音調 
節、ヘッドホンを接続していない場合はスピーカーの高音/ 
低音を調節でさます ( b ^P.32 )o 

⑩ SCENE (シーン）キー 

ボタン]つで登録した入カソース、サウンドプ□グラム、 
HDMI 出力に切り替えます Kp.37. P. 己己)。電源びスタン 
バイのとさは、このキーを押して電源オン、入カソース選択、 
ヴウンドプ□グラム切り替えまでを一括操作でさます。 

⑩ PROGRAM (プ□グラム）セレクター 

使用する音場効果（ヴウンドプ□グラム）やサラウンドデコー 
ダーを切り替えます Kp.33)o セレクターを回すたびに、ヴ 
ウンドプ□グラムび順番に変わります。 

⑩ STRAIGHT (ストレート）キー 

サウン ドプ□グラムをストレートデコードモードに切り替え 
ます（防 P .34)。 

® VIDEO AUX (ビデオ AUX ) 端子 

ゲーム機などを一時的に接続でさます。 

使用しない場合はホコ U などのミちれを防ぐために、付属の前面 
入力端子保護用キャップを取りつけてください(防簡易ガイド)。 

⑩ VOLUME (ボリューム） 

音量を調節します。 



' を 1 :スタンバイスルー機能びオンの場合、スタンバイ中にリモコンの 团 HDMI1- 己を使って、テレビに出力する HDMI 入力を選択でさます。 

HDMI 入力び切り替わると、 HDMI スルー/ iPod チャージインジケーターび2回点滅します。 

' を 2 :チューナー入力を選んだとさに使用でさます。 
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各部の名称 


リアパネル 


① DOCK (ドック）端子 

別売のヤマ八製 iPod 用ユニノ（ーヴルドック (YDS- 12など） 
や iPod 用ワイヤレスシステム （YID-W10)、Bluet 日 oth ワ 
イヤレスオーディオレシーバー （YBA-10) を接続します 
( b ^P.4 目、 P. 己0、 P. 己4)。 

② PHONO (フオノ）端子 

レコードプレーヤーを接続します （防 P .22)。 

③ HDMI OUT 1-2 (HDMI アウト 1-2) 端子 

HDMI 入力対応のテレビと接続し、映像/音声を出力します 
(岐 P.17、 簡易ガイド）。 Audio Return Channel 機能 
(^p.]8) を使用したとさは、この端子からテレビの音声び 
入力されます。 

④ MONITOR OUT (モニターアウト）端子 

D 4 VIDEO 端子 ： D 端子入力対応のテレビと接続し、 

映像を出力します（防 P.21)。 

COMPONENT VIDEO :コンポーネントビデオ入力対応の 
端子 テレビと接続し、3本のケーブル 

(コンポーネントビデオ）を使って映像を出力します 

(隐 =p.21 )。 

VIDEO 端子 ：ビデオ入力対応のテレビと接続し、 

映像を出力します 0^).2 1)。 

① ②③ ④ < 


⑩ AUDIO 1-2 (才ーディオ 1-2) 端子 

アナ□グ音声出力を持つ外部機器と接続し、音声を入力しま 

す（防 P .21)。 

⑩ TRIGGER OUT (トリガーアウト）端子 

本機と連動して動作する卜 U ガー接続機能を搭載した外部機 
器を接続します （ b ^P.2 目）。 

® MULTI CH INPUT (マルチチャンネルインプット) 
端子 

マルチチャンネル出力を持つ再生機器と接続します 
( e ^ P . 24 )o 

⑩ AUDIO OUT (才ーディオアウト）端子 

AV 己-日や AUDIO 1 -2 などのアナ□グ入カソースを選んだ際、 
入力された音声を外部へ出力します （^p.2 目)。 

(© Z 0 NE 2 OUT (ゾーン2アウト）端子 

別の部屋に設置した外部アンプへ本機の音声信号を出力しま 
す（防 P .77)。 

⑩ PRE OUT (プリアウト）端子 

アンプ内蔵のサブウーファーを接続したり 0®^ 簡易ガイド) 
外部パワーアンプなどを接続します Kp.25)o 


入出力端子の見分け方 

映像/音声出力端子の周巧は、誤接続を防 
ぐために白くマークされています。テレビ 
や外部機器への映像/音声出力はこれらの 
端子をご使用ください。 


出力端子 



⑤ REMOTE IN/OUT (リモートイン/アウト）端モ 

U モート機能に対応する外部機器を接続します （^p.2 己)。 

⑥ HDMI 1- 曰端子 

HDMI 出力対応の外部機器を接続し、映像/音声を入力しま 
す（防 P.21、 簡易ガイド）。 

⑦ ANTENNA (アンテナ）端子 

FM アンテナと AM アンテナを接続します。 

⑧ SPEAKERS (スピーカー）端子 

フ□ント、センター、サラウンド、サラウンドバックの各ス 
ピーカーを接続します簡易ガイド)。 

プレゼンススピーカー (防 P.14) やゾーン2に設置するス 
ピーカー(腐己）は EXTRA SP 端テに接続します。 

⑨ AC IN (AC イン）端子 

電源コードを接続します簡易ガイド)。 

⑩ AV 1-6 端子 

映像/音声出力を持つ外部機器を接続し、映像/音声を入力 
します（腐 1 D .21)。 

⑩ AVOUT (AV アウト）端子 

AV3 -目や AUDIO 1 -2 などのアナ□グ入カソースを選んだ際、 
入力された映像/音声を外部へ出力します（心 P.2 目)。 
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フロントパネルデイスプレイ 

① HDMI インジケーター 

HDMI 入力 1- 己のいずれかを選んだ際、正常に HDMI 信号 
び入力されると点なします。 

OUT 1 /OUT 2インジケーター 

HDMI OUT 端子簡易ガイド）から音声/映像信号び出 
力されると点なします。 

② CINEMA DSP (シネマ DSP ) インジケーター 

シネマ DSP 技術を使った音場効果を選ぶと点なします。 

③ ENHANCER (エンハンサ ー） インジケーター 

コンプレス トミュージックエン八ンヴーびオンになっている 
ときに点なします（防 P.3 己）。 

④ CINEMA DSP 3 D (シネマ DSP 3 D ) インジケーター 

シネマ DSP 3D モードびオンになっているとさに点なします 

(防 P .3 り J 。 

⑤ チューナーインジケーター 

FM/AM 放送を受信すると 「TUNED」 び点なします。ステ 
レオで受信しているときはに TEREO」 び点打します。 

⑥ SLEEP (スリープ）インジケーター 

ス リープタイマー (^p.]2) び動作すると点なします。 

⑦ Z 0 NE 2 (ゾーン 2) インジケーター 

本機からゾーン2への音声出力び有効となっているとさに点 
なします（防 P .77)。 


⑧ MUTE (ミュート）インジケーター 

本機を消音すると点滅します。 

⑨ VOLUME (ボリューム）インジケーター 

現在の音量を表示します。 

⑩ カーソルインジケーター 

リモコンの四力ーソル A/V/</> を操作可能な場合に、 
キーに対応するインジケーターび点打します。 

⑩マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

設定値や設定メニューなどを種情報び表示されます。 

⑩ スピーカーインジケーター 

音声を出力しているスピーカー端子を表示します。 


サラウンドバック 
スピーカー L 



サブウーファー 
プレゼンス 
スピーカ ー L ち PH^IPRI 
フ□ント 
スピ-力 -L 

サラウンド 」 ■SBLI SB ISBRI 
スピーカー L 


サラウンドバック 
スピーカーを1 


センター 
スピーカー 
プレゼンス 
スピーカー R 
フ□ント 
スピーカー R 
サラウンド 
スピーカー R 
サラウンドバック 
スピーカー R 


• フ□ントパネルディスプレイの表示を切り替え 
るには 

フ□ントパネルディスプレイには、選択中の入カソース名似 
外に、サウンドプ□グラム名やサラウンドデコーダー名など 
を表示できます。表示を切り替えるには、 IJ モコンの 
固 INFO (またはフ□ントパネルの INF 日）を繰り返し押し 
ます。キーを押すたびに入カソース名ーサウンドプ□グラム 
(DSP プ□グラム）^サラウンドデコーダーの順に表示び切 
り替わります。を2 


入カソース名 



サウンドプ□グラム （ DSP プ□グラム） 



dB 


口 mi] 
■ ■■■ 


園國國:圈圈圈 


ENHANCER 


CINEMA J 


[STEREdl 

TUNED」 


SLEEPi 


i|VOL 

コ MUTEil 


各部の名称 


塞—加 


'を1: 「SB」 は目.1チヤンネル構成で使用しているとさにのみ表示されます。 

'を2 : FM/AM チューナーの使用中は、入カソース名の代わりに FM/AM 周波数び表示されます。 
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各部の名称 


U モコン 



C 1 )CjJ 山 CjJ 

圃- CZ3 CD CZ3 CID 



®YAMAHA 


の 

回 


固 

团 


固 


リモコン信号送信部 

赤外線を送信します。 

MAIN / Z 0 NE 2 (メイン/ゾーン 2) スイッチ 

U モコンでメイン音場とゾーン2 (防 P.77) のどちらを操作 
するかを切り替えます。 

SOURCE (!) (ソース電源）キー 

外部機器の電源オン/オフを切り替えます。 

入カソース選択キー 

本機で再生する入カソースを選びます。 


HDMI1 - 已キー 
AV1-6 キー 
AUDI01-2 キー 
V-AUX キー 
MULTI キー 
DOCK キー 


TUNER キー 
PHONO キー 


: HDMI1- 己端子 
: AV1- 目端子 
: AUDIO I -2 端子 

:フ□ントパネルの VIDE 日 AUX 端子 
: MULTI CH INPUT 端子 
: DOCK 端子に接続したヤマ八製の 
iPod 用ユニバーサルドック、 iPod 用 
ワイヤレスシステム、または 
Bluetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーバーを 選択します。 

: FM/AM チューナーを選択します。 

: PHONO 端子 


チューナーキー 

FM/AM チューナーを操作します。これらのキーはチュー 
ナー入力のとさに使用でさます。 


FM キー ： FM/AM チューナーのバンドを切り 

AM キー 替えます。 

MEMORY キー ：放送局をプ U セツト登録します。 

PRESET 八 / V キー： 登録されたプリセツト局を呼び出します。 
TUNING ク/ 《キー： FM/AM チューナーの周波数を増減 
させます。 

固 INFO (インフォ）キー 

フ□ントパネルディスプレイに表示する情報（選択中の入力 
ソース名、ヴウンドプ□グラム、サラウンドデコーダー、 FM/ 
AM チューナーの周波数など）を切り替えます。 

团 SLEEP (スリープ）キー 

指定した時間び経過すると自動でスタンバイになるよラ設定 
します（ス U —プタイマー）。キーを繰り返し押すと、スタン 
バイまでの時間を設定でさます。 



ス U —プタイマーの作動中は、フ□ントパネルディスプレイ 
の SLEEP (スリーフ）インジケーターび点なします。 

固 PARTY (パーティー）キー 

パーティーモードのオン/オフを切り替えます（防 P. 目8)。 


回 SCENE (シーン）キー 

ボタン]つで入カソースとサウンドプ□グラムを切り替えま 
す（防 P.33) 。 本機の電源びスタンバイのとさは、このキー 
を押して、電源オン、入カソース選択、サウンドプ□グラム 
切り替えまでを一括操作でさます。 

岡 ON SCREEN (オンスクリーン）キー 

さまざまな設定び行える日 N SCREEN メニューを呼び出しま 
す批口.37)。 

m 力ーソル A /マ/づ/〇キ ー、 ENTER (エンター） 
キ ー 、 RETURN (リターン）キー 


カーソル A/V/<l/I> キー： 設定メニューなどを表示した 
際に、メニュー項目を選択し 
たり、設定値を変更します。 
ENTER キー :選択された項目を決定します。 

RETURN キー :設定メニューを表示した際、 

Iつ手前の表示に戻したり、 
メニュー表示を終了します。 


回外部機器操作キー 

外部機器の録画/再生、メニュー表示などを操作します(防 P.7 1 ) 。 

圆数字キー 

数値を入力します。 

圆 TV 操作キー 

テレビなどの機器を操作します。 

圆 CODE SET (コードセット）キー 

U モコンに外部機器操作用のコード （U モコンコード）を登 
録します（腐 1D.72)。 

圆 SOURCE/RECEIVER (ソース / レシーバ ー） キー 

U モコンで本機か接続されている外部機器のどちらを操作す 
るかを切り替えます。外部機器操作のとさはキーび緑、本機 
を操作でさるとさはキーびオレンジ色に点なします。 

回 RECEIVER の（レシーパ’一電源）キー 

本機のオン/スタンバイを切り替えます。 

圆 HDMI OUT ( HDMI アウト）キー 

本機から音声/映像信号出力する HDMI OUT 端テを切り替えます。 


四音場選択キー 

使用する音場効果（ヴウンドプ□グラム）やサラウンドデコー 
ダーなどを選択します （防 P .33)。 

國 OPTION (オプション）キー 

オプションメニュー（防 P. 己 2) を表示します。 

圆 VOLUME (ボリューム）+/-キー 

音量を調節します（防 P.32)。 

國 MUTE (ミュート）キー 

音声出力の消音/消音解除を切り替えます（心 P.32)。 


巧の症がび現れた場合は、新し 
いを電池に交換して < だをい。 

•U モコンの操作範囲びせまく 
なった。 

• 圆 SOURCE/RECEIVER び 

光らない、または光らな<なった。 


圆 SOURCE/RECEIVER 
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を！：本機のリモコンは、入カソースごとに回か部機器操作キーなどを使って登録した機器を操作できます。外部機器を操作するには、 
あらかじめ各入カソースに U モコンコードを登録する必要びあります （^口.71)。 



































































テレビに表示される画面（オンスクリーンデイスプレイ）について 


本機にテレビを接続している場合は、付属の U モコンでテレビ画面に表示されるメニューを操 
作して本機の操作や設定び行えます。 



オンスク U —ンディスプレイには次のよラな画面び表示されます。 

•オンスクリーン （ ONSCREEN ) メニュー 



本機のさまざまな設定、操作を行えま 
す。このメニューを使って入カソース 
やサウンドプ□グラムなどの選択、さ 
まざまな設定の変更、本機の状況表示 
などび行えます。 

詳しくは 「設定ずる」 （豚 P .52) をご 
覧ください。 

表示するには 

U モコンの日 N SCREEN キーを押す。 


オプションメニュー 



そのとさ選んでいる入カソースごと 
によく使ラ設定を個別で行えます。 
「I-ーンコント□ール」や「再生レべ 
ル補正」などはすべての入カソースに 
対して共通で設定されます。 

詳しくは r 入カソースごとにオプショ 
ン機能を設定ずる（オプションメ 
ニユ ー )」 （豚 P .39) をご覧ください。 
表示するには 

リモコンの OPTION キーを押す。 


各部の名称 


• コンテンツ画面 

本機で DOCK (iPod) やチューナーなどの入カソースを再生するとさは、楽曲/放送局の情報 
表示や再生操作を行える画面をテレビに表示します。 

この画面を r コンテンツ画面 J と呼びます。 

コンテンツ画面には r 再生画面 J と r ブラウズ画面 J という2つの表示びあり、表示を切り替 
えて楽曲などを選んだり、再生操作を行います。 


再生画面 



そのとさ再生している楽曲などの情 
報を表示します。この画面から U モコ 
ンで再生操作びでさます。 


ブラウズ画面 
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接続ずる 


スピーカーの配置、スピーカーや外部機器との基本的な接続については 「簡易接続•操作ガイド」 をご覧ください。本書では応用接続/設定を説明します。 


スピーカー/ヴブウーファーを接続ずる 


本機は、さまざまな音場効果やサラウンドデコーダーを使って、著名なコンサートホールの包みこまれるような響さや映画館の迫力と臨場感を再現できます。これらの効果は、使用 
環境に合わせて適切にスピーカーを設置/接続することで実現されます。 


チヤンネルと機能 


■ フ□ントスピーカー L/R 

再生するソースのフ□ントチャンネル L / R の音声（ステレオ 
音声）と効果音を出力します。 

フ□ントスピーカーは、 IJ スニングルーム前方の左ちへ、 IJ ス 
ニングポジションから等距離に設置します。プ□ジェクターの 
場合は、スク U — ンの下辺から4分の]位の高さび適切です。 

I センタースピーカー 

再生するソースのセンターチャンネルの音声、映画のセ U フ/ 
ボーカルなど、画面中央に位置する音声を出力します。 
センタースピーカーは、フ□ントスピーカー L / R の中間に設 
置します。テレビをお使いの場合は、画面とスピーカーの前面 
を揃え、テレビの上や下など、でさるだけ画面に近いところの 
中央に設置します。プ□ジェクターの場合は、スク U —ン真下 
の中央に設置します。 

I サラウンドスピーカー L/R 

再生するソースのサラウンドチャンネルの音声と効果音を出 
力します。 5.1 チャンネルの場合は前ち外の周辺の音び出力 
されます。サラウンドバックチャンネルを含む 6.1/7.] チャ 
ンネルシステムの場合は、左ちから後方にかけての音び出力さ 
れます。 

I サラウンドパックスピーカー L/R 

再生するソースの後方の効果音を出力します。目.1チャンネル 
で使用する場合は、サラウンドバックの左ちの音声びミックス 
され]つのスピーカーから出力されます。 5.1 チャンネルで 
使用する場合、サラウンドバックチャンネルの音声は、左ちの 
サラウンドスピーカーに振り分けられます。 


I プレゼンス スピーカー L/R 


I サブウーファー 


再生するソースの前方からの効果音を出力します。サウンドプ 
□グラム（豚 P.33) と組み合わせることで、より豊かな音声 
と音場空間を再現でさます。 


サブウーファーを接続する場合は、 r ① スピーカー/サブウー 
ファーを接続ずる」 簡易ガイド）の「スピーカー/サブ 
ウーファーの接続」手順目を実施してください。 


I サブウーファー 

Dolby Digital 、 DTS 、 AAC などに含まれる LFE (低域効果 
音）チャンネルの音声や、フ□ントやサラウンドなどその他 
チャンネルの低音を出力します。サブウーファーはアンプ内蔵 
のをのをご使用ください。'を1 

サブウーファーは、 IJ スニングルーム前方のフ□ントスピー 
カー L / R の外側に、壁の反射を防ぐために少し内向さにして 
設置します。 

スピーカー /サブ ウーファーの 接続 


I スピーカー 


スピーカーの 数に応じて「① スピーカー/ サブ ウーファーを 接 

続する」 （豚簡易ガイド）の「スピーカー/サブウーファーの 
接続」にある手順から似下の表を参照して接続してください。 


スピーカーの数 

スピーカーの 種類 

接続手順 

2 

フ□ントスピーカー L/R 

1 

3 

フ□ントスピーカー L / R 、 

センタースピーカー 

]、2 

4 

フ□ントスピーカー L / R 、 
サラウンドスピーカー L/R 

]、3 

己 

「簡易ガイド」をご覽ください。 

1〜3 

6〜9 

「簡易ガイド」をご覽ください。 

1〜己 


• スピーカーを バイアンプ接続する 

本機は、バイアンプ接続対応のスピーカーを接続でさます。 
スピーカーを接続する際は、 FR 日 NT 端テおよび 
SURROUND 目 ACK / BI - AMP 端テを下図のように接続し、 
本機のノ（イアンプ機能をオンにします。 





© © © © 



警告 

• バイアンプ接続をする前に、必ずスピーカー側の高域と 
低域をつなぐ金具（またはケーブル）を取りはずしてく 
ださい。詳しくは、スピーカーの取扱説明書をご確認く 
ださい。バイアンプ接続をしない場合は、上記の金具 
(またはケーブル）を必ず取り付けた状態で、スピーカー 
ケーブルを接続してください。 

• バイアンプ接続する場合、サラウンドバックスピーカー 
は使用でさません。 


'を1:サウンドプ□グラムやサラウンドデコーダー（防 P.33) を使用せずに CD などの2チヤンネルの音声を再生した場合、サブウーファーからの音声び出力されないことびあります。この場合は、設定メ 
ニューの「ェクストラベース」（防 P. 日 3) を「オン」に設定してください。 
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• 本機の内蔵アンプを使って別の部屋のスピー 
カーを接続する（マルチゾーン接続） 

別の部屋のスピーカーを EXTRA SP 端テに繫いで下図のよ 
うに接続します。 


Q 白 



ご注意 

本機の EXTRA SP 端テに、スピーカーセレクターを接続 
しないでください。また、同端テの各チャンネルに2本 
上のスピーカーを接続しないでください。インピーダンス 
び低下して本機び故障する原因になります。 


スピーカー構がを選ぶ 


已 .1 チヤンネル、 7.1 チヤンネル、プレゼンススピーカー 
を使った構成については「簡易接続•操作ガイド」をご覧 
<ださい。 

I フ□ントスピーカーをバイアンプ接続して高 
音質を楽しむ 

• 5.1 チヤンネルのスピーカー構成 

(フ□ントスピーカーX 2 (バイアンプ）+ 
スピーカーX 3) 

バイアンプ接続に対応したスピーカーを使用することで、より 
高音質の再生を楽しめます。 

フ□ン トス ピーカー R 
(バイアンプ接続） 



参スピーカーの接続 

スピーカー構成に合わせ、スピーカーを1；1下の端テへ接続します。 
接続の詳細については前ページをご覧ください。 


就庵^^ 

I 2 つの 部屋でスピーカーを使う（ゾーン 2 機能） 

参 7.1 チヤンネルのスピーカー構成+ゾーン2 
メインルーム：スピーカーX 7 +ヴブウーファー 
別の部屋（ゾーン 2) :フ□ントスピーカー 

本機を設置しているメインの U スニング環境に加えて、別の部 
屋のスピーカーを制御でさます。'を1 


I メつノル-ム I フロントスピーカ ー R 



参スピーカーの接続 

スピーカー構成に合わせ、スピーカーを切 TF の端テへ接続します。 
接続の詳細については前ページをご覧ください。 


スピーカー端子 

FRONT L / R 、 CENTER 、 

SURROUND L / R、SURROUND 
BACK L / R、SUBWOOFER 

スピーカー端子 

FRONT L / R 、 CENTER 、 
SURROUND L / R、SURROUND 
BACK L / R、SUBWOOFER 

EXTRA SP 端子 

使用しません 

EXTRA SP 端子 

ゾーン 2 のスピーカーを接続 

• スピーカー構成へのパワーアンプ割り当て 

「パワーアンプ割り当て」で構成を本機へ反映します（豚 P .61)。 

• スピーカー構成へのパワーアンプ割り当て 

「パワーアンプ割り当て」で構成を本機へ反映します（豚 P .61)。 

パワーアンプ割り当て I 

I 己 ch BI-AMP 

パワーアンプ割り当て ||7 ch +1 Z 0 NE 


スピーカー/サブウーフ: 




'を1:サラウンドバックスピーカーとゾーン2のスピーカーから同時には音声を出力できません。 
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入出力端子とケーブル 


本機は次のよラな入出力端テを装備しています。接続したい外部機器側の端テに合わせて 
適切なケーブルを使い、接続する必要びあります。 

I 映像および音声を入出力する端子 

HDMI 端子 

デジタル映像およびデジタル音声を]つの端テで伝送します。 

接続には、 HDMI ケーブルを使用します。 



HDMI ケーブル 



• 接続には HDMI 03' のついた標準サイズの HDMI ケーブルをお使いください。 

• 伝送時の品質努化を防ぐため、 5. OmiU 下の長さのケーブルを使って接続することをおすす 
めします。 

• 本機に 3 D 映像形式対応のプレーヤーやテレビを接続している場合は、 3 D の映像ソフトを 
再生でさます。 

• HDMI とオーディオ IJ ターンチャンネル機能を搭載したテレビを本機に接続する場合は、 
テレビから本機への音声/映像出力と本機からテレビへの音声出力を HDMI ケーブルー本 
で通信でさます （陪13.] 8)。 

• DVI 端テを搭載した機器と本機を接続する際は、 HDMI — DVI - D ケーブルび必要です。 

I 映像を入出力する端子 


□端子 


COMPONENT VIDEO 端子 


映像を輝度信号 （ Y )、 青色差信号 （ PB )、 赤色映像を輝度信号 （ Y )、 青色差信号 （ PB )、 赤色 
差信号 ( PR ) の3種類に分離し、コント□一 差信号 （ PR ) の3種類に分離して伝送します。 
ル信号（走査線、アスペクト比などの情報）を接続には、3つのプラグを持つコンポーネント 
含めて伝送します。 ビデオケーブルを使用します。 

接続には D 端テケーブルを使用します。 
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VIDEO 端子 

標準的なアナ□グビデオ映像を伝送します。 
接続には、ビデオ用ピンケーブルを使用します。 



ビデオ用ピンケーブル 



I 音声を入出力する端子 

OPTICAL 端子 COAXIAL 端子 

光デジタル音声を伝送します。 同軸デジタル音声を伝送します。 

接続には、光デジタル音声用の光ファイバー接続にはデジタル音声用の同軸ケーブルを使 
ケーブルを使用します。ケーブルの先端に用します。 

キャップび付いている場合は、キャップを取り 



AUDIO 端子 

標準的なアナ□グステレオ音声を伝送します。 
接続にはステレオピンケーブルを使用し、ホい 
ケーブルのプラグを R 端テ（ホ)、白いケーブ 
ルのプラグを L 端テ（白）へ接続します。 


























テレビを接続ずる 


本機にはテレビ接続用として3系統の出力な品テ (HDMI OUT ]-2、 D 4 VIDE 日/ COMP 日 NENT 日 UT 、 
VIDEO ) び用意されています。ご使用のテレビの入力端テに合わせて、適切に接続してください。 

• HDMI を使って接続した場合 

本機に入力された D 端テ、コンポーネントビデオ、ビデオなどの映像は、 HDMI に変換され 
てテレビへと出力されます。テレビ側で HDMI 入力を選ぶだけで、本機に接続されたすベて 
の外部機器の映像を視聴でさます。を1 

■ D 端子やビデオ端子などを使って接続した場合 

同じ種類の出力端子をテレビと接続し、再生する外部機器に合わせてテレビの入力を切り替 
えて視聴します。外部機器からのアナ□グ映像出力端子とテレビの入力端テの種類び異なる 
際は、テレビの映像入力端テに合わせて映像信号を変換でさます。を 2 、 を 3 



I HDMI 入力が応のテレビ 

本機の HDMI OUT 1-2 端テとテレビの HDMI 入力端テを HDMI ケーブルで接続します。 


HDMI 入力 



• 接続には HDMI nJ ' のついた] 9ピンの HDMI ケーブルをお使いください。 

• 伝送時の信号劣化を防ぐため、 5. OmiU 下の長さのケーブルを使って接続することをおすす 
めします。 

• 本機の HDMI OUT ]-2 端テは設定で選んでいる端テだけび有効となっています批口.32)。 
有効にする HDMI OUT 端テは本機の「シーン選択」機能に登録しておくことびでさます 
(豚 P .33)。 


I D 端子（またはコンポーネントビデオ）入力が旅のテレビ 

本機の D 4 VIDEO 端テ (MONITOR OUT ) とテレビの D 端テ入力を D 端テケーブルで接続 
します。'か 4 



• コンポーネントビデオ入力対応のテレビと接続する場合は 、 COMPONENT VIDEO 
(MONITOR OUT ) とテレビのコンポーネントビデオ入力を接続します。 

• MONITOR 日 UT の D 4 VIDE 日端テとコンポーネントビデオ端テからは同じ映像びテレビ 
に出力されます。 D 4 VIDE 日端テでテレビと接続した場合、コンポーネントビデオ端テを 
接続する必要はありません。 


I ビデオ入力が応のテレビ 

MONITOR 日 UT の VIDE 日端テとビデオ用ピンケーブルで接続します。'を 4 



' を 1 : HDMI に変換される際の解像度やアスペクト比は、必要に応じて変更でさます Kp .66 )o 
' を '2: 「アナ□グ端子間変換」を「オン」にしてください（防 P . 目目）。 

' を 3 :アナ□グ端子間変換は解像度480ン己7卸の映像信号でのみ行われます。 

' を 4: テレビと HDMI 接続している場合、本機に入力された映像は HDMI 映像に変換されてテレビへ 
と出力されます。 D 端子/コンポーネントビデオ端テ、ビデオ端子をテレビに接続する必要はあ 
りません。 
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テレビを接続する 




团入カソース選択キー 
岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 


テレビの音声を本機で聴く 


テレビの音声を本機で聴さたい場合は、本機と接続し 
たテレビの機能に応じて次のいずれかの方法でテレ 
ビの音声を本機に入力してください。 

I HDMI コント□ール機能およびオーディ 
オリターンチヤンネル機能に巧庶してい 
るテレビ 

本機を接続したテレビび HDMI コント□ール機能 
(例：パナソニックビエラリンクなど）と Audio 
Return Channel 機能の両方に対応している場合は、 
本機とテレビを接続した HDMI ケーブル]本で、テ 
レビへの映像/音声出力、本機への音声入力の両方び 
実現でさます。 

Audio Return Channel 機能は、テレビへ映像/音 
声出力をしている HDMI ケーブルを使って、ステレ 
才 PCM や AAC など光/同軸デジタル相当の音声を 
AV アンプ/レシーバーに出力する機能です。テレビ 
側で音声出力を伴う操作をすると、 HDMI コント□一 
ル機能により本機の入カソースび自動で変わるため、 
本機側を操作せずにテレビの音声を視聴でさます。 


テレビと本機を HDMI ケーブルで接続する。 


2 テレビの電源をオンにして、本機を接続し 
た映像入力に切り替える。 


9岡 ON SCREEN を巧す。を1 


4 因]力ーソル A / ▽ を使って「設定」を選 
び、因] ENTER を巧ず。 



"7 因]力ーソル ▽ を押して「コント□ール選 
f 択」を選び、因] ENTER を巧ず。 


8 因]力ーソル A / V を使ってテレビに接続 
している HDMI OUT 端子を選び、 

因] ENTER を巧す。 


9 因]力ーソル▽を巧して 「 TV 音声入力」を 
選び、因] ENTER を巧ず。 


A n 因]力ーソル A / ▽を使ってテレビの 
I U 音声を割り当てたい入カソースを選 
び、因] RETURN を巧ず。を1 


A A 因]力ーソル A / ▽を巧して 「ARC 
II (才ーディオリターンチャンネル)」を 
選び、因] ENTER を巧ず。 


A 9因]力—ソル▽を巧してオンを選ぶ。 



映像/音声 I 

出力 I 

1テレビの 

1音声出力 

1 1 

ョ日 .1. 小 ‘ い’. 

打'-.巧 ' ( こ - 


テレビから入力された音声は、 AV 1-6 などの入力 
ソースに割り当てられます。使用しない入カソース 
にテレビの音声を割り当てれば、使用中の入カソー 
スの接続を変えることなくテレビの音声を視聴で 
をます。 


5 因]力ーソルく/ t > を使って 「 HDMI 設定」 
を選び、因] ENTER を巧す。 



6 「 HDMI コント□ール」びオンに設定され 
ていることを確認ずる。'を2 

オフに設定されている場合は、のカーソル 
A / ▽ を使ってオンを選択してください。 


1〇岡 ON SCREEN を押して設定を終了 
10する。 

TV 番組び再生される操作をすると、本機の入カソース 
び手順 ] 日で選んだ入力端テに自動で切り替わります。 


• シーン機能を使って入カソースを選択している 
場合も、 HDMI コント□-ル機能により 「 TV 音 
声入力」で設定した入力端テに自動的に切り替 
わります。 

• シーン機能を使ってサウンドプ□グラムを設定 
する場合は、選択する 「 SCENE 」 キーの入カソー 
スを手順 ] 日で選んだ入力端テに設定する必要び 
あります。 「 SCENE 」 キーについては、 「ボタン 
I つで入力設定を切り替える（シーン機能）」 
(豚 P .33) をご覧ください。 

-团入カソース選択キーを使って 「 TV 音声入力」 
で選択した入カソースを手動で選択することを 
でをます。 


を！：日 N SCREEN メニューについての詳しい説明は 「テレビ画面を使って本機を操作ずる」 （防 p .37) をご覽ください。 

'を 2 :実際に HDMI コント□ール機能を動作させるには、テレビや外部機器などの HDMI コント□ール機能をオンにする必要びあります。詳しい設定方法は 「 ⑥ テレビのリモコ 
ンで本機を操作する」 簡易ガイド）をご覧ください。 
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岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


I HDMI コント□—ル機能に巧応してお 
0 、 Audio Return Channel にミ閒 
応のテレビ 

本機を接続したテレビび HDMI コント□ール機能 
(例：パナソニックビエラ IJ ンクなど）に対応して 
いる場合、本機の HDMI コント□ール機能をオンに 
するとテレビ側の操作に連動して入カソースを自動 
で切り替えでさます。あらかじめテレビの音声出力を 
本機に接続しておけば、テレビ側の操作だけでテレビ 
の音声び視聴可能になります。 

テレビび本機の HDMI OUT 1端テと接続されてい 
る場合、工場出荷時には、 AV 4 に切り替わるよう設 
定されており、テレビの光デジタル音声出力を AV 4 
端テに接続すれば、本機の設定を変更せずにテレビの 
音声を楽しむことびでさます。 



テレビび本機の HDMI OUT 2端テと接続されてい 
る場合、 HDMI コント□ール機能で連動する入カソー 
スび工場出荷時には AV ] に設定されています。この 
際はテレビの光デジタル音声出力を AV ] 端テに接続 
することをおすすめします。 


他の端テに接続したい場合は、次の手順で音声入力端 
テを変更でさます。 


1 本機とテレビを HDMI ケーブルで接続ず 
る。 


2 テレビの音声出力端子を本機の入力端子 
に接続ずる。 

テレビの音声入力用として、次の入力端テび 
使用でさます。テレビ側の音声出力端子と同 
じ端テにケーブルを接続してください。 


テレビ側の端子 

入力端子 

使用する 
ケーブル 

光デジタル 

AV 1 または 

AV 4 (初期設定） 

光ファイバー 
ケーブル 

同軸デジタル 

AV 2 または AV 3 

デジタル音声用 
同軸ケーブル 

アナ□グ音声 

AV 己、 AV 6、 
AUDIO ]、 

AUDI 02 のいず 
れか]つ 

ステレオピン 
ケーブル 


使用可能な入力端子 



テレビを接続する 


4 因]力ーソル A / ▽ を使って「設定」を選 
び、因] ENTER を巧ず。 



5 因]力ーソルく/ t > を使って 「 HDMI 設定」 
を選び、因] ENTER を押す。 



6 「 HDMI コント□ール」びオンに設定され 
ていることを確認する。'を'2 

オフに設定されている場合は、の カーソル 
A / ▽ を使ってオンを選択してください。 


7 因]力ーソル ▽ を押して「コント□ール選 
択」を選び、因] ENTER を押す。 


8 因]力ーソル A / V を使ってテレビに接続 
している HDMI OUT 端子を選ぶ。 



'を 1:日 N SCREEN メニューについての詳しい説明は 「テレビ画面を使って本機を操作ずる」 （防 P .37) をご覽ください。 

'を2 :実際に HDMI コント□ール機能を動作させるには、テレビや外部機器などの HDMI コント□ール機能をオンにする必要びあります。詳しい設定方法は 「 ⑥ テレビのリモコ 
ンで本機を操作する」 簡易ガイド）をご覧ください。 
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テレビを接続する 


9 因]力ーソル▽を巧して 「 TV 音声入力」を 
選び、因] ENTER を押ず。 


-4 n 因]力ーソル A / ▽を押して、手順2 
I U で選んだ本機の入力端子を選ぶ。 


岡 ON SCREEN を巧して設定を終了 

I I ずる。 

降はテレビ側で音声出力されると、本機の入カソース 
び手順]日で選んだ入力端テに自動で切り替わります。 

シーン機能を使ってヴウンドプ□グラムを設定する 
場合は、選択する 「 SCENE 」 キーの入カソースを手 
順 ] 日で選んだ入力端テに設定する必要びあります。 
に CENE 」 キーについては、 「ボタン I つで入力設 
定を切り替える（シーン機能）」 （腐 U 33) をご覧 
ください。 


岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
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I HDMI コント□—ル機能および Audio 
Return Channel 機能に巧巧旅のテ 
レビ 

本機を接続したテレビび HDMI コント□ール機能 
(例：パナソニックビエラ U ンクなど）に対応して 
いない場合は、 AV 1-6 や AUDI 0 l -2 とテレビの音 
声出力端子を接続し、本機側の操作で入カソースを選 
択します。 


テレビ側の端子 

入力端子 

使用する 
ケーブル 

光デジタル 

AV 1 または AV 4 
(初期設定： AV 4) 

光ファイバー 
ケーブル 

同軸デジタル 

AV 2 または AV 3 

デジタル音声用 
同軸ケーブル 

アナ□グ音声 

AV 己、 AV 6、 

AUDI 日 I 、 

AUDI 日2のいずれ 
か]つ 

ステレオピン 
ケーブル 


使用可能な入力端子 



• テレビ側び光デジタル音声出力に対応している 
場合は、テレビのオーディオ出力を本機の AV 4 
に接続することをおすすめします。工場出荷時 
には 「 SCENE 」 キーの 「 TV 」 を押すと AV 4 び 
選ばれるよラ設定されており、キー操作]つで 
テレビの音声び再生できます。 「 SCENE 」 キー 
については、 「ボタン I つで入力設定を切り替え 
る（シーン機能)」 （豚 P .33) をご覧ください。 

• 本機の U モコンを使ってテレビを操作すること 
を可能です。テレビを操作するには、本機の IJ 
モコンにお使いのテレビの IJ モコンコードを登 
録します（腐 U 71)。 








































BD 【ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー【レコーダー）などの再生機器を接続ずる 


接続ずる外部機器の出力端子 

本機の巧応入カソース /端子 I 

外部機器の種類 

信号の種類 

出力端子 

HDMI 出力を持つ 
外部機器 

音声/映像 

HDMI 

@ HDMI 1 
( BD / DVD ) 

HDMIl 

⑥ HDMI 2 

HDMI 2 

© HDMI 3 

HDMI 3 

@ HDMI 4 

HDMI 4 

⑥ HDMI 5 

HDMI 5 

の VIDEO AUX 

HDMI IN 

コンポーネントビ 
デオ /D 端子出力 
を持つ外部機器 

音声 

光デジタル 

©AVI 

OPTICAL 

映像 

コンポーネントビデオ/ 
□端子 

COMPONENT 
VIDE 0/ D 4 VIDEO 

音声 

同軸デジタル 

( G ) AV 2 

COAXIAL 

映像 

コンポーネントビデオ/ 
□端子 

COMPONENT 
VIDE 0/ D 4 VIDEO 

ビデオ出力を持つ 
外部機器 

音声 

同軸デジタル 

@ AV 3 ( CD ) 

COAXIAL 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

光デジタル 

① AV 4 ( TV ) 

OPTICAL 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

アナ□グ（ステレオ） 

( J ) AV 5 

AUDIO 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

アナ□グ（ステレオ） 

( K ) AV 6 

AUDIO 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

アナ□グ（ステレオ） 

の VIDEO AUX 

AUDIO 

映像 

ビデオ 

VIDEO 



- D4 VIDEO 

巧巧 


り© 

戀 

爆 






醒 

獲 

爆 



)-0-®-®- 



本機には、入カソースごとに接続端テか用意されています。フ□ントパネルや U モコンで対応 
する入カソースを選ぶと、該当する機器の映像や音声び再生でさます。 

使用するケーブルは r 入出力端子とケーブル」（豚 P .] 目）をご覧ください。 

BD / DVD プレーヤーなどの再生機器を接続する 

お手持ちの機器の出力端子をご確認のうえ、接続方法を選んでください。 



HDMI 


S 


COMPONENT D4VI 

IDE0 

參 1 

司 

1 

參 ! 

1 

3 

@ 

+ 


OPTICAL COAXIAL 
〇 @ 

VIDEO 


@ 


OPTICAL COAXIAL AUD に 

圓 ® ©◎ 


參包 


鑛參戀 


靈遠 


I 曇參 © I 画を 


巧聲か 
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BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 


CD プレーヤーなどのオーディオ機器を接続する 

お手持ちの機器の出力端子をご確認のうえ、接続方法を選んでください。 


CD プレーヤー 



本機 






化 


-© 1 ( 


西 





戀 

戀 

爆 

爆 



1) 

1 

戀 

)1® 

)戀 



© 

を 

風 

® 馨を 

が 

が 


C 。 で描で… 

P 。#) 

戀 

m 

m 

■ 

變 




22 Ja 


接続ずる外部機器の出力端子 

本機の巧応入カソース/端子 

外部機器の種類 

出力端子 

光デジタル出力を持つ外部機器 

光デジタル 

©AVI 

OPTICAL 

⑩ AV 4 ( TV ) 

OPTICAL 

同軸デジタル出力を持つ外部機器 

同軸デジタル 

⑥ AV 2 

COAXIAL 

© AV 3 ( CD ) 

COAXIAL 

アナ□グ音声（ステレオ）出力を 
持つ外部機器 

アナ□グ（ステレオ） 

© AV 5 

AUDIO 

© AV 6 

AUDIO 

◎ AUDIO ] 

AUDIO 

® AUDI 02 

AUDIO 

( J ) VIDEO AUX 

AUDIO 

レコードプレーヤー 

アナ□グ 

① PHONO 

PHONO 


• 光デジタルケーブルをご使用になる際、プラグの先端に保護キャップび付いている場合は 
取り外してください。 

• 工場出荷時には 「 SCENE 」 キーの 「 BD / DVD 」 を押すと HDMI 1 び選ばれるよう設定され 
ています。 

• 工場出荷時には 「 SCENE 」 キーのに D 」 を押すと AV 3 び選ばれるよう設定されています。 
• に CENE 」 キーについては、 「ボタン1つで入力設定を切り替える（シーン機能)」 （豚 P.33) 
をご覧ください。 

• 本機の設定を変更して、別の入カソースの音声入力端テを対応する入カソースと組み合わ 
せることびでさます。詳細は 「HDMI/AV 端子の映像と他の端子の音声を組み合わせる」 

( 豚 P.23) をご覧ください。 




















































































岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


HDMI/AV 端子の映像と他の端子 
の音声を組み合わせる 

HDMI 1-5/ AV 1-2 入力を使用する際は、音声のみを 
他の入力端テ （ AV 1- 目や AUDIO 1-2) からの入力 
に差し替えられます。たとえば外部機器び HDMI 端 
テから音声出力できない場合は、音声入力する端テを 
変更でさます。次のよラな場合に使ラと便利です。 

- HDMI 経由で音声出力できない外部機器を HDMI 
接続したいとさ 

-映像出力び D 端テ、音声出力びアナ□グ音声の外 
部機器（一部ゲーム機など）を接続したいとさ 

設定方法は次の通りです。 

1映像/音声ケーブルを接続ずる。 

が部機器の音声出力び光デジタル端子の場合 

外部機器の映像出力端子と本機の映像入力端テを接 
続し、 AV 1 または AV 4 の音声入力端テと外部機器 
を光フアイバーケーブルで接続します。 

が部機器の音声出力び同軸デジタル端子の場合 

外部機器の映像出力端子と本機の映像入力端テを接 
続し、 AV 2 または AV 3 の音声入力端テと、外部機 
器をデジタル音声用同軸ケーブルで接続します。 

が部機器の音声出力びアナ□グステレオ端子の場合 

外部機器の映像出力端子と本機の映像入力端テを接 
続し、 AV 5、 AV 6、 AUDI 日1、 AUDI 日2のいずれ 
か]つの音声入力端テと、外部機器をステレオピン 
ケーブルで接続します。 

2 岡 ON SCREEN を巧して ON SCREEN 
メニューを表示させる。'を'1 


4 


7 


因]力ーソルづ / D > を使って外部機器の映 
像出力を接続した HDMI 入力を選び、 の 
力ーソル A を巧ず。 

たとえば手順3で HDMI 2 を選んだ場合、テ 
レビに次の画面び表示されます。 



の力ーソル ▽ を巧して「音声入力端子割 
り当て」を選び、 因 ] ENTER を巧す。 


6 


因]力ーソル A / ▽ を巧して、割り当てた 
い音声入力端子を選ぶ。 


設定が終わった5、 岡 ON SCREEN を巧 
して ON SCREEN メニューを終了ずる。 


設定を元に戻したいときは、もう一度メニューを表 
示して設定していた入力端子を変更してください。 


3 


の力ーソル A / V を使って「入力選択」 
を選び、 因 ] ENTER を巧す。 


入力*巧； HD 


BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 




'を1 :日 N SCREEN メニューについての詳しい説明は 「テレビ画面を使って本機を操作する」（防 P .37) をご覽ください。 
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か部機器をフロントパネルの端子に接続ずる 


ビデオカメラやゲームなどの機器を一時的に接続したい場合は、フ□ントパネルの 
VIDEO AUX 端テを利用すると便利です。 

接続した外部機器を再生するときは、 人カソースに 「 V - AUX 」 を選びます。 



• 接続する際は、再生機器を停止させ、本機の音量を十分に下げてください。接続び終わつ 
たら、本機と再生機器の両方の音量を上げてください。 

• VIDEO AUX の HDMI IN 端テと VIDE 日/ AUDI 日端テの両方に機器を接続した場合は、 
HDMI 側の入力のみび有効となります。 
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マルチチヤンネル出力端子がある機器を接続ずる 


DVD プレーヤー、スーパーオーディオ CD プレーヤーなど 
(7.1 チヤンネル出力） 


• 入カソースで 「MULTI CH 」 を選択すると、サウンドプ□グラムよる音場効果と!-ーンコ 
ント□ールの設定は無効になります。 

• スピーカーび接続されていないチャンネルの音声は出力されません。接続したスピーカー 
の構成にあわせて、マルチチャンネル機器を設定してお楽しみください。 

• マルチチャンネルアナ□グ信号の音声と同時に楽しむ映像入力を選択でさます （^ p . 曰4)。 
DVD プレーヤーなどの機器びマルチチャンネルデジタル出力に対応していない場合は、 
マルチチャンネルアナ□グ音声出力を本機の MULTI CH INPUT 端テに、映像出力を本 
機の HDMI 1 -5 端テ、または AV 1- 目や VIDEO AUX の映像端テに接続してください。 
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本機にはマルチチャンネルアナ□ク音声信号を入力する MULTI CH INPUT 端テを搭載してい 
ます。 DVD プレーヤーやスーパーオーデイオ CD プレーヤーなど、マルチチャンネルアナ□グ 
音声出力端子びある機器と本機を接続して、マルチチャンネル音声をお楽しみいただけます。 
接続した機器の音声を再生するときは、入カソースに 「MULTI CH 」 を選びます。 
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か部パワーアンプを接続ずる 


PRE 日 UT 端テからは、対応するスピーカーと同じチヤンネルの音声び出力されます。スピー 
カー出力を高めるために外部パワーアンプ（プ IJ メインアンプ）をお使いになる場合は、本機 
の PRE OUT 端テと外部パワーアンプの入力端テを接続します。 


ごを意 

PRE OUT 端テを使って接続する場合は、接続したチャンネルに対応する SPEAKERS 端テ 
にスピーカーを接続しないでください。 



めをを ® © 


① FRONT (PRE OUT ) 端子 

フ□ント L / R チヤンネルの音声を出力します。 

② SURROUND (PRE OUT ) 端子 

サラウンド L / R チヤンネルの音声を出力します。 

③ SUR . BACK (PRE OUT ) 端子 

サラウンドバック L / R チヤンネルの音声を出力します。 

外部パワーアンプを1つだけ接続する場合は、 L 側 ( SINGLE ) の端子に接続してください。 

④ SUBWOOFER (PRE OUT ) 1/2端子 

アンプ内蔵サブウーファーを接続します。 SUBW 日日 FER 2 端子に接続したサブウーファーか 
らは、 SUBWOOFER 1端子と同じ音声び出力されます。 

⑥ CENTER (PRE OUT ) 端子 

センターチヤンネルの音声を出力します。 


シーン連動再生に巧応ずる機器を接続ずる 


シーンコント□ール信号の送受信に対応するヤマ八製機器をお使いの場合は、下図のようにモ 
ノラルミニプラグケーブルで本機の REMOTE IN 端テおよび REMOTE 日 UT 端テと接続して 
ください。 



( DVD プレーヤーなど) 


• REMOTE 日 UT 端テにヤマ八製のシーン連動に対応している機器を接続している場合は、 
本機のシーン機能を使うと連動して再生び始まります（シーン U モコン連動機能） 
(豚 P .55)。 

• REMOTE 日 UT 端テに接続している機器びヤマ八製でない場合は、シーンメニューの「シー 
ン リモコン連動」 を 「オフ」に設定してください （呵3.55)。 
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トリガー機能に巧応ずる機器を接続ずる 


システム接続に対応しているヤマ八製のサブウーファーや、卜 U ガー入力端テびある機器と本 
機を接続すると、本機を操作して電源のオン/オフを切り替えられます。 

ヤマノ \製サブウーファーの場合 



トリガー機能対応の外部機器の場合 
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入力された映像/音青をか部機器へ出力ずる 


本機の AV 日 UT 端テや AUDIO 日 UT 端テからは、現在選ばれている入カソースのアナ □ 
グ映像やアナ□グ音声び出力されます。これらの端テにビデオデッキなどを接続すれば、 
入力された映像や音声を録画/録音したり、他のテレビや外部機器に出力でさます。 


ビデオ入力/オーディオ 
入力 



AV OUT 端子を使用する場合 

外部機器のビデオ入力端テ、アナ□グオーディオ入力端テと接続してください。 

AUDIO OUT 端子を使用する場合 

外部機器のアナ□グオーディオ入力端テと接続してください。 

これらの端テから、 HDMI 映像/音声、 D4 VIDE 日端テ/コンポーネントビデオの映像、デ 
ジタル音声は出力されません。 




ントロール機能を巧. 


本機は、 HDMI 経由で外部機器を操作する 「HDMI コント□ール機能」に対応しています。 
HDMI コント□-ル機能対応の機器と HDMI 接続すれば、テレビなどの外部機器の U モ 
コンと連動して本機の機能の操作をすることび可能です。 


設定方法は 「簡易接続•操作ガイド」 の「⑥ テレビのリモコンで本機を操作ずる」 をご覧く 

ださい。 































































四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 


スピーカー設定を自動で最適化ずる 【 YPAO ) 


本機には、最適な音響で視聴できるよう、スピーカーの有無、音量バランス、音色などを自動調整する YPA 日 (Yamaha Parametric Room Acoustic 
Optimizer ) び搭載されています。 YPA 日を使えば、 U スニングルームの音響測定やスピーカーの出力調整などの設定び自動でできます。 


YPAO の実行 


本書では複数の視聴位置で測定を行ラ「マルチ測 
定」について説明します。 

マルチ測定を行わない際の YPAO の実行方法は 

r 簡易接続•操作ガイド」 の「⑦ スピーカー設定を 
自動で最適化する （ YPAO )」 をご覧ください。 


YPAO 測定を行う前の準備をする。 
r 簡易接続•操作ガイド」 の r ⑦ スピーカー 
設定を自動で最適化する （ YPAO ) 」 の手順 

1〜6をご覧のうえ、準備を行ってください。 


2 因] 力ーソル A / V を使って r マルチ測定」 
を選び、 因 ] ENTER を巧ず。 

マルチ測定 （8 か所まで）を行うとさは 
因] カーソル A /マで「はい」を選び、 

四 ENTER を押します。 


これで準備は完了です。より正確な測定結果を得 
るために次のことにご注意ください。 

• 測定は一か所につさ数分かかります。測定中は 
U スニングルームを でさるだけ静かに保って く 
ださい。 

• 測定中は IJ スニングルームの隅で待機するか部 
屋から退出して、スピーカーと YPAO マイクの 
間を遮らないようにしてください。 


3 の 力ーソル A / ▽ を使って「測定」を選 
び、 因 ] ENTER を巧して測定を開始する。 

10秒ほどで自動測定び始まります。 


• 測定をすぐに開始する場合はをラー度 
四 ENTER を}甲します。 

• 自動測定を中止して前の画面に戻る場合は 
四 RETURN をホ甲してから四 ENTER を}甲し 
ます。 


最初の測定位置での測定び完了すると、次の画面び表 
示されます。 
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スピーカー設定を自動で最適化する （ YPAO ) 



四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 


4 YPAO マイクを次に測定ずる場所へ移動さ 
せ、の ENTER を巧して測定を再開ずる。 

10秒ほどで自動測定び始まります。 


似下のイラストは測定位置（視聴位置）を7つと 
した場合の測定位置例です。 



すべての位置での測定び完了するまで測定を繰り返 
します。 


すべての位置での測定び完了すると下の画面び表 
示されます。 
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ご注意 

問題び発生した場合は、測定中または測定後にエ 
ラーメッセージや警告メッセージび表示されま 

す 。 r 測定中にエラーメッセージび表示された場 
合」 （^ p .3 日）、 「測定後に警告メッセージび表示 

された場合」 （心 P .3 日）を参考に問題を解消し、再 
度 YPAO を実行してくださし、 


測定結果 

自動測定の結果などを表示します。 
詳しくは取扱説明書の 「自動測定の 
設定値を確認する/前の状態に戻 
す」 Kp .29) をご覽ください。 

保を/終了 

測定結果びスピーカーの設定へ反映 
され、自動測定び終了します。 


6 因] 力ーソル づ/ t > を使って「保を」を選び、 
因] ENTER を巧ず。 



，，け， 

通巧 

YPAO))) 

YPAO 巧接了しました， 

マイクを巧いてください， 


■0— 


5 因] 力ーソル A / ▽を使って「保を/終了」 
を選び、因] ENTER を巧ず。 



7因] ENTER を巧す。 

YPAO 設定び完了しました。 YPAO マイク 
を本機から外してください。 


YPAO マイクは熱に弱いため、測定び終了したら 
高温になる場所 (AV 機器の上など）や直射日光 
び当たる場所を避けて保管してください。 


YPAO))) 


巧ち巧巧巧して巧下しますれマ 
巧巧：巧 A をな巧し*す. 

巧了：洁《を巧巧しません， 



































































自動測定の設定値を確認する/な前 
のが態に戻す 


自動測定の設定値を確認し、手動でのスピーカー設定 
や前回の自動測定の設定値に戻したりでさます。 


ごを意 

自動測定の設定値に戻すと手動での設定値は破棄 
されます。手動の設定値を保をする際は 「設定保 
護」（豚 P .69) をご覧ください。 



四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


1自動測定び終了した5、因] 力ーソル A / ▽ 
I を巧して r 測定結果」を選び、 

因] ENTER を巧す。 


YPAO マイクを接続したあとに表示される画面か 
らを「測定結果」を表示でさます。 


下の画面び表示されます。 



① 測定結果メニュータイトル 

測定結果メニューのタイトルび表示されます。 

② マルチ測定番号 

マルチ測定を行った際の順番び番号で表示されます。 

③ グラフィック表示 

スピーカー設定とヴウンド調整びグラフィックで表 
示されます。 

④ メッセージ 

エラーメ ッ セージび 表示されます。 


スピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


〇励 
と使 


力ーソル A / ▽ /づ/ D > と四 ENTER を 
つて、メニュー項目を選ぶ。 


四 ENTER を巧して r 測定結果」メニュ - 
を終了ずる。 


結線確認 

スピーカーの接続状態や極性を表示 
します。 

-正：極 1' 生び正しく接続されている。 

大ささ判定 

をスピーカーの大ささを表示します。 
-大 ；低域効果音を効果的に再生で 
をる。 

-ル：低域効果音を効果的に再生で 
をない。 

距離補正 

視聴位置から各スピーカーまでの距 
離を表示します。 

音量調整 

各スピーカーの音量の補正結果を表 
术します。 

設定の呼び出し 

YPAO 測定前のスピーカー設定に 
民します。 
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四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


スピーカー設定を自動で最適化する （ YPAO ) 


YPA 日を実行した際、エラーメッセージや警告メッセージび表示された場合は、下の説明を参考に問題を解ミ夫し、再度 YPA 日を実行してください。 


測定中にエラーメッセージが表示を 
れた場合 


I TE ■已、 E -7、 E - S 、 E -9 J が表示され 
た場合 


測定後に警告メッ七ージが表示をれ 
た場合 


メッセージの内容をメッセージー覧（豚 P .3]) で確 j 因] ENTER を巧す。 
認してください。 I 


2 周囲の騒音や YPAO マイクのが態など、 
測定した状況び適切か確認する。 


9因]力ーソルを巧して r 再測定」を選ぶ。 


4因 ] ENTER を巧して丫 PAO を再実行ずる。 



警告内容の詳細はテレビ画面で確認でさます。メッ 
セージー覧（豚 P .31) で確認してください。次の操 
作でメッセージの内容を確認でさます。 



エラー内容を確認したら、下記に沿って丫 PA 日を再 
実行してください。 

I FE-K E -2、 E -3、 E -4、 E -6 J が表 
おされた場合 


I に-1 0 J が表おされた場さ 


1 QUEN 


TER を巧す。 


四 ENTER を押ず。 


2因]力ーソル^を巧して「終了」を選ぶ。 


3 四 ENTER を巧して YPAO を終了させ、 
本機の電源を落としてスタンバイにする。 


4 スピーカーの接続び正し<されているか 
確認する。 


2因]力ーソル^を巧して「終了」を選ぶ。 
9四 ENTER を巧して YPAO を終了ずる。 
4本機をスタンバイにずる。 

に 本機をオンにして丫 PAO を再実行する。 


に 本機をオンにして YPAO を再実行する。 


警告メッセージび表示された場合、測定結果を反映 
でさますび、最適な音響は得られません。問題を解 
ミ夫してから再度 YPAO を実行することをおすすめ 
します。 

お使いのスピーカーの種類や設置環境によっては、 
スピーカーび正しく接続されていてを、 「 VV -1」 び 
表示されることびあります。この場合は測定結果を 
反映してを問題ありません。 


I YPAO を終了する場合 


1の力ーソル A / ▽を使って「保を/終了」 
I を選び、因] ENTER を押す。 


2 因]力ーソルづ/ D > を使って]; TF の操作を 
選び、因] ENTER を巧ず。 

保を： 

測定結果をスピーカー設定に反映して、 
YPAO を終了します。 

キャンセル 

前の画面（警告表示画面）に戻ります。 

終了： 

測定結果をスピーカー設定に反映させない 
まま、 YPA 日を終了します。 
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ごーカー設定を自動で最適化する （ YPAO ) 


I メッセージー覧 
ご注意 

次のメッセージび表示された場合は、発生している問題を解ミ夫してから測定をやり直してく 
ださい。 


参測定前に表示されるメッセージ 


マイク接続確認 

YPAO マイクび接続されていません。 

YPAO マイクをフ□ントパネルの 
YPAO M に端子に接続してください。 

HP を抜いて下さい 

へッドホンび接続されています。 

へッドホンを取り外してください。 

保護されています 

本機の設定び保護されています。 

設定メニューの「設定保護」を「しな 
しりに設定してください（腐13.69)。 


参エラーメッセージ 


E -1: 

フ□ント SP 

フ□ントチヤンネルび検出されませ 
んでした。 

左ちのフ□ントスピーカーび正しく 
接続されているか確認してください。 

E -2: 

サラウンド SP 

サラウンドチヤンネルの片側しか検 
出されませんでした。 

左ちのサラウンドスピーカーび正しく 
接続されているか確認してください。 

E -3: 

F プレゼンス SP 

プレゼンススピーカーの片側しか検 
出されませんでした。 

左ちのプレゼンススピーカーび正し 
く接続されていることを確認してく 
ださい。 

E -4: 

SBR-SBL 

サラウンドバックスピーカーを]本 
のみ接続している場合に、 R 側のヴ 
ラウンドバックチヤンネルのみび検 
出されました。 

サラウンドバックスピーカーを]本 
のみ接続する場合は、 L 側 ( SINGLE ) 

の端子に接続してください。 

E - 已： 

雑音大 

騒音び大さすざて、正確な測定びで 
さません。 

周囲び静かな環境で測定をやり直し 
てください。騒音を発生する機器び 
室内にある場合は電源を一時的に切 
るか、 YPA 日マイクから遠ざけてく 
ださい。 

このメッセージび表示された場合は 
「続行」を選択して測定を続行するこ 
とを巧能です。ただし最適な計測結 
果び得られるよラ再計測することを 
おすすめします。 

E -6: 

サラウンド確認 

サラウンドスピーカー L / R び接続さ 
れていないのに、サラウンドバック 
スピーカーだけび接続されています。 

サラウンドバックスピーカーを使う 
とさは、サラウンドスピーカー L/R 
を接続する必要びあります。 

E -7: 

マイク未接続 

測定の途中で YPAO マイクび外れま 
した。 

測定中は YPAO マイクに触れないよ 
ラご注意ください。 


E -8: 

信号入力無し 

YPAO マイクびテストトーンを検知 
していません。 

YPAO マイクび正しく設置されてい 
るか確認してください。 

各スピーカーび正し<接続、設置さ 
れているか確認してください。 

YPA 日マイク、または YPA 日 M に 
端子び壊れている可能性びあります。 
お買い上げ店、またはヤマ八修理ご相 
談センターにお問い合わせください。 

E -9: 

測定キャンセル 

何らかの操作をしたため、測定を中 
断しました。 

測定をやり直してください。測定中 
は音量を調節するなどの操作をしな 
いで < ださい。 

E -10: 

内部 エラー 

内部エラーび発生しました。 

測定をやり直してください。に-10」 

び繰り返し表示される場合は、ヤマ 
ノ V 修理ご相談センターにお問い合わ 
せ < ださい。 

•警告メッセージ 

W -1: 

SP 接続逆相 

表示されたスピーカーの極性び、逆 
に接続されている可能性びあります。 

お使いの スピーカーの 種類や設置環 
境によっては、 スピーカーび 正しく 
接続されていてち)、 「 W -1」 び表示さ 
れることびあります。この場合は測 
定結果を反映してを問題ありません。 

スピーカーの極性+ (プラス）、一 
(マイナス）び正しいか確認してくだ 
さい。 

W -2: 

距離 24 m 超 

表示されたスピーカーとリスニング 
ポジシヨンとの距離び 24 m しツ上離 
れているため、正確に補正でさませ 

U スニングポジシヨンの 24 m じ(内 
にスピーカーを設置してください。 

W -3: 

音量補正限界 

をチャンネル間の音量差び大さすぎ 
て、正確に補正でさません。 

すべてのスピーカーび同じ環境下に 
設置されているか確認してください。 

スピーカーの極性+ (プラス）、一 
(マイナス）び正しいか確認してくだ 
さい。 

なるべく性能び似ている、または同 
じスピーカーを使用することをおす 
すめします。 

サブウーファーの音量を調節して< 
ださい。 

rW -2 J または 「 W -3」 び表示された場合、計測結果は適用できますび、最適な状態ではあり 
ません。問題を解ミ夫してから再度計測することをおすすめします。 
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再生ずる 



团入カソース選択キー 
圆 HDMI OUT 
圆 VOLUME+/- 
國 MUTE 


再生の基本操作 


1 本機に接続した外部機器（テレビや BD / 
DVD プレーヤーなど）の電源をオンにず 
る。 


2 入カソースを選ぶには团 入カソース選択 
キーを押す。 

選択した入カソース名び、フ□ントパネル 
ディスプレイにしばらく表示されます。 を 1 
HDMI 、 AV 、 V-AUX じ(外の入カソースを選 
んだとさは、選んだ入カソースのコンテンツ 
画面びテレビに表示されます («^ p .42 )o 


3 外部機器を再生する、またはチューナーの 
放送局を選ぶ。 

外部機器の再生ち法については、外部機器に 
付属する取扱説明書をご覽ください。 FM / 
AM チューナーの放送局の選びちや、本機を 
使って iPod や Bluetooth 機器を再生するち 
法は、下記ページをご覧ください。 

•「 FM / AM 放送を聴く」 Op .43) 

•「 iPocTM/iPhoneTM を再生する」 （陪 p .46) 

•「 Bluetooth ® 機器を再生する」 Op . 已日） 


八 音量を調節ずるには、 圆 VOLUME+/- 
4を巧ず。 

音芦を消音（ミュート）するには 

國 MUTE を押します。 

消音を解除するには、をう一度國 MUTE を押すか、 
圆 VOLUME +/- を使って音量を変更します。 


■出力する HDMI OUT 端子を選ぶ 高音/お音を調整ずる 

信号を出力する HDMI 日 UT 端テを選びます。 ( 卜ーンコントロール) 


圆 HDMI OUT を繰り返し巧し、出力に使う 
HDMI OUT 端子を選ぶ。 

(下のように HDMI 日 UT 出力の設定び切り 
替わります。 




HDMI OUT 
1+2 

HDMI OUT 1-2 端子の両方から同 
時に信号を出力します。 

HDMI OUT 1 

HDMI OUT 1端子からのみ信号を 
出力します。 

HDMI OUT 2 

HDMI OUT 2端子からのみ信号を 
出力します。 

HDMI OUT 
OFF 

HDMI OUT 1-2 端子のどちらから 
を信号を出力しません 。 HDMI 

OUT 端子に接続したテレビを使わ 
ずに他の出力端子に接続した機器へ 
信号出力したい際に、この設定を選 
びます。 


• HDMI コント□-ル機能を使ってテレビと接続して 
いるときは、出力する HDMI OUT 端子を「コント 
□ール選択」で設定します。 

• 出力する HDMI OUT 端子はシーン機能（防 P . 己己） 
でを登録でさます。 


フ□ントスピーカー L / R またはへッドホンから出力 
される音声の高音域 （ Treble ) と低音域旧 ass ) の 
バランスを変更して、お好みの音色に調整します。 
スピーカーとへッドホンは個別に I -ーンコント 
□ールを設定でさます。へッドホンの I -ーンコント 
□ールを調節するには、へッドホンを接続した状態 
で操作してください。 


1 フ□ントパネルの TONE CONTROL を押 
して 「 Treble 」 または 「 Bass 」 を選ぶ。 


TONE CONTROL 



フ□ントパネルディスプレイに、現在の設定値び表示 
されます。 



2 PROGRAM セレクターを回して、増減量 
を調節する。 


設定節囲 

-6.0 服〜 +6.0 服 

設定単位 

0.己服 


操作してからからしばらく待つと、元の表示に戻ります。 


• 入カソースび 「MULTI CH 」 のとさや本機を「ピュ 
アダイレクトモード」にしているとさは、 I -ーンコ 
ント□ールの設定び無効になります。 

•極端な設定にすると、再生する音声の音のつなびり 
び悪くなることびあります。 

• トーンコント□ールはオプションメニューでを設定 
でさます Kp .39 )o 
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'を1:フ□ントパネルに表示される入カソース名は必要に応じて変更でさます Kp .53 )o 























































ボタン 1 つで入力設定を切り替える（シーン機能) 



m 




■ 


圆 


团入カ ソース 選択 キー 
图 SCENE 
圆 HDMI OUT 
圆音場選択 キー 
圆 MOVIE 
圆 MUS に 
圆 ENHANCER 
圆 SUR. DECODE 
圆 STRAIGHT 
圆 PURE DIRECT 


本機には、キー操作]つで電源オンから入カソースやサウンドプ□グラム、 
出力する HDMI OUT 端テの切り替えまでを一括操作できる「シーン機能」 
び搭載されています。 


映画鑑賞や音楽鑑賞など、用途に合わせた4つのシーンび用意されており、次の 
よラな入カソースとサウンドプ□グラムび初期設定されています。 


シーン 

入カソース 

サウンド 
プ□グラム 

コンプレスト 
三ュージッ女 
エン八ンヴー 

HDMI OUT 

BD/DVD 

HDMI 1 

Drama 

オフ 

HDMI OUT 1+2 

TV 

AV 4 

STRAIGHT 

オン 

HDMI OUT 1+2 

CD 

AV 3 

STRAIGHT 

オフ 

HDMI OUT 1+2 

RADIO 

TUNER 

STRAIGHT 

オン 

HDMI OUT 1+2 


巧みの入カソース/ヴウンドプログラムなどを登録する 


1 团乂カソース選択キーを使って、シーンに登録したい入カソースを 

選ぶ。 


2 圆音場選択キーを使って、シーンに登録したいヴウンドプ□グラム 
やコンプレストミュージックエン八ンヴーモードを選ぶ。 


3 圆 HDMI OUT を繰り返し押して、登録したい HDMI OUT 端子を 

選ぶ。 


4 フ□ントパネルディスプレイに rSET Complete 」 と表示されるま 
で、登録したい回 SCENE を巧し続ける。 



SET Complete と表示された5キーから手を離ず 


• シーンに登録する入カソースを変更したとさは、 IJ モコン操作する外部機器 
を合わせて変更してください（豚 P .71)。 

• 「シーン選択」メニューでをシーンの選択や登録内容変更びでさます 
(咳 ' P . 5己）。 


シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


記憶されたさまざまなサウンドプ□グラム（音場プ□グラム）や多彩なヴラウ 
ンドデコーダーを使って、ほぼすベての音声をマルチチヤンネル再生できます。 

音場効果やサラウンド デコーダーなどを 選ぶ 


本機では、映画用、音楽用など用途に応じた複数のカテゴ IJ 一にそれぞれ音場設定 
(サウンドプ□グラム）び用意されています。サウンドプ□グラムの名前や説明にこ 
だわらず、再生するソースび最をむ地よく聴こえるプ□グラムをお選びください。 

サウンドプ□グラムを 選ぶ： 

MOVIE カテゴリー(陪 P .3 目）：圆 MOVIE を繰り返し押す。 

MUS にカテゴリー(防 P .3 目）：圆 MUSIC を繰り返し押す。 

ステレオ再生を 選ぶ： 

圆 MUSIC を繰り返し押す。 

サラウンド デコーダー(防 P .36) を 選ぶ： 

圆 SUR . DECODE を繰り返し押す。 

ストレートデコードモード （腐 T ).34) に切り替える： 

圆 STRAIGHT を押す。 

ピュアダイレクトモード（防 P .3 已）に切り誓える： 

圆 PURE DIRECT を押す。 

コンプレストミュージックエン八ンヴー(防 P .3 已）を 選ぶ： 

圆 ENHANCER を繰り返し押す。 


ヴウンドプ□グラムのカテゴ U — 



サウンドプ□グラム 


• 現在音声を出力しているスピーカーは、フ□ントパネルディスプレイのス 
ピーカーインジケーターで確認でさます（豚 P .]])。 

• 各サウンドプ□グラムは、音場の要素を調節でさます （^ p .57)。 

• 選択されたサウンドプ□グラムは、入カソースごとに記憶されます。入カソー 
スを切り替えた場合は、切り替え先の入カソースで前回選ばれていたサウン 
ドプ□グラムび呼び出されます。 

• DTS Express または 96 kHz を超えるサンプ U ング周波数の音声を再生し 
た場合は、自動でストレートデコードモードに切り替わります。 

• DTS-HD Master Audio または DTS-HD High Resolution Audio の音声 
ソースを再生する際にシネマ DSP 系のサウンドプ□グラムを使用すると、通 
常の DTS フオーマツトでデコードされます。 
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シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


I 音場効果をかけずに再生する 
(ストレートデコードモード） 

音場効果をかけずに再生したい場合は、ストレートデ 
コード モー ドを使用します。ストレートデコード モー 
ドを有効にすると、 CD や目 D / DVD など再生する 
ソースに応じて、次のように再生されます。 

CD などの2チヤンネルソースの場合 

フ□ントスピーカーからステレオ音声で再生します。 


I ステレオ再生するとをは 

再生するソースにかかねらず、2チヤンネルステレオ 
(フ□ントスピーカーのみ）で再生したい場合は、サ 
ウンドプ□グラムの 「2 ch Stereo 」 を選びます。 
2 ch Stereo を選ぶと、 CD や巨 D / DVD など再生す 
るソースに応じて、次のように再生されます。 

CD などの2チヤンネルソースの場合 

フ□ントスピーカーからステレオ音声で再生します。 


BWWimjjUPBUI 师 


マルチチヤンネルのソースの場合 

適切なデコーダーでデコードし、音場効果をかけずに 
マルチチヤンネ>1レ音声で再生します。 


四 STRAIGHT を巧す。 

ストレートデコードモードび有効になります。 


BD / DVD などのマルチチヤンネルソース 
の場合 

再生ソースに含まれるフ□ント iU 外のチヤンネルを、 
フ□ントチヤンネルにミツクスして、フ□ントスピー 
カーから再生します。 



ストレートデコードモードを解除するには、もう一 
度圆 STRAIGHT を押してください。 



松前に選ばれていたプログラム 


四 MUS にを繰り返し巧して、にか Stereo 」 
を選択ずる。 


日下 ERE 日 





ステレオ再生を解除するには、 圆音場選択 キーを 
使ってにか stereo 」 iU 外のサウンドプ□グラム 
を選んでください。 


圆音場選択キー 
圆 MUS に 
圆 STRAIGHT 


'を1:次の場合バーチャルシネマ DSP モードは動作しません。 

• へッドホンを本機に接続している場合 

• ヴウンドプ□グラムの 7ch Stereo か 2ch Stereo を選んでいる場合 
• ピュアダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 
'を2 :次の場合サイレントシネマモードは動作しません。 

• ヴウンドプ□グラムの 2ch Stereo を選んでいる場合 
• ピュアダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 


I サラウンドスピーカーなしで音場効果 
を楽しむ 

サラウンドスピーカーびない場合でを、仮想スピー 
カーを創り出すことで自然な音場効果を再現でさま 
す（バーチャルシネマ DSP モード)。たとえばフ〇 
ントスピーカーのみの構成でを、サウンドプ□グラム 
の臨場感び楽しめます。 

サラウンドスピーカーび無効なとさは、自動でバー 
チャルシネマ DSP モードに切り替わります。ぶ'1 

I へッドホンで音場効まを楽しむ 

本機にへッドホンを接続した場合でを、音場効果の臨 
場感び手軽に再現でさます（サイレントシネマモー 
ド)。、お2 
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圆音場選択キー 
圆 PURE DIRECT 
圆 ENHANCER 


I より空間的な音場効まで楽しむ 
(シネマ DSP 3 D モード） 

シネマ DSP 3 D モードは視聴環境により立体的な音 
場を構築します。シネマ DSP 3 D モードの音場効果 
を充分に再現するには、プレゼンススピーカーをス 
ピーカー構成に加えて頂くことをおすすめします。 
プレゼンススピーカーは技 TF の手順で接続します。を1 
• プレゼンススピーカーを本機の EXTRA SP 端テ 
に接続し、スピーカーび使えるよラに設定を行ラ。 
〇簡易ガイド） 

• オプションメニューでシネマ DSP 3 D モードを有 
効にする（豚 P .4 日）。 

シネマ DSP 3 D モードび有効になっているとさはフ 
□ントパネルディスプレイのシネマ DSP 3 D インジ 
ケーターび点なします。 


I プレゼンススピーカーなしで音場効ま 
を楽しむ 

本機ではプレゼンススピーカーを接続していない場合 
でを、内部で仮想のプレゼンススピーカーを構築して 
立体感のある音場を再現でさます（バーチャルシネマ 
DSP 3 D モード)。フ□ント、センター、サラウンド 
スピーカーびあれば、立体的な音場感を楽しめます。 
プレゼンススピーカーび有効でない場合は、本機は自 
動でバーチャルシネマ DSP 3 D モードに切り替わつ 
て音場を再現します。 

し U 下の手順でバーチャルシネマ DSP 3 D モードを設 
定します。 

• フ□ント、センターサラウンドスピーカーを本機 
へ接続する。 

• センタースピーカーと サラウンド スピーカーを 
「構成」で有効にする ( B ®- p .62 )o 
• オプション メニューで シネマ DSP 3 D モードを 有 
効にする （豚 P .40)。 

I 原音に巧実な音質で楽しむ 
(ピュアダイレクトモード） 

ピュアダイレクトモードは、入力された音声を最小限 
の回路構成で出力する機能です。原音に忠実な音質で 
音声を楽しみたいとさに使用します。 

ピュアダイレクトモードをオンにしている間は、じ(下 
の機能び無効になります。 

• 他のサウンドプ□グラム、 I -ーンコント□ールの設定 
• オプションメニューや日 N SCREEN メニューの表 
示および操作 

四 PURE DIRECT を巧ず。 

ピュアダイレクトモードび有効になります。を2 


ピュアダイレクトモードを解除するには、もう一度 

圆 PURE DIRECT を押してください。 


I 反縮音源フオーマットを最適なエフエ 
クト効まで楽しむ（コンプレスト 
S ユージックエン八ンヴーモード） 

コンプレストミュージックエン八ンサーモードは圧 
縮フオーマットの音源に原音のよラな深みと広びり 
をちえるモードです。を3 

このモードは他のサウンドプ□グラムと一緒に使ラ 
ことびでさます。 

四 ENHANCER を巧してコンプレストミュー 
ジックエン八ンヴーモードをオンにずる。 



コンプレストミュージックエン八ンサーモードを 
オフにするには、をう一度圆 ENHANCER を押 
します。 


' を '1 :次の場合シネマ DSP 3 D モードは動作しません。 

• へッドホンを本機に接続している場合 • ヴウンドプ□グラムの 7 ch Stereo 2 ch Stereo を選んでいる場合 
• ピュアダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 

' を 2: ピュアダイレクトモードをオンにしている間、ノイズ軽減のためフ□ントパネルディスプレイの表示は暗くなります。オフに戻すと元の明るさに戻ります。 
' を 3 :コンプレストミュージックエン八ンヴーモードはしソ下の音源では無効となります。 

• サンプリングレートび 48 kHz しん L の音声信号 •高解像度のスト U - ム音声 



シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


抽巧か 
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シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


サウンドプログラムー覽 


表中の IcinemaTT ?^ は、シネマ DSP を使ったサウンドプ□グラムを表します。 


I カテゴリー ： MOVIE 


映画、テレビ番組、ゲームなどの映像ソースの視聴に最適です。 


standard 



Spectacle 

|[CINEMA^^3| 


Sci-Fi 

Icinema^^3 

Adventure 

[cinema^^3 


Drama 



Mono Movie 
お … EMA_^^3 」 


Sports 



Action Game 



Roleplaying 

Game 



Music Video 



Dolby Digital 、 DTS および AAC などのマルチチヤンネル音声のオリジナル定位 
を乱さず、サラウンドの包囲感を重視した音場です。「理想的な映画館」びコンセ 
プトで、周囲から美しい響さで包み込みます。 


壮大なスケール感を演出するスペクタクルな音場です。シネスコサイズのワイド画 
面に合ラ広大な空間再現と微ルな効果音から迫力の大音響まで、ダイナ三ックレン 
ジの広さび特長です。 


最新 SFX 映画の緻密なヴウンドを鮮やかに描さ分ける抜けの良い音場です。セリ 
フ、効果音、 BGM の明快な分離感を保ちつつ各々の空間を鮮やかに再現します。 


アクション&アドベンチャー映画に最適です。響さを抑え、左ちのおびり感を重視 
した力強い空間を再現します。奥行感は浅めで各チャンネルのセパレーションや音 
の明瞭度を保ちつつ、ク U アで力強い空間を再現します。 


シ U アスなドラマから三ユージカルやコメディまで、幅広いジャンルの映画に対応 
する落ち着いた響さび特長です。控えめな響さでありなびら適度な立体感を持ち、 
セ U フの明瞭度とセンター定位を軸に効果音や BGM び柔らかな響さで立体的に再 
現されます。長時間聴いていてを疲れません。 


往年のモノラル映画を当時の映画館の雰囲気で楽しめます。おびりと適度な残響び 
付加され、奥行感をとをなったむ地よい空間び再現されます。 


スポーツ中継やスタジオバラエティ番組びライブ感豊かに楽しめます。スポーツ中 
継では解説者やアナウンサーの声はセンターに定位し、歓声など場内の雰囲気は適 
度な空間の中で周囲におびり臨場感を体感でさます。 


カーレースや格闘ゲーム、 シュー ティングゲームなどのアクションゲームに合いま 
す。さまざまな効果を重視することで再現されたリア U ティにより、まるでゲーム 
のなかにいるよラな感覚び体感でさます。このプ□グラムはコンプレスト三ュー 
ジックエンノ\ンヴーモードと組み合わせることでよりダイナ三ックな音場効果び体 
感でさます。 


RPG やアドベンチャーゲームなどに合わせた音場です。バック三ユージックや効 
果音に深みを与えることで、さまざまな場面を自然に、より U アルに再現します。 
このプ□グラムはコンプレスト三ユージックエン八ンヴーモードと組み合わせるこ 
とでよりダイナ三ックな音場効果び体感でさます。 


ポップス-□ック-ジャズなどのライブコンサート会場のイメージです。ステージ上 
のボーカルやソ□楽器のリアル感、 U ズム楽器のノ IJ を重視したプレゼンス音場、広 
大なライブ会場の空間を再現するサラウンド音場で、ホットなライブ空間に浸れます。 


I カテゴ U — : MUSIC 


CD などの音楽ソースに効果をかけて視聴する際に最適です。 


Hall in Munich 

||ciNEMA^^n| 

内装材にシックな木の内張りび使われたミュンヘンにある2己00席程度のコ 
ンヴートホールです。繊細な美しい響さび豊かにおびり、落ち着いた雰囲気 
を持っています。座席は]階の中央左寄りです。 

Hall in Vienna 

||«-|MPI\/IA 1 

約] 700席のウイーンの伝統的シューボックス型のコンヴートホールです。 
周囲のせや彫刻により全方向からの複雑な反射音を生み出しています。豊か 
な響さび特長です。 

Chamber 

jr-iMPn/iA 

宮廷の大広間のよラな天井の高い比較的広めの空間で、宮廷音楽や室内楽に 
適したむ地よい残響び特長です。 

Cellar Club 

11 广 ■ M F R" A 1 

天井の低いアットホームなライブ八ウスです。ルさなステージのすぐ前にい 
るよラな、 IJ アルでライブな音場で、強い響さび特長です。 

The Roxy Theatre 

||cinei\/iaTJ^^J I 

□サンゼルスにある□ック系ライブ八ウスで、最高4目0席ほどあります。 
中央左寄りの客席です。 

The Bottom Line 

hciNEMA^^n 

かつてニューヨークにを在したライブ八ウス「ヴ■ボトム■ライン」のス 
テージ正面の音場です。フ□アは300席ある左ちに幅広い客席で占められ、 
明瞭な響さび特長です。 

2 ch Stereo 

ステレオ前方からのステレオ音声び楽しめます。マルチチヤンネル信号び入 
力されると、入力信号は2チヤンネルにダウンミックスされ、フ□ントス 
ピーカー L / R から出力されます。 

7 ch Stereo 

||ciNEMA^^n| 

ステレオ後方からを直接音び聴け、広いエリアで楽しめる効果び特長です。 
ホームパーテイーの BGM に最適です。セットアップメニューの設定により、 
最大7つのスピーカーから音び出力されます。 


I カテゴリー： SUR.DEC (サラウンドデコーダー） 

サラウンドデコーダーを使って、入力された音声を最大 7.1 チヤンネルで再生します。を 1 


□□ Pro Logic 

Dolby Pro Logic デコーダーです。すべてのソースに適しています。 

□□ PLIIx Movie / 

□□ PLII Movie 

Dolby Pro L 曰旨 ic llx (または Dolby Pro L 曰旨 ic II ) デ〕ーダーです。 

映画鑑賞に適しています。'を 2 

□□ PLIIx Music / 

□□ PLII Music 

Dolby Pro L 曰呂 ic llx (または Dolby Pro L 曰旨 ic II ) デ〕ーダーです。 

音楽鑑賞に適しています。'お 2 

□□ PLIIx Game / 

□□ PLII Game 

Dolby Pro Logic llx (または Dolby Pro Logic II ) デ〕ーダーです。 
ゲームに適しています。を 2 

Neo : 巨 Cinema 

映画鑑賞に適した DTS デコーダーです。 

Neo : 巨 Music 

音楽鑑賞に適した DTS デコーダーです。 


を！ : Dolby Pro L 日旨 ic デコーダーは、2チヤンネル（ステレオ）の音声を己.1チヤンネルで再生できます。 D 日 Iby Pro Logic ll / llx デコーダーや DTS Ne 日：日デコーダーは、2チヤンネルまたは己.1チヤ 
ンネルの音声を最大 7.1 チヤンネルで再生でさます。 

'を2 :次の場合 Dolby Pro Logic llx デコーダーは選択できません。 

• ON SCREEN メニューの「設定」一「スピーカー設定」一「手動設定」一「構成」でサラウンドバックスピーカーび「使用しない」に設定されている場合 
• へッドホンを接続している場合 
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テレビ画面をほつて本機を操作ずる 



本機はオンスク IJ ーンディスプレイをテレビ画面に表示します。画面に表示されるガイドにより本機のさまざまな機能を簡単に操作できます。またオンスク 
IJ ーンディスプレイで各入カソースの情報や本機の状態を確認でさます。 


テレビ画面を®つた本機の基本操作 


ON SCREEN やオプションといったメニューを操作 
するには本機とテレビを接続しておく必要びありま 
す。テレビの接続については 「テレビを接続する」 

(防 P .17) をご覽ください。 


ここではオンスク IJ ーンディスプレイを使った「入力 
選択」、「シーン選択」、「サウンドプ□グラム」を設定 
するための基本的な操作について説明します。 


岡 ON SCREEN を巧ず。 

ON SCREEN メニューびテレビに表示されます。 


I 入カソースを選ぶ 


1 因] 力ーソル A/ V を使って「入力選択」 
を選び、因] ENTER を巧す。 



各入カソースび画面の下部にアイコン表示 
されます。 


I シーンを選ぶ 


1 因] 力ーソル A / ▽を使って「シーン選択」 
を選び、因] ENTER を押す。 



本機に登録されている各シーン設定び画面 
の下部にアイコン表示されます。 



岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 



• 四 RETURN を押すと一つ前の画面に戻ります。 

四 RETURN を繰り返し押すと日 N SCREEN メ 
ニューを閉じます。 

• 入カソースを選ぶだけでなく、各入カソースに詳細 
の設定びできます。詳しくは r 入カソースごとに入 

出力の設定をする（入力選択メニュー)」 （^ p . 己 2) 
をご覧ください。 


• 四 RETURN を押すと一つ前の画面に戻ります。 

四 RETURN を繰り返し押すと日 N SCREEN メ 
ニューを閉じます。 

• シーン機能の初期設定については 「ボタン1つで入 
力設定を切り督える（シーン機能)」 （^ p .33) を 
ご覧ください。 

• シーンごとに詳細の設定をエディットできます。詳 

しくは 「シーン機能の設定を変更ずる（シーン選択 

メニュー)」 （防 P. 己己）をご覧ください。 
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四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 


テレビ画面を使って本機を操作する 


I サウンドプ□グラムを選ぶ 


1 因]力ーソル A / ▽ を使って「サウンドプ 
□グラム」を選び、因] ENTER を巧す。 



本機に登録されている各ヴウンドプ□グラ 
ムび画面の下部にアイコン表示されます。 


2 因]力ーソルづ/ t > を使ってシーンを選び、 
因] ENTER を押ず。 

ヴウンドプ□グラムの選択はこれで完了です。 



• 四 RETURN を押すと一つ前の画面に戻ります。 

四 RETURN を繰り返し押すと日 N SCREEN メ 
ニューを閉じます。 

• シーン機能の初期設定については 「シネマ DSP など 
の音場効果を楽しむ」（防 P .33) をご覧ください。 

• シーンごとに詳細の設定をエディットでさます。詳 

しくは 「音場/サラウンドデコーダーの効果を調節 
ずる（サウンドプ□グラムメニュー)」（防 P. 己 7) 

をご覽ください。 
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本機では主に！; TF の3つのメニューから操作や設定 
確認びでさます。 

• ON SCREEN メニユー(防 P . 己 2) 

•オプションメニュー （腐 T ).39) 

• コンテンツ画面 （防 P .42) 

これらのメニューを使うことで入カソースやシーン、 
ヴウンドプ□グラムを選ぶだけでなく、さまざまな機 
能の設定び行えます。 


















jjgp 


团入カソース選択キー 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 
画 I OPTION 


入カソースごとにオプション機能を設定ずる【オプシ 


本機には、入カソースごとに設定可能なメニュー（オプションメニュー）び用意されています。オプションメニューでは、他の入カソースとの音量差を調整 
したり、外部機器から入力された映像/音声の情報を表示したりでさます。 


オプションメニューの表示/設定 


オプションメニューは、本機のフ□ントパネルディス 
プレイや、テレビに表示される画面（オンスク IJ ーン 
ディスプレイ）を見なびら操作でさます。ここではテ 
レビ画面を見なびら設定する方法を例にあげて説明 
します。 


1 团 入カソース 還 択キー を使ってオプシヨ 
ン機能を設定したい入カソースを選ぶ。 


2 國 OPTION を巧す。 

オプシヨンメニューび表示されます。 


オプションメニュー 



表示されるオプションメニューででさるこ 
とは入カソースごとに異なります。 

詳しくは次項目の「オプションメニュー」を 
ご覧ください。 


3 因] 力ーソル A / V を使って設定したい項 
目を選び、因] ENTER を巧す。 

選んだ項目の設定値び表示されます。 


4 因] 力ーソル A / V /</> を使って設定 
値を変更する。 

• 四 RETURN を押すと一つ前の画面に戻るかオプ 
シヨンメニューを閉じます。 

•幾つかの機能をお使いになる際、オプションメ 
ニューび自動で閉じることびあります。 


5 國 OPTION を巧してオプションメニュ ー 
を閉じる。 

オプションメニューを閉じた後、数秒の間リモコンの 
キーび反応しにくいことびあります。このよラなとさ 
は入カソースを選び直してください。 

オプションメニュー 


オプションメニューでは入カソースに応じてし:^下の 
項目を設定でさます。'お1 


HDMI 1- 已 

トーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

AAC 多重 
モノラル音声 


シネマ DSP 
3 D モード 

セ U フ位置 
調整を 2 

拡張ヴラウ 
ンド 


再生レベル 
補正 



AV 1-4 

1-ーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

AAC 多重 
モノラル音声 


シネマ DSP 
3 D モード 

セ IJ フ位置 
調整を 2 

拡張ヴラウ 
ンド 


再生レベル 
補正 




AV 5-6 

1-ーン：□ン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

シネマ DSP 
3 D モード 


セ U フ位置 
調整を 2 

再生レべ 
ル補正 


AUDIO 1-2 

トーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

シネマ DSP 
3 D モード 


セ U フ位置 
調整を 2 

再生レべ 
ル補正 


VIDEO 

AUX 

トーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

AAC 多重 
モノラル音声 


シネマ DSP 
3 D モード 

セ U フ位置 
調整を 2 

拡張ヴラウ 
ンド 


再生レベル 
補正 



フオノ 

トーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

シネマ DSP 
3 D モード 


セ U フ位置 
調整を 2 

再生レべ 
ル補正 


チューナー 

トーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

シネマ DSP 
3 D モード 


セ U フ位置 
調整を 2 

再生レべ 
ル補正 


DOCK 

( IPod ) 

トーンコン 
卜□-ル 

Adaptive 

DRC 

シネマ DSP 
3 D モード 


セ U フ位置 
調整を 2 

再生レべ 
ル補正 

シャツフ 

ルを 3 


U ピー 
卜を 2 





'を1:下記の項目は全入カソースに共通で設定されます。 

「卜ーンコント□-ル 」、 「Adaptive DRC 」、 「シネマ DSP 3 D モード」、「セリフ位置調整」、け広張サラウンド」 

このとさはフ□ントパネルディスプレイに 「 ALL 」 と表示されます。入カソースごとに固有で設定でさる項目では、フ□ントパネルディスプレイに入カソース名び表示され 
ます。入カソース名を変更していない場合は、入カソースの初期名称び表示されます。 

'を2:「セ U フ位置調整」はプレゼンススピーカーび有効なとさにのみ設定でさます。 

'を3 :ヤマ八製 iP 日 d 用ワイヤレスシステム ( YID - W 10) には対応していません。 
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オンに設定した場合、次のよラにダイナミックレンジび調節 
されます。 

音量びルさいとさはダイナミックレンジ幅び狭く、音量び大さ 
くなるほどレンジ幅び拡びります。 


I より立体的な音場を楽しむ 

シネマ DSP 3 D モード 

入カソース： MULTI CH を除くすべて 

CINEMA DSP 3 D モードび可能な音源の場合に、サウンドプ 
□グラムを CINEMA DSP 3 D モード（腐 u 3 日）にするかを 
設定します。 

I セリフの音の位置を調壁する 

セリフ 位置調整 

入カソース： MULTI CH を除くすべて 

プレゼンススピーカーを使っている場合に、セ U フなど、中央 
に定位する音の位置を上下に調節します。値を大さくするほど 
上方に移動します。 


固 

1 困 

〇 

〇 

• 

〇 

|〇因 〇| 

1 1 

阿 

〇 

〇 

• 

固 

ーセリフの理想的な 
定位位置 

セリフびテレビ画面よりを低い位置から聞こえる場合は、設定 
値を大きくしてください。 

固 

因 

〇 

〇 

• 

♦ 

[〇 "oil 

r — い 

亩 

1? 

固 

一理想的な定位位置 
に移動 


「0」（初期設定）び最も低く、「5」び最も高い位置となります。 


設定範囲 

-目 .0 服〜+目.0服 

設定単位 

日.己服 


I か音量でを聴をやすい音量に自動調節する 

Adaptive DRC 

入カソース： MULTI CH を除くすべて 

本機の音量とダイナミックレンジ（最大音量から最ノ」\音量まで 
の差）を連動して調節します。音量をルさくして再生する場合 
や夜間に再生するとさは、このパラメーターをオンに設定する 


と効果的です。'を2 

オン 

ダイナミックレンジを自動的に調節します。 

オフ（初期設定） 

自動ではダイナミックレンジを調節しません。 



入カレベル 入カレベル 

音量：ル 音量：大 

I テレビの主音声と副音声を切り替える 

AAC 多重 モノラル 音声 

乂カソース： HDMI 1- 己、 AV 1-4、 V - AUX 、 を 3 

BS /地上波デジタル放送などで使われている AAC モノラル 


二重音声入力時に、 

. 出力する音声を設定します。 

主+副 

主音声と副音声をフ□ント左/ちスピー 
カーから同時に出力します。 PCM 信号入 
力時のフ□ント左/ちチャンネルへの振 
り分けは、目 S デジタルチューナーの設定 
により異なります。詳しくは巨 S デジタル 
チューナーの取扱説明書をご覧ください。 

主音芦 
(初期設定） 

主音声をフ□ント左/ちスピーカーから 
出力します。 

副音芦 

副音声をフ□ント左/ちスピーカーから 
出力します。 


DOCK 

( Bluetooth ) 

1 ンコント 
□-ル 

Adaptive 

DRC 

シネマ DSP 

3 D モード 

セリフ位置調 

整'お1 

再生レベル 
補正 

ペアリング 

接続、切断 



MULTI CH 

再生レベル補正 




I 高音/ほ音を調整する 

卜ーンコント□-ル 

入カソース： MULTI CH を除くすべて 

フ□ントスピーカー L / R またはへッドホンから出力される音 
声の高音域 （ Treble ) と低音域 ( Bass ) のバランスを変更し 
て、お好みの音色に調整します。 


• プレゼンススピーカーび接続されていない場合(または無 
効に設定した場合)、 この) (ラメーターは表示されません。 
•セ IJ フの位置を初期設定の状態より低くすることはでさ 
ません。 


• スピーカーとへッドホンは個別に I -ーンコント□ールを設定 
できます。へッドホンのトーンコント□ールを調節するには、 
へッドホンを接続した状態で操作してください。 

• フ□ントパネルの TONE CONTR 日 L キーでを同様にトーンの 
調整びできます（防 P .32)。 


'を 1:「セ U フ位置調整」はプレゼンススピーカーび有効なとさにのみ設定でさます。 
'を' 2 : [Adaptive DRC 」 はへツドフオンをご使用の際に便利です。 

'を 3 :本項目は、デジタル音声を入力した場合にのみ有効になります。 


入カソースごとにオプション機能を設定する（オプションメニユー 


うグ田 
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入カソースごとにオプション機能を設定ずる（オプションメニュー; 


I サラウンドバック使用時に已 .1 チヤンネル音声 
の再生方法を設定する 

拡張サラウンド 

入カソース： HDMI 1- 己、 AV 1-4、 V-AUX ぶ'1 
サラウンドノ（ックスピーカーび使用可能な環境 (6. 1/7. ] チヤ 
ンネル）での、本機に入力された 5.1 チヤンネル音声の再生 
方法を選びます。 


自動判別 
(初期設定） 

サラウンドバックチャンネルのフラグを含 
む音声び入力されると、最適なデコーダー 
を自動的に選び、音声を目.1または 7.1 
チャンネルに再構成して再生します。 

□□ PLIIx ムー 
ビー 

サラウンドバックチャンネルのフラグの有 
無にかかわらず、常に Dolby Pro Logic 
llx Movie デコーダーを使って音声を 6.1 
または 7.1 チャンネルに再構成して再生し 
ます。サラウンドバックスピーカーを2つ 
接続しているとさのみ選択でさます。 

□□ PLIIx ミュー 
ジック 

サラウンドバックチャンネルのフラグの有 
無にかかわらず、常に Dolby Pro Logic 
llx Music デコーダーを使って音声を日. 1 
または 7.1 チャンネルに再構成して再生し 
ます。サラウンドバックスピーカーを]つ 
上接続しているとさに選択でさます。 

EX/ES 

サラウンドバックチャンネルのフラグの有 
無にかかわらず、最適なデコーダーを自動 
的に選び、常に目.1チャンネルで再生しま 
す。 

オフ 

サラウンドバックチャンネルのフラグ有無 
にかかわらず、常に才 U ジナルのチャンネ 
ル数で再生します。 


I 入カソース巧の音量是を調整する 

再生レベル補正 

入カソース： すべて 

入カソースごとに音量を調節し、入カソース間の音量差を補正 
します。入カソースを切り替えたとさの音量差び気になる場合 
は、このパラメーターを調節してください。 


設定範囲 

-6.0 服〜0.0服〜+日. Od 目 

初期設定 

0.0服 

設定単位 

0.己 dB ステップ 


I iPod / iPhone をシャッフル再生する 

シャッフル 

入カソース： DOCK ( iPod ) 'を'2 

iPod / iPhone の巧やアルバムをシャッフル再生します。シャッ 
フル機能びオンのとさはテレビに「因」び表示されます。 


オフ 

シャッフル機能をオフにします。 

巧 

曲をランダムに再生します。 

アルバム 

アルノ（ム単位でランダムに再生します。 


I iPod / iPhone をリピート再生する 

U ピート 

入カソース： DOCK ( iPod ) 'を'2 

iPod / iPhone の曲やアルバムを繰り返し再生します。 U ピー 
卜機能びオンのときはテレビに 「面 iJ ( l 曲）」か 「田日 （すべ 
て)」び表示されます。 


オフ 

U ピート機能をオフにします。 

1巧 

曲を繰り返し再生します。 

すべて 

アルノ（ム単位で繰り返し再生します。 


I 己 luetooth 機器を本機とワイヤレス接続する 

接続 

切断 

乂カソース： DOCK ( Bluetooth ) 

Bluetooth 機器とのワイヤレス接続/解除を切り替えます 

(腐^51)。 

I Bluetooth 機器を本機とペアリングする 

ペアリング 

乂カソース： DOCK ( Bluetooth ) 

本機と Bluetooth 機器をペアリング（接続認証）します 

(腐 "P.S 日)。 


'を1 : 「ARC (オーディオ U ターンチヤンネル)」びオンで 「 TV 音声入力」で選んでいる場合は AV 己-目と AUDI 日 1-2 でをご使用になれます。 

• ヴウンドプ□グラムの 7 ch Stereo を選んでいる場合 • ダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 

'を2 :ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム ( YID - W 10) には対応していません。 
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团 DOCK 
团 TUNER 
四力ーソル A / ▽ 
四 ENTER 
四 RETURN 
匹 ] DISPLAY 


コンテンツ画面で入カソースを操作ずる 


入カソースとして DOCK または TUNER として選ぶと、選んだ入カソースのコンテンツ画面びテレビに表示されます。 iPod の再生やチューナーの各種設 
定をコンテンツ画面から行えます。 


コンテンツ画面をご覽になるには本機とテレビを接続 
しておく必要びあります。テレビの接続については 
r テレビを接続する」（防 P .17) をご覽ください。 


テレビにコンテンツ画面を表示する 


团 DOCK か团 TUNER を巧して、入カソース 
を切り替える。 

選んだ入カソースのコンテンツ画面び表示されます。 

コンテンツ画面には、再生中の情報を表示する「再生 
画励と iPod の曲情報や、チューナーのプ IJ セット 
局を一覧で表示する「ブラウズ画面」の2つの状態 
びあります。 

TUNER 再生画面の例 



め (2) (3) 

① イメージ 表示 

入カソースのイメージアイコンや再生しているア 
ルバムアートび表示されます。 

感 情報表示 

再生している曲、映像や放送局についての情報び表 
示されます。 

③操作ボタン 

選んでいる入カソースに応じた各種操作びボタン 
で表示されます。 

入カソースごとの操作については下記をご覽くだ 
さい。 

- FM/AM チュ ーナー (腐 P .44) 

- iPod (瞭 P .47) 


• 再生画面ではまず四 ENTER を押してから 
四 力ーソル A / ▽でボタンを選び、をう一度 
四 ENTER を教えて決定します。 

• ブラウズ画面ではまず四 力ーソル0 を押してから 
四 力ーソル A / ▽でボタンを選び、をう一度 
四 ENTER を教えてミ央定します。 

• 四 RETURN を繰り返し押すと手前の画面に戻つ 
て、画面上での操作を終了でさます。 


再生画面とブラウズ画面を切り替える 


次の方法で再生画面とブラウズ画面を切り替えます。 
• 回 D 旧 PLAY を押すたびに再生画面とブラウズ画 
面び切り替わります。 

• 再生画面ではまず四 ENTER を押してから 
四 力ーソル A /▽で 冒 ボタンを選びます。 

四 ENTER を押して決定するとブラウズ画面に切り 
替わります。 

• ブラウズ画面ではまずの ENTER を押してから 
四 力ーソル A /マで D ボタンを選びます。 

四 ENTER を押してミ夫定すると再生画面に切り替わ 
ります。 


ブラウズ画面 



Q をし<は 

回 DISPLAY 

再生画面 



g をし<は 

回 DISPLAY 
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FM / AM が送を聴 < 


の巧呀む I 


可 固 切な 


■切口 

巧 



B 

■■■■■■ 

1 — 

I 

I - 

1 . 

み ' f - .苗 

度 

. A V 1? 

-V .M 、 

巧 

.r 

■■■■ ■■ ■- -i.. 

' が 

■ ■ ■ - 

C 1 ) (2 ) ( 3 ) ( 4 ) 

CZ-) CX) CZ3 (X) 

CF') 

、-し 

I ;。 ' _:l '' _ ' 
--'I I". 

'お 

: てこ ;.- 


回 


团 TUNER 
固 FM 
固 AM 

固 MEMORY 


FM / AM 放送の受信時は、本機に接続した FM/AM 
アンテナの向さを受信感度び最良になるよう調節 
して < ださい。 


本機の FM/AM チューナーは、下の2種類の方法 
で選局でさます。 

周波数選局 

放送局をサーチしたり、周波数を直接指定したりして 
FM/AM 放送を受信します。 

プリセット選局批 P .44) 

あらかじめ FM/AM 放送局を登録（プ U セット）し 
ておさ、プ IJ セツト番号を指定して放送局を呼び出し 
よ9 〇 

周液数を指定して受信ずる 
(周液数選局） 


1 团 TUNER を巧して入カソースをチュー 
ナーに切り曾える。 


2 固 FM または 固 AM を押して受信ずるバ 
ンドを選ぶ。 


3 固 TUNING ク/《を使って受信ずる周 
波数を指定する。 

固 TUNING ク 

周波数をアップします。キーを]秒上押し続けた 
場合は、現在より高い周波数に向けて放送局をサーチ 
します。'を1 

固 TUNING 《 

周波数をダウンします。キーを]砂上押し続けた 
場合、現在より低い周波数に向けて放送局をサーチし 
ます。を1 


放送局を受信ずると点な ステレオで受信ずると点口 



•周波数を数値入力するには 

リモコンの圃 数を キーを使って周波数を入力しま 
す。入力する際は少数点を省略します。'お 2 
たとえば 77.1 MHz の放送局を選択する場合は次 
のよラに入力します。 



I 放送局を手動で登録する 
(マニュアルプリセット） 

放送局を手動で選局し、 ] つずつプ IJ セットします。 


1 r 周波数を指定して受信する」（陽 P .43) を 
参考にして、登録したい放送局を受信する。 


2 次のいずれかの方法で受信中の放送局を 
登録する。 

•空のプリセツト番号に登録する場合 

固 MEMORY を3砂 iU 上押し続けます。 

最を番号の小さい空のプ U セツトま号（または前回登 
録した次のプ U セットま号）に自動登録されます。 



登録された周波数 


• プリセツト番号を指定して登録する場合 

固 MEMORY を一度押し、フ□ントパネルディスプ 
レイに 「Manual Preset 」 と表示させます。しばら 
くすると登録先のプ IJ セツト番号び表示されます。 

プリセツ ト 番号 
I 新規登録ずる周波数 


I 



点滅 Empty (未登録）または前回登録 


されていた周波数 


固 PRESET 八 /V 
固 TUNING ク/《 
圆数字キー 


固 PRESET へ/ V を使って登録先のプ U セットま 
号を選び、固 MEMORY を押して登録を実行します。 
登録した放送局を選ぶには、固 PRESET へ /V を 
使って放送局のプ U セツト番号を選びます。'か 3 


'を 1:放送局をサーチする際は、サーチび始まったらキーから手を離してください。 

'を2: 受信範囲外の周波数を入力した場合は、フ□ントパネルディスプレイに rwrong Station !] と表示されます。入力した周波数び正しいかご確認ください。 

'を3: プ U セット番号で放送局を選ぶ際、 圃 数字 キーを使ってプリセット番号を入力することをできます。番号び間違っていると 「 Wr 日 n 旨 Num 」 とフ□ントディスプレイに表 
示されます。このとさは正しいプ U セツト番号を確かめ直してください。 
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FM / AM 放送を聴く 



团 TUNER 
固 PRESET へ /v 
四力ーソル A / ▽ 
四 ENTER 
四 RETURN 
圆数字キー 
画 I OPTION 


I 登録した放送局を呼び出す 

オートプ IJ セツトまたはマニュアルプ IJ セツトで登 
録した放送局を呼び出します。'お1 


登録した放送局を選局するには、固 PRESET 
八/ V を巧してプリセツト番号を選ぶ。'を2 


コンテンツ画面でチューナーを操作 
する 


現在受信している放送局の情報をテレビ画面に表示し 
て確認でさます。 FM / AM チューナーのさまざまな操 
作をフ□ントディスプレイでなくコンテンツ画面を見 
なびら行えます。コンテンツ画面は团 TUNER を押 
してチューナーを入カソースに選ぶと表示されます。 
コンテンツ画面の「再生画面」と「ブラウズ画面」を 
使って FM / AM チューナーの操作び行えます。 


(7) 操作ボタン 

行える操作びボタンで表示されます。詳しくは「再 
生画面での操作ボタン」をご覧ください。 

再生画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず四 ENTER を押します。 
その後使いたいボタンを四 カーソル A / ▽ で選び、 
因] ENTER でミ夫定します。 

マニュアルチューニング 

お好みの放送局に手動で周波数を合わせます。 


I 再生画面でチューナーを操作する 


④ 



① TUNED インジケーター 

放送局を受信しているとさに点なします。 

② STEREO インジケーター 

ステ レオ放送を受信している際に点な します。 「FM 
モード」を「モノラル」にしている場合、このイン 
ジケーターは点打しません。 

③ プリセット番号 

選んでいる放送局をプリセット登録してある場合、 
プ U セットの番号び表示されます。 

④ 受信バンド 

FM か AM で選んでいるバンドび表示されます。 

⑥周波数 

現在受信している周波数び表示されます。 

⑥周波数ガイド 

現在受信している周波数びバンドのどの辺りかび 
バー 上の カーソルで 表示されます。 


FM 

受信バンドを FM に切り替えます。 

AM 

受信バンドを AM に切り替えます。 

チューニング- 

受信周波数の数値を低< します。 

チューニング+ 

受信周波数の数値を高< します。 

才ート- 

現在の周波数より周波数の低い放 
送局を自動で検索します。 

才ート+ 

現在の周波数より周波数の高い放 
送局を自動で検索します。 

ダイレクト 

受信したい周波数を画面上で直接 
入力します。 

メモリー 

現在受信している放送局をプ U 
セット局として登録します。 FM / 
AM それぞれ40局まで登録でさ 
ます。 



を！： 登録されていないプリセットき号はスキップされます。すべてのプリセットき号び未登録の場合は、「 N0 Presets 」 または [No Presets in Memory ] と表示されます。 
'を2 :プリセット番号を指定して選局するには、 圆数字 キーを使って呼び出したいプリセット番号を入力します。無効な番号を入力した場合は 「Wrong Num 」 と表示されます。 
番号び正しいかご確認ください。 

'を3 :オプションメニューについての詳細は、 r 入カソースごとにオプション機能を設定する（オプションメニュー)」 （防 P .39) をご覧ください。 
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プリセツト選択 


プ U セツト登録しておいた放送局を呼び出せます。 


プリセット- 

一つ前のプ U セット局を選びます。 

プ IJ セット+ 

次のプ U セット局を選びます。 

プリセットー 8 

プ U セット局を8つ分手前の番号 
に扶します。 

プリセット +8 

プ U セット局を8つ分先の番号に 
進めます。 

ダイレクト 

プ IJ セット番号を画面上で直接入 
力してプリセット局を選びます。 

メモリー 

現在受信している放送局をプリ 
セット局として登録します。 FM / 
AM それぞれ40局まで登録でさ 
ます。 


-1 ■ー ァィリァィ 

プ U セツト登録しておいた放送局を呼び出せます。 


FM モード FM を受信する際にステレオ出力 

するかモノラル出力するかを選び 
ます。 


スク□ール切替 

文字スク□ールさせる対象を切り替えます。 


ブラウズ画面へ 


表示をブラウズ画面に切り替えます。 


因]力ーソル A /<!/!> 
四 ENTER 


FM / AM 放送を聴く 


I ブラウズ画面でチューナーを操作する 1ぺージ上へ 



①プリセット局リスト 

プ U セット登録している局のリストび表示されます。 

感 操作ボタン 

行える操作びボタンで表示されます。詳しくは「ブ 
ラウズ画面での操作ボタン」をご覽ください。 

ブラウズ画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず四 力ーソル！ >を押しま 
す。その後使いたいボタンを四 カーソル A / ▽で選 
び、因] ENTER で決定します。 

ユーテイリテイ 

プ U セツト登録しておいた放送局を呼び出せます。 


オートプリセット 

信号の強い放送局を自動で検波し 
て40局までプリセット登録しま 
す。 U ストで選んでいたプ U セッ 
卜番号から順に登録します。 

ク U アプリセット 

リストで選んでいたプリセット局 
をク IJ アします。 

クリアオールプ 

登録されているすべてのプ U セッ 

リセット 

卜局をクリアします。 


1ぺージ下へ 

プ U セツト局の U ストを前後のページへ切り替えます。 

再生画面へ 


表示を再生画面に切り替えます。 
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团 DOCK 
固 INFO 


iPod ™/ iPhone ™ の曲/映像を再生ずる 


ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドック（別売 YDS -12 など）を本機に接続すると、本機の IJ モコンで操作しなびら iPod の再生を楽しめます。 iPod を再生 
する際にサウンドプ□グラムのコンプレストミュージック•エン八ンヴー（防 13.3 己）を選べば、圧縮オーディオフオーマット （ MP 3 など）をメ U 八 IJ の効 
いたダイナミックな音で再生でさます («^ p .33 )o 

ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム（別売 YID - W 10) を使えば、本機と iPod / iPhone をワイヤレス接続して再生を楽しめます。 


• iPod / iPhone をち 線 接続して再生ずるとまは 「ヤマ八製 iPod 用ユニパ’ーサルドックの接続」をご覽ください。 

• iPod / iPhone をワイヤレスち続して再生ずるとまは 「 iPod / iPhone をワイヤレス接続で再生ずる」（豚 p .48) をご覧ください。 


• iPod touchJPod(iPod classic を含むク U ックホイール ）、 iPod nanoJPod minUPhoneJPhone 3 GJPhone 3 GS に対応していますに日 1 日年 3 月現在）。 

• iPhone を接続する場合は、 YDS -1 2をご使用ください。 

• iPod の種類やソフトウェアのバージョンによっては、一部の機能び使えない場合びあります。 

• ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドックの種類により一部の機能び使えないことびあります。ここでは YDS -1 2を使って説明します。 


ヤマ八製 iPod 用ユニパーサルドッ 
クの接続 


U アノ（ネルの DOCK 端テと専用ケーブルを使って接 
続します。 iPod / iPhone をセツトする方法は 、 iPod 
用ユニバーサルドックの取扱説明書をご覧ください。 


電源をオンにして、 iPod / iPhone をセツトすれば再 
生準備は完了です。 



iPod/iPhone の操作 


iPod / iPhone のセット後は、性 DO 巳 K を押して入 
カソースを DOCK に切り替えるだけで iPod/iPhone 
を操作でさます。 

iPod / iPhone の再生方法には、次の2種類びあります。 


ごを意 

故障の原因となるため、 iPod 用ユニバーサルドッ 
クは、本機をスタンバイに切り替えてから接続して 
ください。 



本機びスタンバイのとさは、 iPod 用ユニバーサル 
ドックに置いた iPod / iPhone を自動で充電します 
(豚 P . 己4)。 


シンプル再生モード： 

iPod / iPhone の画面を見なびら再生します。 

r コンテンツ画面で iPod / iPhone を操作する（メ 

ニュー表示モード)」（豚 P .47) をご覧ください。 

メニュー表示モード： 

テレビに表示されるメニューを見なびら iPod / 

iPhone を再生します。 

r 本機のリモコンで iPod / 口 hone を再生する（シンプ 

ル再生モード)」（豚 P .48) をご覧ください。 

• メニュー表示モードで使用している間、 iPod / 
iPhone 本体は操作でさません。 

• メニュー表示モードで再生している間、フ□ン 
トパネルに曲の各種情報 （ Artist 、 Album 、 
Song ) を表示できます。表示を切り替えるには 
固 INFO を繰り返し押します。 

• (iPod touch/iPhone を除く iPod ) メニュー表 
示モードの動作中は、 iPod の画面にヤマ八 03' 
び表示されます。 
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リピートアイコン 
シャツフルアイコン 
再生アイコン 
アルバムイメージ 
アーティスト名 
アルバムタイトル 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳し<は「再生 
画面での操作ボタン」をご覽ください。 

残り時間表示 
再生位置バー 
再生時間 


再生画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず四 ENTER を押します。 
その後使いたいボタンを四 力ーソル A / ▽ で選び、 
因] ENTER で決定します。 


入カソース名/リスト名 
曲/映像リスト表示 
入カソースアイコン表示 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「ブラ 
ゥズ画面での操作ボタン」をご覽ください。 

表示中のリスト番号/リスト総数 


iPodTM/iPhoneTM の曲/映像を再生する 


再生画面で iPod / iPhone を操作する 



コンテンツ画面で iPod/iPhone 
を操作ずる（メニュー表示モード） 


iPod / iPhone の操作をコンテンツ画面の「再生画面」 
と「ブラウズ画面」を見なびら行えます。 

I ブラウズ画面で iPod / iPhone を操作 
する 



ブラウズ画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず四 カーソル を押しま 
す。その後使いたいボタンを四 カーソル A / ▽で選 
び、因] ENTER で決定します。 


10ぺージ上へ 

10ぺージ下へ 

曲/映像 IJ ストを]日ページ単位で移動させます。 


1ぺージ上へ 

1ぺージ下へ 

曲/映像 U ストを]ページ単位で移動させます。 

再生画面へ 

表示を再生画面に切り替えます。 

閉じる 

映像再生に切り替わり、メニュー表示を閉じます。 


1 团 DOCK を巧して入カソースを DOCK に 
切り曾える。 


2 因] 力ーソル A / V を使って再生したい巧/ 
映像（もしくはミュージック、ビデオ）を 
選び、因] ENTER を巧す。、お1 


3 因] 力ーソル A / ▽ を使って項目を選び、 
因] ENTER を巧して再生する。 

再生中は再生画面び表示されます。 


- i 


\mm 
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团 DOCK 

四力ーソル A / ▽/<!/> 
四 ENTER 


①②③④⑥⑥⑦ ⑥⑨⑩⑩ 


①②③④ ⑥ 


抽 W 叫か 


'を1:ご使用になっている iPod や iPod 用ユニバーサルドックびビデオファイルのブラウヴ機能に対応していない場合は、 iPod / iPhone のビデオを表示できません。 
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|> ( 再生） 

再生を開始します。 

□ ( 停止） 

再生を停止します。 

DD ( ポーズ） 

再生を一時停止します。 

KKI 

再生中の曲を曲の先頭までスキッ 

( スキップ-） 

プします。曲の先頭で四 ENTER 
を押してスキップすると一つ前の 
曲に戻ります。 

( スキップ +) 

次の曲の先頭へスキップします。 

« 

( スキヤン-） 

曲を巻さ戻します。 

» 

( スキヤン +) 

曲を早送りします。 


スク□ール切替 

アーティスト名やアルバム名、曲名など文字スク□一 
ルさせる対象を切り替えます。 

ブラウズ画面へ 

表示をブラウズ画面に切り替えます。 

閉じる 

映像再生に切り替わり、メニュー表示を閉じます。 


本機の U モコンを使って iPod/iPhone の基本的な操 
作（再生、停止、スキップなど）をします。曲情報な 
どは iPod/iPhone の画面で確認できます。を1 
回 REC を押すとシンプル再生モードになります。 

をラー度回 REC を押すとメニュー表示モードに戻 
ります。 


团 DOCK 

入カソースを DOCK ( iPod ) 

に切り替えます。 

四 力ーソル A /▽ 

上下の項目にカーソルを移動さ 
せます。 

四 RETURN 

メニューを]つ前に戻したり、 
選んだメニューに入ります。 

四 ENTER 

選んだメニューに入ります。 

回づづ 

押し続けている間、巻さ戻しし 
ます。 

回》 

押し続けている間、早送りします。 

回 KKI 

再生中の巧の先頭にスキップし 
ます。さらに繰り返し押せば、1 
曲ずつ前の曲にスキップします。 

回》1 

次の曲の先頭にスキップします。 

回 □ 

再生をストップします。 

回 DD 

再生/一時停止を切り替えます。 

回!> 

再生/一時停止を切り替えます。 


ヤマ八 iPod 用ワイヤレスシステム(別売 YID - W ] 日） 
を使うと、本機と iPod/iPhone をワイヤレス接続し 
て再生できます。このとき iPod/iPhone は再生の U 
モコンとして使えます。を2 

I ヤマ八 iPod 用ワイヤレスシステムを接 
続して再生する 

本機の U アパネルにある DOCK 端テへ iPod 用ワイ 
ヤレスシステムを専用ケーブルで接続します。詳しく 
は YID - VV 1 日の取扱説明書をご覧ください。 

ごを意 

事故防止のため iPod 用ワイヤレスシステムを接続す 
る前に本機のコンセントを抜いておいてください。 


'を1:シンプル再生モードで使用している間、 iPod / iPhone 本体でも操作できます。 
'を2 :映像信号はワイヤレス接続時には通信でさません。 
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iPodTM/iPhoneTM の曲/映像を再生ずる 


再生操作 

iPod/iPhone の基本的な再生操作び行えます。 


本機のリモコンで iPod/iPhone 
を再生ずる（シンプル再生モード) 


iPod / iPhone をワイヤレス接続で 
再生ずる 
















































团 DOCK 


iPod / iPhone をトランスミッターに差し込めば準備 
は完了です。 




本機からなるべく離して配置してください。 

下の設定をしておくと、本機びスタンバイのとさ 
iPod / iPhone を自動で充電できます。 

-「スタンバイ時充電」を「自動」にする（豚 P . 己 4) 
- 「 iPod 連動」の「電源と入力連動」を「オン」 
にする（腐 ■ p .54) 

iPod / iPhone を使って再生を開始します。 


• iPod / iPhone を使って再生操作を行うとき、本機 
は次のように動作します。（本機びメインの視聴環 
境にある場合） 

-本機の電源びオンになり、入カソースび DOCK 
( iPod ) に切り替わります。 

-本機のスタンバイ中に iPod / iPhone での再生 
を始めた場合、本機の電源びオンになり、入力 
ソースび DOCKCiPod ) に切り替わります。ぶ'1 
• 次の操作びされた場合、本機は自動でスタンバイ 
になります。 

- iPod / iPhone び YID - W 10 から外された場合 
-再生停止後しばらくの間 iPod / iPhone を操作 
しなかった場合 

• 团 DOCK を押すと入カソースび DOCK ( iPod ) に 
切り替わります 

. 本機の U モコンでオンスクリーンディスプレイの 
メニューを操作しているとをはこの機能は動作し 
ません。 

• 「入力選択」メニューで 「 iPod 連動」の「電源と入 
力連動」び「オフ」になっているときは、本機の電 
源と入カソース切り替えは連動しません 
(瞭 P . 己4)。 


ご注意 

事故防止のため iPod 用ワイヤレスシステムを接続す 
る前に本機のコンセントを抜いておいてください。 


iPodTM / iPhoneTM の曲/映像を再生する 


• iPod / iPhone で音量調節すると、連動して本機の 
音量を最大日.日 d 日まで調節されます。 


「入力選択」メニューで 「 iPod 連動」の「音量連動」 
び「オフ」になっているとさは、本機の音量は iPod / 
iPhone の音量調節と連動しません Op . 己4)。 


ごを意 

iPod / iPhone を使った音量調節をするとさは、再生 
音量び予想外に大さくなってしまい、本機やスピー 
カーの故障の原因となる場合びあります。 

をし再生中に突然音量び上びってしまった際は、すぐ 
に iPod / iPhone を iPod 用ユニ八ーサルドックから 
外してください。「音量の上限」機能を使って最大音 
量を決めてお<と、再生時に不慮の大音量を防止でさ 
ます〇口.6己)。 



ろ 


ろ 



'を1:この機能はアプ U ケーシヨンの音声や着信音を受信した場合でを機能します。 
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团 DOCK 
固 MEMORY 
四力ーソル A / ▽ 
四 ENTER 
四 RETURN 
画 I OPTION 


Bluetooth ® 機器の曲を再生ずる 


ヤマ八製巳 luetcxDth ワイヤレスオーデイオレシーパ'-(別売 Y 巳 A -1 日）を本機に接続すれば、 Bluetooth に対応した携帯音楽プレーヤーと本機をワイヤレ 
ス接続して再生でさます。'を1 


Bluetooth 機器をはじめて再生するには、最初にペアリング旧 luetooth 機器の登録）び必要です。実際にワイヤレス接続する際は、本機側と巨 luetooth 機器側 
の両方でペア U ングします。 


ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレス 
才ーデイオレシーバーの接続 


U アパネルの DOCK 端テと専用ケーブルを使って接 
続します。電源をオンにすれば、目 luetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーノ（一の接続は完了です。 



Bluet 00 th ワイヤレス 
才ーデイオレシーバー 


ご注意 

故障の原因となるため、目 luetooth ワイヤレス 
オーディオレシーノ（一は本機をスタンバイに切り 
替えてから接続してください。 


Bluetooth 機器のぺアリンク 


Bluetooth 機器とはじめてワイヤレス接続する場合 
や設定び消去された場合は、必ずペア U ングしてくだ 
さい。 

ペア IJ ングする際は、必要に応じて目 luetooth 機器 
の取扱説明書をご覧ください。 


ヤマ八製目 luetooth ワイヤレスオーディオレシー 
ノ（一は最大8台の目 luetooth 機器とペア IJ ングで 
さます。9台目の機器びペア U ングされた場合は、 
最を長い間使われていない機器のペア IJ ング設定 
び消去されます。 


1 团 DOCK を使って入カソースを DOCK に 
切り曾える。 


2 ペアリングしたい Bluetooth 機器の電源 
を入れ、 Bluetooth 機器側をペアリング 
モードにする。 


3 國 OPTION を巧してオプションメニュ ー 
を表示させ、 の 力ーソル A / V を使って 
「 Pairing 」 を選ぶ。 


MPTIMM 


， L- I 日 .5 

D H 回 
の 四 

EiW 聞 


4ペアリングを始めるには、因] ENTER を巧す。 



• ペアリングを中止するにはの RETURN を押します。 
• 手順2の後に固 MEMORY を押し続けてペア U ン 
グを開始することを可能です。 


5 Bluetooth 機器び Bluetooth ワイヤレス 
オーディオレシーバーを認識しているこ 
とを確認する。 

認識している場合は目 luetooth 機器のデバ 
イス IJ ストに 「 Y 巳 A -1 日 YAMAHA 」 などと 
表示されます。 


6 Bluetooth 機器のデバイスリストか5 
Bluetooth ワイヤレスオーディオレシー 
バーを選び、 Bluetooth 機器にパスキー 
「0000」を入力ずる。'を2 



7ペアリングを終了ずるには因] RETURN 
I を巧ず。 
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'を'1:本機は Bluetooth プ□ファイルの A 2 DP (Advanced Audio Distribution Profile ) に対応しています。 

'を2 : - 部の Bluet 日日 th 機器では、ペアリング実行後に自動でワイヤレス接続することびあります。この場合は 「 Completed 」 の代わりに「目 T connected 」 と表示されます。 















































Bluetooth® 機器の曲を再生する 


——1 


I■■ 醒 ] 




■ ■■■ 


■ □! 



团 DOCK 
四力ーソル A /’ 
四 ENTER 
國 OPTION 


Bluetooth 機器の巧再生 

ペアリングび完了したら、次の手順で本機と 
Bluetooth 機器をワイヤレス接続します。ワイヤレ 
ス接続び完了すると、 Bluetooth 機器の曲び再生可 
能になります。 


ワイヤレス接続は、 Bluetooth 機器側の操作で実 
行することをでさます。 

-部の巨 luetooth 機器は、自動でワイヤレス接続 
することびあります。これらの場合、 ■tU 下の手順は 
必要ありません。 


1 


团 DOCK を巧して入カソースを DOCK に 
切り曾える。 


2 


國 OPTION を巧して、 
ニューを表示させる。 


オプションメ 


3 


因]力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
に onnect 」 を選び、四 ENTER を巧す。 
'を'1 


ワイヤレス接続び完了した場合 


接続に失敗した場合は 「Not found」 と表示され 
ます。次の条件を満たしていることを確認し、再度 
ワイヤレス接続してください。 

• 本機と巨 luetooth 機器の両方でペア U ングされ 
ている 

• 巨 luetooth 機器の電源びオンになっている 
• Bluetooth ワイヤレス オーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器び]日メー トル似内に置かれて 
いる 


4 


Bluetooth 機器を操作して再生ずる。 


Bluetooth 機器の接続を解除するには、もう一度 
同じ要領で操作して、オプションメニューで 
「Disconnect」 を選び、ワイヤレス接続を解除し 
ふ9 〇 


日田西 

巳〜-> 

口〔。日'3 
Q Q CZ3CZ3 
回 S 日回 

心 L_ll 琴の 

r ' i m mm 

Y 卜 


抽巧か 


'を1:すでにワイヤレス接続済みの場合は 「Disconnect」 と表示されます。 
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岡 ON SCREEN 
四力ーソル A /▽ 
四 ENTER 
四 RETURN 


設定ずる 


入カソースごとに入出力の設定をずる【入力選がメニコ 


入力選択メニューでは、テレビ画面に表示される入カソースの名称やアイコンを変更することなどびでさます。 


入カソースの設定を変更する 


入カソースごとの名称やアイコンは、テレビ画面を見 
なびら変更することびでさます。 


1岡 ON SCREEN を巧す。 


画 

团 



5 因 ] 力ーソル A / ▽ を使って選んだ項目の 
設定を変更ずる。 


四 RETURN を押すと、]つ前の画面表示に戻せ 
ます。手順4〜已を繰り返せば、複数項目を設定で 
さます。 


6 設定を終えるには、 岡 ON SCREEN を 
巧す。 


2 因 ] 力ーソル A/ V を使って「入力選択」 
を選び、 因 ] ENTER を巧ず。 


3 因 ] 力ーソル づ / ^を使って設定を変更し 
たい入カソースを選び、 の 力ーソル A を 
押ず。 


4 因 ] 力ーソル A / ▽ を使って操作/設定した 
いメニュー項目を選び、 四 ENTER を巧ず。 


選んだメニュー項目にサブメニューびある場合は、 
さらに四 カーソル A / ▽ を使って設定したい項目 
を選び、四 ENTER を押す。 


入力選択メニュー頃目 


HDMI 1- 已 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

音声入力 
端子割り 
当て 

デコード 

モード 

エン八ン 
ヴー 



AV 1-2 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

音声入力 
端子割り 
当て 

デコード 

モード 

エン八ン 
ヴー 



AV 3-4 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

デコード 

モード 

エン八ン 
ヴー 

AV 5-6 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

エン八ン 
ヴー 


AUDIO 1-2 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

エン八ン 
ヴー 


V-AUX 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

デコード 

モード 

エン八ン 
ヴー 

TUNER 

エン八ン 
ヴー 



DOCK ( iPod ) 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

エン八ン 
ヴー 

スタンバ 
ィ時充電 

iPod 連 
動を！ 



DOCK 

( Bluetooth ) 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

エン八ン 
ヴー 


MULTI CH 

入力名変 
要/アイ 
コン選択 

映像選択 
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'を1: iP 日 d や iPhone を無線接続で再生している場合は、この設定は無効です。 













































四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


入カソースごとに入出力の設定をずる（入力選択メニュー; 


I 入カソースの名前やアイコンを変更する 

入力名変更/アイコン選択 

乂カソース： HDMI 1- 己、 AV ]- 日、 AUDI 日]-2、 

V - AUX、DOCK ( iPod )、 

DOCK ( Bluetooth)、MULTI CH 
テレビやフ□ントパネルに表示する各入カソースの 
名前（最大9文字）やアイコンを変更します。 


1 因]力ーソル A / ▽ を使って r 入力名変更/ 
アイコン選択」を選んで四 ENTER を押す。 



2 因]力ーソルづ/ t > を使って変更したい入 
カソースのアイコンを選びの力ーソル ▽ 
を巧す。 


3 四 ENTER を巧してか5、因]力ーソル 
A / V /</> を使って新しい入カソース 
名を入力しまず。 


4 四 ENTER を巧してか5、因]力ーソル ▽ 
を巧して rOKJ を選び四 ENTER を巧ず。 

入カソース名び確定します。 


I HDMI / AV 端子の映像と他の端子の音 
声を組み合わせる 

音声入力端子割り当て 

入カソース： HDMI 1- 己、 AV 1-2 
HDMI 1-5/ AV 1-2 入力を使用する際は、音声のみを 
他の入力端テ ( AV 1- 目や AUDI 日 1-2) からの入力 
に差し替えられます。たとえば外部機器び HDMI 端 
テから音声出力できない場合は、音声入力する端テを 
変更でさます。次のよラな場合に使ラと便利です。 

- HDMI 経由で音声出力でさない外部機器を 
HDMI 接続したいとき 

-映像出力び D 端テ、音声出力びアナ□グ音声の外 
部機器（一部ゲーム機器など）を接続したいとさ 


設定方法は似下の通りです。 


音芦入力 

設定方法 

光デジタル端子 

入カソースを AV ] または AV 4 
に選択します。選択した入カソー 
スの音声入力端テと外部機器を光 
ファイバーケーブルで接続します。 

同軸デジタル端テ 

入カソースを AV 2 または AV 3 
に選択します。選択した入カソー 
スの音声入力端子と外部機器をデ 
ジタル音声用同軸ケーブルで接続 
します。 

アナ□グステレオ 
端子 

入カソースを AV 己、 AV 目、 

AUDI 日1、 AUDI 日2のいずれかに 
選択します。選択した入カソース 
の音声入力端テと外部機器をステ 
レオピンケーブルで接続します。 


I デジタル音声のフオーマットを固定する 

デコードモード 

乂カソース： HDMI 1- 己、 AV 1-4、 V - AUX 、 を'1 
再生するデジタル音声のフオーマットを DTS または 
AAC に固定します。たとえば DTS フオーマットの 
音声を再生した際にノイズび生じるときは、この項目 
で再生フオーマットを DTS に固定してください。 


自動判別（初期 
設赵 

入力された フォーマツ トに合わせて 
音声 フォーマツ トび自動で選ばれま 
す。 

DTS 固定 

DTS 信号に固定します。 DTS じ （ 
外の信号び入力されてを再生され 
ません。 

AAC 固定 

AAC 信号に固定します。 AAC じ （ 
外の信号び入力されてを再生され 
ません。 


I 反縮才ーデイオ （ MP 3 など）に適した 
ヴウンドプ□グラムを設定する 


エン八ンヴー 

入カソース： MULTI CH 外の全入カソース 
コンプレスミュージックエン八ンサーモードを有効 
または無効にします。 


オフ（初期設定） 

コンプレスト三 ユージ ックエン八 
ンヴーモードを有効にします。 

オン 

コンプレスト三 ユージ ックエン八 
ンヴーモードを無効にします。 


'を'1:オーディオリターンチャンネル機能びオンで、 「 TV 音声入力」でテレビの音声を割り当てている場合は、 AV 己-目または AUDIO 1-2 を設定巧能です。 
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入カソースごとに入出力の設定をする（入力選択メニュー; 


I 本機がスタンバイのとをに iPod を巧電する 

スタンバイ時充電 

入カソース： DOCK ( iPod ) 


本機びスタンバイのとさに、 iPod 用ユニバーサルドックや 
iPod 用ワイヤレスシステムにセツトした iPod または iPhone 
を充電します。 


自動（初期設定） 

本機の電源びスタンバイのとさでち iPod / 
iPhone を充電できます。 iPod / iPh 日 ne の 
充電中は、フ□ントパネルの HDMI スルー 
/ iPod チャージインジケーターび点なしま 
す。スタンバイスルー機能びオフのとさは、 
充電び完了するとインジケーターび消なしま 
す。 

オフ 

iPod / iPhone を充電しません。 

1本機と iPod / iPhone の動作を連動をせる 
(ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム接続時） 

iPod 連動 

入カソース： DOCK ( iPod ) 

本機とヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステムを使って接続した 
iPod の動作を連動させます。 

電源と 入力 連動 

「オン」に設定した場合は、 iPod / iPhone を 
再生すると、自動で本機の電源びオンになり、 
入カソースび DOCK ( iPod ) に切り替わり 
ます。また、再生停止後にしばらく iPod / 
iPhone の操作をしないと、自動で本機の設 
定びスタンバイモードに変わります。連動機 
能を無効にしたい場合は、「オフ」に設定して 
<ださい。 

音量連動 

「オン」に設定した場合は、 iP 日 d / iPh 日 ne の 
音量調節に連動して本機の音量を調節されま 
す。連動機能を無効にしたい場合は、「オフ」 

を設定してください。 


I マルチチャンネルの音声ソースを再をしなが 
6他の映像ソースを出力する 

映像選択 

入カソース： MULTI CH 

入カソースを 「MULTI CH 」 にした場合は、他の入カソース 
から入力した映像信号を出力することびでさます。たとえマル 
チチャンネルのデジタル音声出力非対応の DVD プレイヤーを 
お使いの場合でを、マルチチャンネル音声を再生しなびら映像 
を出力することびでさます。 
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岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 


シーン機能の設定を巧更ずる【シーン選がメニニ 


テレビ画面に表示されるシーン選択メニューを使ってシーン機能（心 13.33) の設定を変更します。 


シーン選択メニューの表示/設定 


シーンごとの名称やアイコンは、テレビ画面を見なび 
ら変更することびでさます。 


1岡 ON SCREEN を巧す。 



2 因]力ーソル A / ▽を使って「シーン選択」 
を選び、因] ENTER を巧す。 


3 因]力ーソルづ/ ^を使って設定を変更した 
いシーンを選び、因]力ーソル A を巧す。 


4 因]力ーソル A / ▽ を使って操作/設定した 
し、メニュー項目を選び、四 ENTER を巧す。 


に 因]力ーソル A/7/ づ/!>を使って設定値 
〇を調整する。 


四 RETURN を押すと、]つ前の画面表示に戻せ 
ます。手順4〜5を繰り返せば、複数項目を設定 
でさます。 


シーン選択メニュ ー 



シーン1〜4 

登録 

呼出 

シーン名変更/アイコン選択 

(防 P . 己目） 

リセット（腐^ P . 己日） 


I シーン設定を登録する 

登録 

選択中の設定を各シーンに登録します。 

I シーン機能の設定を変更する 

呼出 


シーンリモコン連動 

シーンの切り替えと連動させて本機に接続している 
ヤマ八目 D / DVD プレイヤーや CD プレイヤーの再生 


を開始します。 

オフ 

シーンリモコン連動機能を無効 
にします。 

ヤ 7 ノ、巨 D/DVD 
プレイヤー 1 

本機にヤマ八 BD / DVD プレイ 
ヤーを接続している場合は、この 
項目を選択してください。 

ヤ 7 ノ、巨 D/DVD 
プレイヤー 2 

「ヤマ八 BD / DVD プレイヤー 
] 」を選んでを、本機と外部機器 
びラまく連動しない場合は、こち 
らの項目を選んでください。 

ヤ 7 ノ、 CD 
プレイヤー 

本機にヤマノ V CD プレイヤーを接 
続している場合は、この項目を選 
んで < ださい。 


各シーンに登録している入カソースやサウンドプ□グ 
ラムを呼び出したり、シーン切り替え時に接続してい 
る外部機器の電源をオン/オフする機能を設定します。 


0 K 

シーンに登録している設定を呼び 
出します。 

キャンセル 

シーンに登録された設定を呼び出 
しません。 

詳細設定 

「シーンリモコン連動」機能を有 
効にしたり、シーンに登録してい 
る詳細設定を表示します。さらに 
詳しい説明は、次の「シーンリモ 
コン連動」や「詳細設定」をご覽 
<ださい。 


詳細設定 

シーン機能に登録している詳細設定を表示します。 


入力 

シーンに登録している入カソース 
を表71^します。 

HDMI 出力端子 

シーンに登録している HDMI OUT 
端子を表示します。 

モード 

シーンに登録しているサウンドプ 
□ブムを表示します。 

エン八ンヴー 

シーンに登録しているコンプレス 
卜三 ユージ ックエン八ンヴ ーの 設 
定を表示します。 


6 設定を終えるには、岡 ON SCREEN を 
巧す。 
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四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


シーン機能の設定を変更する（シーン選択メニュー) 


I シーンの名前やアイコンを変更する 

入力名変更/アイコン選択 

本機のフ□ントパネルディスプレイや TV 画面に表示 
されるシーンの名前やアイコンを変更します。 

1 因]力ーソル A / ▽ を使って r 入力名変更/ 
アイコン選択」を選んで四 ENTER を巧す。 



2 因]力ーソルづ/ ^を使って変更したいシー 
ンのアイコンを選んでの力ーソル▽を巧す。 


3 因] ENTER を押してか5因]力ーソル 

A / V /</> を使って新しいシーン名称 
を入力ずる。 


4 因] ENTER を巧してか5因]力ーソル▽を 
巧して rOKJ を選んで四 ENTER を巧ず。 

シーン名称び確定します。 

I 登録をれているシーンの割0当てを初 
期が態に戻す 


リセット 

シーンに登録されている全ての設定を初期状態に戻 
します。 
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サウンドプ□グラムやサラウンドデコーダーは初期設定のままで十分にお楽しみいただけますび、音場の要素（パラメーター）を調節することにより、効果 
をアレンジでさます。映像/音声ソースや U スニングルームの音響にあわせて音場効果を調節したい場合は、次のよラに操作してください。 


岡 ON SCREEN を巧す。 


2 


因]力ーソル A / V を使って「サウンドプ 
□グラム」を選び因] ENTER を巧ず。 


因]力ーソルづ/ ^を使って調整したいヴ 
ウンドプ□グラムを選んでの力ーソル A 
を巧す。 



4 


因]力ーソル A / V を使って変更したいパ 
ラメーターを選び因] ENTER を巧す。 


岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 



因]力ーソルづ/ t > を使って調整値を調節 
し、因] RETURN を巧す。を1 


編集中のサウンドプ□グラムに複数の音場パラ 
メーターびある場合は、手順4と己を繰り返して 
他の音場ノ（ラメーターを調節でさます。 


6 


編集が終わった5、岡 ON SCREEN を巧 
して ON SCREEN メニューを終了する。 


• 音場パラメーターを初期が態に戻すには 

編集したサウンドプ□グラムは、簡単な操作で初期 
状態に戻すことびでさます。 

手順4の画面で、の カーソル A/ V を使って 
「 Reset 」 を選んで、四 ENTER を押します。次 
の確認メッセージび表示されたら、四 カーソル 
</> を使って「日"を選んで四 ENTER を押 
してパラメーターの初期化を実行してください。 



初期化を中止したい場合は、この画面び表示されて 
いるときに四 カーソル づ/!>を使って「キャンセ 
ル」を選んで、四 ENTER を押してください。 


音場/ヴラウンドデコーダーの効果を調節ずる（ヴウンドプログラムメニニ 


0 ® E 

置富 
置 0 i I 




を！：初期状態から設定値を変更した音場パラメーターは、パラメーター左側に「*」び表示されます。 
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音場/サラウンドデコーダーの効果を調節する（サウンドプ□グラム メニュー ; 


シネマ DSP で調節可能なパラメーター 


パラメーター 

説明 

設定値 

エフェクト量の 
加減 

音声効果のかかり具 
合を増減させます。 
視聴環境に合わせて、 
効果を確認しなびら 
音場効果のかかり具 
合を変更でさます。 

-巨犯〜 0 d 目〜 
+3犯 

(初期設定0 dB) 

効果音びルさ<感じられる場合ま 
たは各ヴウンドプ□グラムの違い 
び感じ取れないとさ 
一設定値を大さくしてください。 

音びぼんやりと聴こえる場合また 
は音場効果のかかり具合び過剰に 
感じられるとき 

一設定値をルさくしてください。 

ディレイ 

直接音から初期反射 
音び始まるまでの時 
間（遅延時間）を調 
節するパラメーター 
です。 

1 ms 〜99 ms 

値を大さくするほど音場び遅れて 
発生します。 

サラウンド音場 
の遅れ 

直接音び出てからヴ 
ラウンド音場び発生 
するまでの時間を調 
節するパラメーター 
です。 

1 ms 〜49 ms 

サラウンドバッ 
クの遅れ 

サラウンドバック音 
場の遅延時間を調節 
します (6.1 または 
7.1 チヤンネルで再 
生しているとさのみ 
有効)。 

音場空間の大ささ 

空間の広びり感を調 
節するパラメーター 
です。 

0.1 〜2.0 

値を大さくするほど広い空間馆 P 
屋）になり、値をルさくするほど 
狭い空間になります。 

サラウンド音場 
の広さ 

サラウンド音場の広 
びり感を調節するパ 
ラメーターです。 

サラウンドバッ 
クの広さ 

サラウンドバック音場 
の広びり感を調節する 
パラメーターです。 

響さの強さ 

初期反射音の減衰特 
性を決めるパラメー 
ターです。 

〇〜10 

値を大きくするほど、ライブな 
(反響びをい）音場になり、値をル 
さくするほどデッドな（反響び少 
ない）音場になります。 

サラウンド音場 
の響さ 

サラウンド音場の減 
衰量を調節するパラ 
メーターです。 

サラウンドバッ 
クの響さ 

サラウンドバック音 
場の減衰量を調節す 
るパラメーターです。 


パラメーター 

説明 

1 設定値 

残響時間 

後部残響音び減衰し 
てい<時間を調節す 
るパラメーターで 
す。約] kHz の残響 
音び目 Od 目減衰す 
るのにかかる時間を 
基準にしています。 

1 .0 〜 5.0 S 

値をノ」 \ さくするほど残響音び早く 
減衰します。長めの残響時間を設 
定すれば豊かな残響音に、短めの 
残響時間を設定すればすつさりし 
た残響音になります。 

残響音の遅れ 

残響音び発生し始める 
までの時間を調節する 
パラメーターです。 

〇 〜2已0 ms 

値を大さ < するほど残響音び初期 
反射音より遅れて発生するよラに 
なります。同じ「残響時間」でち、 
「残響音の遅れ」を長くしていくと 
大さな空間の残響感になります。 

残響音の強さ 

後部残響音のレベル 
を調節するパラメー 
ターです 

〇〜 100% 

値を大さくするほど後部残響音の 
レベルび大さ<なり、余韻び強< 
感じられます。値をルさくするほ 
ど後部残響音のレベルびルさ < な 
り、余韻び弱く感じられます。 

デコーダー 選択 

MOVIE カテゴリー 
のサウンドプ□グラ 
ムを使用する際に、 
組み合わせて使用す 
るサラウンドデコー 
ダーを選択しま 
す。'を1 

PLIIx Movie 

PLII Movie 

Dolby Pro Logic llx Movie 
(Dolby Pro Logic II M 日 vie) デ 
コーダーを使用します。 

Neo: 目 Cinema 

DTS Ne 日:目 (Cinema) デコー 
夕'一を使用します。 


ぶ‘ 1 : じ(下のヴウンドプ□グラムはサラウンドデコーダーを変更でさません。 

• Mono Movie • Sports • Action Game • R 日 leplayin 旨 Game 
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サラウンド デコーダーで 調節でをる パラメーター 


デコーダー 

パラメーター 

説明 

設定値 

PLIIx Music 

パノラマ 

フ□ント音場の広びり感を調節しま 
す。オンにするとフ□ント L/R 
チャンネ >1 レの音声を左ちに大さく回 
り込ませることで、広びり感を調節 
でさます。 

オン/オフ 

初期設定オフ 


センターの 

広がり 

センターチャンネルの音声を、好み 
に合わせて左ち方向に振り分けるパ 
ラメーターです。 0 にするとセン 
タースピーカーのみ、 7 にするとフ 
□ントスピーカーからのみセンター 
チャンネルの音声び出力されます。 

〇〜 7 

初期設定 3 


デイメン 
シヨン 

フ□ント音場とサラウンド音場のレ 
ベル差を調節するパラメーターで 
す。再生するソフトによって生じる 
フ□ント側とサラウンド側のレベル 
差を調節でさます。一（マイナス） 

に設定するほどサラウンド側び、+ 
(プラス）に設定するほどフ□ント 
側び強くなります。 

-3 〜+3 

初期設定 0 

Neo : 巨ミュー 
ジック 

センターイ 
メー ジ 

フ□ント音場の広びり感を調節する 
パラメーターです。設定値をルさく 
するとフ□ント音場の広びりび大さ 
くなり、大きくすると狭く（セン 
ターへの定位び強く）なります。 

0.0〜1.0 

初期設定 0.3 


音場/サラウンドデコーダーの効果を調節する（サウンドプ□グラムメニュー; 


特定のヴウンドプログラムで調節でをるパラメーター 


サウンド 
プ□グラム 

パラメーター 

説明 

設定値 ■ 

2 ch ステレオ 

ダイレクト 

アナ□グ音声を再生してい 
る場合は、トーンコント 
□ールなどの状態に応じて、 
自動で DSP 回路とトーン 
コント□ール回路をバイパ 
スでさます。より高音質な 
音声を楽しみたいとさに使 
用します。 

自動 

(初期設定） 

1ンコント□-ルの 
「 Bass 」 と 「 Treble 」 

の両方び OdB であれ 
ば、 DSP 回路とトーン 
コント□ール回路をバ 
イパスして出力します。 

オフ 

回路をバイパスしません。 

7 ch ステレオ 

センター 音量 

センターチャンネルの音量 
を調節します。' を 1 

〇〜 100% 

初期設定] 00% 

サラウンド 
左 音量 

サラウンド L チャンネル 
の音量を調節します。' お 1 

〇〜 100% 

初期設定] 00% 

サラウンド 
ち 音量 

サラウンド R チャンネル 
の音量を調節します。' お 1 

〇〜 100% 

初期設定] 00% 

サラウンド 
バック 音量 

サラウンドバックチャンネ 
ルの音量を調節しま 
す。' を 1 

〇〜 100% 

初期設定日 0% 

サラウンド 
バック左 音量 

サラウンドバック L チャン 
ネルの音量を調節します。 

〇〜 100% 

初期値 3 日％ 

サラウンド 
バックち 音量 

サラウンドバック R チャン 
ネルの音量を調節します。 

〇〜 100% 

初期値 3 己％ 

フ□ントプ 
レゼンス左 
音量 

フ□ントプレゼンス L 
チャンネ J レの音量を調節し 
ます。 

〇〜 100% 

初期値 33% 

フ□ントプ 
レゼンスち 
音量 

フ□ントプレゼンス R 
チャンネルの音量を調節し 
ます。 

〇〜 100% 

初期値 33% 


を 1 :本機に接続されたスピーカーの有無によって、設定でさるチヤンネルは変化します。 
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岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 


詳細機能を設定ずる【設定メニニ 


スピーカーバランスの手動調整や HDMI 関連の各種設定など、本機の詳細機能は設定メニューで設定でさます。 


設定メニューの表示/設定 


設定メニューは、テレビ画面を見なびら操作でさます。 


1岡 ON SCREEN を巧ず。 


2 因]力ーソル A / ▽ を使って「設定」を選 
び四 ENTER を巧す。 




設定メニューの種類 


スピーカー 設定 

スピーカーの有無や音量バランス 
調整など、スピーカーの各種要素 
(パラメーター）を設定します 

Op. 目 1 )。 

音芦設定 

音声/映像のずれの調整や最大音 
量の設定など、音声出力関連の機 
能を設定します（腐^ P. 日日）。 

映像設定 

映像信号変換時の設定(解像度やア 
スぺクト比)など、映像出力に関す 
る機能を設定します （防 P. 目日）。 

HDMI 設定 

HDMI コント□-ル機能のオン/ 
オフ切り替え、アナ□グ映像の 
HDMI 変換時の設定（解像度やア 
スぺクト比）など、 HDMI に関す 
る機能を設定します Kp.67)o 

マルチゾーン設定 

マルチゾーンに関する機能を設定 
します （防 P. 日 8 )。 

フアンクシヨン 
設定 

オートパワーダウン機能の設定な 
ど、本機をより便利に使うための 
機能を設定します日 8 )。 

表示言語 

TV 画面に表示する項目名やメツ 
セージの言語を設定します 
(防 P .69)。 


4 因]力ーソル A / ▽ を使って設定したい項 
目を選び因] ENTER を巧す。 



選んだメニュー項目にサブメニューびある場合は、 
さらにの 力ーソル A / ▽ を使って設定したい項 
目を選び、四 ENTER を押す。 


5 因]力ーソル A/ V/</> を使って選ん 
だ項目の設定を変更ずる。 

四 RETURN を押すと、]つ前の画面表示に戻せ 
ます。手順4〜5を繰り返せば、複数項目を設定 
でさます。 


6 設定を終えるには岡 ON SCREEN を押 
ず。 
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スピーカーのパラメーター設定 



スピーカー 設定項目 


自動測定 

自動でスピーカー設定を最適化します。 

手動設定 

手動でスピーカーのパラメーターを調整します。 


I 自動でスピーカー設定を測定する 

自動測定 

YPAO を使って自動的にスピーカー構成を最適化します 
(豚簡易ガイド、 P .27)。 

I 手動でスピーカー設定を変更する 


手動設定 

手動で次のノ（ラメーターび設定でさます。 


パワーアンプ割 

0 当て 

一覧からお好みのスピーカー構成を選んで設 
定します。 

構成 

スピーカーの大ささの設定や、低音域成分の 
下限周波数を設定など、手動でスピーカー設 
定を調整します。 

距離 

スピーカーごとに IJ スニングポジションとの 
距離を設定し、各スピーカーの音び同時に IJ 
スニングポジションに届くよう調節します。 

音量 

本機に接続されているスピーカーごとに音量 
を調節します。 

パラメトリック 

EQ 

本機に搭載されたイコライヴーを使って音色 
を調節します。 

テスト!-ーン 

テストI-ーン出力のオン/オフを切り替えます。 


I スピーカー構ぶを本機に割り当てる 

パワーアンプ割り当て 


本機では通常の 7.1 チヤンネルのスピーカー接続に加えて、プ 
レゼンススピーカー、バイアンプ接続、ゾーン2機能を使う 
ことによりさらに多様なスピーカー構成び可能です。 


7 ch Normal 

7 チャンネルのスピーカーを使用する場合に 
選びます。また、 7 チャンネルのスピーカー 
構成にプレゼンススピーカーを加える場合 
や、己チャンネルのスピーカーを使用する場 
合をこの設定を選びます簡易ガイド)。 

7 ch +1 Z 0 NE 

7 チャンネルのスピーカーをメインルームで 
使用し、さらに別の部屋（ゾーン 2) でス 
ピーカーを使用する場合に選びます 

(防 P. 1 己）。 

已 chBI-AMP 

左ちのフ□ントスピーカーをバイアンプ接続 
して、己チャンネルのスピーカーを使用する 
場合に選びます（防 P.] 己）。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


I スピーカー の各種 パラメーター を手動設定する 

構成 

パラメーターを手動で設定して、スピーカーの出力特性を調整します。 

「構成」メニューには、スピーカーの大ささ（大またはル）を設定するパラメーターびありま 
す。「ル」に設定したスピーカーの低音域は、サブウーファー（サブウーファーび無効な場合 
はフ□ントスピーカー）から出力されます。目安としてご使用になるスピーカーのウーファー 
部□径び] 6 cm 似上の場合は「大」、 ] 目 cm 未満の場合は「ル」に設定してください。 


設定項目 1 

1 設定値 

フ□ント 

フ□ントスピー 
カーのサイズを選 
択します。' を1 

大 

フ□ントスピーカーび大きい場合に選択します。 

フ□ントチヤンネルの全帯域びフ□ントスピー 
カーから出力されます。 

サブウーファーを接続していない場合は、自動 
的に「大」び選択されます。 

ル 

(初期設定） 

フ□ントスピーカーびルさい場合に選択します。 

フ□ントチヤンネルの低音域の音声は、サブ 
ウーファーから出力されます。' を2 

センター 

センタースピー 
カーのサイズを選 
択します。 

大 

センタースピーカーび大さい場合に選択します。 
センターチヤンネルの全帯域びセンタースピー 
カーから出力されます。 

ル 

(初期設定） 

センタースピーカーびルさい場合に選択しま 
す。' を2 

化 

センタースピーカーを接続していない場合に選択 
します。センターチヤンネルの音声はフ□ントス 
ピーカーに振り分けられます。 

サラウンド 

サラウンドスピー 
カーのサイズを選 
択します。 

大 

サラウンドスピーカーび大さい場合に選択しま 
す。サラウンドチヤンネルの全帯域びサラウンド 
スピーカーから出力されます。 

ル 

(初期設定） 

サラウンドスピーカーびルさい場合に選択しま 
す。' を2 

化 

サラウンドスピーカーを接続していない場合に選 
択します。再生ソースのサラウンドチヤンネルの 
音声はフ□ントスピーカーに振り分けられま 
す。 'を3を4 


設定項目 1 

1 設定値 

サラウンド 

バック 

サラウンドバック 
スピーカーのサイ 
ズを選択します。 

'を5 ' を巨 

大 1 台 

大さいサラウンドバックスピーカーを]つ接続 
している場合に選択します。 

大 2 台 

大さいサラウンドバックスピーカーを2つ接続 
している場合に選択します。 

ル 1 台 

ルさいサラウンドバックスピーカーを]つ接続 
している場合に選択します。' を2 

ル 2 台 
(初期設定） 

ルさいサラウンドバックスピーカーを2つ接続 
している場合に選択します。'を 2 


サラウンドバックスピーカーを接続していない場 
合に選択します。サラウンドバックチヤンネルの 
音声はサラウンド L / R スピーカーおよびサブ 
ウーファー（ない場合はフ□ントスピーカー ） に 
振り分けられます。 

フ□ントプ 
レゼンス 

フ□ントプレゼン 
ススピーカーの有 
無を設定します。 

使用する 
(初期設定） 

フ□ントプレゼンススピーカーを接続している 
場合に選択します。 

使用しない 

フ□ントプレゼンススピーカーを接続していな 
い場合に選択します。 

サブウー 
ファー 

サブウーファーの 
有無を設定しま 
す。また低音び物 
足りないとさや 
はっさりしないと 
さに、サブウー 
ファーの位相を調 
節して音像をはっ 
さりさせます。 

使用する 
(初期設定） 

サブウーファーび接続されているとさに選択し 
ます。再生ソースの LFE (低域効果音）チヤン 
ネルの音声と、他のスピーカーから振り分けら 
れた低音域の音声びサブウーファーから出力さ 
れます。' を7 

また、低音び物足りないとさやはっさりしない 
とさに、サブウーファーの位相を調節して音像 
をはっさりさせます。 

正相 

サブウーファーの位相を反転しません。 

逆相 

サブウーファーの位相を反転します。 

使用しない 

サブウーファーを接続していないとさに選択し 
ます。サブウーファーから出力される低音域の 
音声は、フ□ントスピーカーから出力されます。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー; 


設定項目 1 

1 設定値 

エクストラ 
ベース 

フ□ントチヤンネ 
ルの低音域の音声 
をヴブウーファー 
で再生するか、ヴ 
ブウーファーとフ 
□ントスピーカー 
の両方で再生する 
かを設定します。 

オフ 

(初期設定） 

フ□ントスピーカーの大きさに応じて、フ□ント 
スピーカーまたはサブウーファーのどちらか一方 
から低音域の音声び出力されます。 

オン 'を'8 

サブウーファーとフ□ントスピーカーの両方から 
低音域の音声び出力されます。 

低音ク□ス 
才ーノ、一 

サイズび「ル」に 
設定されたスピー 
カーから出力され 
る、低音域成分の 
下限周波数を設定 
します。 

40 Hz 、 

巨 OHz 、 

80 Hz 

(初期設定)、 

90 Hz 、 

100 Hz ' 

1 lOHz 、 

120 Hz 、 

160 Hz 、 

200 Hz 

設定値よりち低い周波数の音声は、サブウー 
ファーまたはフ□ントスピーカーから出力されま 
す。' お9 


'を 1 :「サブウーファー」び「使用しない」の場合は、「大」のみ選択でさます。フ□ントスピーカー 
のサイズび「ル」のとさに「サブウーファー」を「使用しない」に切り替えると、自動で「大」 
に切り替わります。 

'を 2 : 「低音ク□スオーバー」を設定するとサブウーファーへ送られる低音の周波数帯を設定でさます。 

'を3: 「無」に設定した場合、実際にスピーカーび接続されていてを、サラウンドスピーカー（および 
サラウンドバックスピーカー）から音声は出力されません。 

'を4: 「無」に設定されている間、サウンドプ□グラムびバーチャルシネマ DSP モードに切り替わります。 

'を5: サラウンドスピーカーび無効な場合、サラウンドバックスピーカーは自動で「無」に切り替わ 
ります。 

'を 巨：再生ソースに含まれるサラウンドバックチャンネルの音声は、ここで設定した内容に応じて 
1つにミックスされたり (6.1 チャンネルの場合)、サラウンドスピーカーへと振り分けられた 
り (5.1 チャンネルの場合）して出力されます。 

'を7 :「エクストラベース」の設定を変更すると、サブウーファーとフ□ントスピーカーの両方から低 
音域の音声を出力でさます。 

'を8: 「サブウーファー」を「使用しない」に設定した場合や「フ□ント」を「ル」に設定したとき、 
「オン」は選択でさません。 

'を9 :お使いのサブウーファーび音量やク□スオーバー周波数の調節機能を装備している場合は、ヴ 
ブウーファー側のク□スオーバー周波数を最大に設定し、音量を約半分（または半分よりやや 
ルさめ）に調節してください。 


I スピーカーの設置間隔を手動で設定する 


距離 

スピーカーごとに IJ スニングポジシヨンとの距離を設定し、各スピーカーの音び同時に U スニ 


ングポジションに届くよう調節します。 


設定単位を選ぶには 

四カーソル A / ▽を使って単位（メートル（初期設定）またはフィート）を選択し、四 ENTER 


を押します。 


各スピーカーの間隔を設定するには 

四カーソル A / ▽ を使って設定したいスピーカーを選択し、四 ENTER を押します。そのあ 
と四 力ーソル づ/ 1> を使ってスピーカーと U スニングポジションの間隔を設定します。 


設定節囲 

0.30 m 〜24.0 m (1.0 け〜 80.0 け） 

初期設定 

3.00 m (10.0 ft ) 

(フ□ント左/フ□ントち/センター/サラウンド左/サラウンドち/サラウン 
ドバック左/サラウンドバックち/フ□ントプレゼンス左/フ□ントプレゼン 
スち/サブウーファー） 

設定単位 

0.0己 m (0.2 ft ) 


I スピーカーごとに音量を調節する 

音量 

本機に接続したスピーカーごとに音量を調節します。 

音量を調節するには 

四 力ーソル A / ▽を使ってスピーカーを選択し、四 ENTER を押します。そのあと 
四 力ーソル づ/ 1> を使って音量を調節します。 

音量を調節する際は、よくお使いになる入カソースを再生して、実際に出力される音量を確か 
めなびら微調整することをおすすめします。 


設定節囲 

-10.0 服〜 +] 0.0 服 

初期設定 

0.0 服 

(フ□ント左/フ□ントち/センター/サラウンド左/サラウンドち/サラウン 
ドバック左/サラウンドバックち/フ□ントプレゼンス左/フ□ントプレゼン 
スち/サブウーファー） 

設定単位 

0.己服 
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岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


詳細機能を設定ずる（設定メニュー; 


I イコライザーを使って音色を調節する 

パラメトリック EQ 


パラメト U ックイコライヴーを使つて音色を調節します。 


設定項目 

設定値 

PEQ 選択 

使用するイコ 
ライヴーの種 
類を選びます。 

手動編集 

手動でイコライヴーを調節します。詳 
しくは「手動でイコライヴーを調節す 
るには」をご覧ください。 

フラット 

各スピーカーの特性を均一（フラット） 
にします。 

フ□ントに 
近似 

フ□ント左/ちスピーカーの特性に、 

各スピーカーの特性を合わせます。 

ナチュラル 

すべてのスピーカーの音質を、高域特 
性を下げた状態に揃えます。高域びさ 
つく聞こえるときに設定してください。 

使用しない 

イコライヴーを使用しません。 

PEQ データ 
コピー 

「自動測定」 

で得られた3 
種類のパラメ 
卜 U ックイつ 
ライヴータイ 
プの中から] 
種類を選んで 
手動編集エ U 
アにコピーし 
ます。 

フラット> 
手動編集 

パラメトリックイコライヴー「フラッ 
卜」の値を手動編集エ U アにコピーし 
ます。 

フ□ント> 
手動編集 

パラメト U ックイコライヴー「フ□ン 
卜」の値を手動編集エ U アにコピーし 
ます。 

ナチュラル 
>手動編集 

パラメト U ックイコライヴー「ナチュ 
ラル」の値を手動編集エリアにコピー 
します。 

フ□ント左/ 

フ□ントち/ 
センター/ヴ 
ラウンド左/ 
サラウンドち 
/サラウンド 
バックを/ヴ 
ラウンドバッ 
クち/フ□ン 
トプレゼンス 
左/フ□ント 
プレゼンスち 

各スピーカー 
の音響特性を 
手動で編集し 
ます 。 「PEQ 
選択」で「手 
動編集」を選 
択してくださ 
い。言た疋方ぶ 
については、 
「手動でイコラ 
イヴーを調節 
するには」を 
ご覧ください。 

バンド/ 

ゲイン 

バンドを選択し、ゲインを調節します。 
バンドは#]〜#7の7つから選びま 
す。それぞれのパンドは、あらかじめ 
中む周波数び設定されています。 

周波数/ 

ゲイン 

中む周波数とゲインを調節します。 

中む周波数は、 #] 〜#4のバンドで 
は31 .3 Hz -1 6.0 kHz . #5 ~ #7 
のバンドでは己00.0 Hz 〜] 6.0 kHz 
の範囲で選べます。 

Q / ゲイン 

周波数帯域の帯域値とゲインを調節し 
ます。 

帯域値は、0.己00〜] 0.080の範囲 
で選べます。 

リセット 

各スピーカーの特性を初期設定状態に 
扶します。 
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• 手動でイコライザーを調節するには 


1因]力ーソル A / ▽を使って調整したいスピーカーを選びの ENTER 
I を巧ず。 


2 因]力ーソル A /▽を使って「バンド/ゲイン」、 r 周波数/ゲイン」 
または 「 Q / ゲイン」を選び因] ENTER を巧ず。 


3 因]力ーソル づ / ^を使ってパラメーターを調節し、 

因]力ーソル A / ▽ を使ってゲインを調節ずる。 

ゲインはそれぞれのパラメーターのレベルの強さを表します。日.己 d 巳ご 
とに、 - 20.0 CI 巳〜+目. Od 巳の範囲で調節でさます。 



4因] ENTER を巧して編集画面を閉じる。 


I ；手順！〜3を繰り返して他のパラメーターを調節する。 


各スピーカーの設定を初期設定に戻すには、 「 IJ セット」の「はい」を選 
んで四 ENTER を押して<ださい。 


調整び終わった5、岡 ON SCREEN を巧して設定を終了ずる。 



































I テストトーンを出力する 

テスト!-ーン 


テスト I -ーン出力のオン/オフを切り替えます。 


設定値 

説明 

オフ（初期設定） 

テストトーンを出力しません。 

オン 

テストトーンを出力します。 


テスト I -ーンは本機を設定するさまざまな状況で使用でさます。たとえばスピーカーごとに 
音量 調整する場合.目 3) や、パラメト IJ ツクイコライヴーを調節するとさにテスト!-一 
ンを出力すれば、実際の効果を確認しなびら設定でさます。設定を「オフ」に戻すか、セツ 
トアップメニューを終了すると、テスト I -ーンの出力を停止でさます。 


音声出力の設定 


立ちミ几み 

曰ド跃ぶ 



設定項目 1 

設定値 

リップシンク 

ミ凡み 

な疋 

映像と音声の 
出カタイ三ン 
グのずれを調 
節します。 

自動補正 

映像/音声のタイ三ング自 
動補正（オート U ップシン 
ク）に対応しているテレビ 
と本機を HDMI 接続してい 
る場合に、出カタイミング 
を自動で補正します。 

テレビ側び自動補正機能に対応して 
いる場合に選びます。必要であれば 
補正時間を微調節でさます。 



手動補正 

補正時間を手動で調整しま 
す。テレビ側びオー hU ッ 
プシンクに対応していない 
場合に設定している場合に 
使用します。 

0 ms 〜 

2 已 0 ms 

(1ms 単位） 

初期設定 0 ms 


設定項目 1 

1 設定値 

ダイナ三ック 
レンジ 

Dolby Digital や DTS 信号を再生した場合 
に、ダイナ三ックレンジを調節する方法を 
選びます。 

最大 

(初期設定） 

入力された信号を補 
正せず、そのまま再 
生します。 

標準 

一般的な家庭用とし 
て推奨するダイナ 
ミックレンジで再生 
します。 

最小/自動 

爆ル） Dolby 
TrueHD 信号!^ツ外の 
ビットスト U —ム信号 
再生時に、夜間やル音 
量でを聴さやすいダイ 
ナミックレンジに調節 
します。 

伯動） Dolby 
TrueHD 信号再生時 
に、入力信号からの情 
報に基づいてダイナ 
ミックレンジを調節し 
ます。 

音量の上限 

誤って音量び上びりすざないよラに、最大 
音量を設定します。初期設定 (+16.5 dB) 
では、最大音量まで出力でさます。 

-30.0 犯〜 

+ 15.0 犯、 

+ 16.5 dB 

(単位日. 0 dB) 

初期設定 
+ 16.5 dB 

音量の初期値 

電源をオンにした直後の音量を設定します。 
「オフ」に設定した場合は、前回電源をスタ 
ンバイにしたとさの音量び適用されま 
す。' を'1 

オフ、 

こ - L — K 

-80 dB - 
+ 16.5 dB 

(単位日. 0 dB) 

初期設定オフ 

Adaptive 

DSP Level 

本機の音量と DSP レベルを連動して調節 
します。音量をルさくすると、 DSP レベル 
は自動的に強くなります。 

オフ 

DSP レベルを自動 
的に調節しません。 

オン 

(初期設定） 

DSP レベルを自動 
的に調節します。 


'を 1:「音量の上限」の設定値び「音量の初期値」の設定値よりをルさい場合、「音量の上限」の設定 
び優先されます。 



音 S のな»值 


詳細機能を設定する（設定メニュー 


IS 神叫か 


65 Ja 















詳細機能を設定する（設定メニュー) 


映像出力の設定 


映像設定 



I アナ□グ端子巧の映像信号を変換する 


アナ□グ端子間変換 

アナ□グ端テ間のビデオコンバージョン機能をオン/オフします（コンポーネント、 D 4 ビデ 
才、ビデオ端テ)。 


設定値 

説明 

オフ 

アナ□グ端子間の映像信号変換を無効にします。 

オン（初期設定） 

アナ□グ端子間の映像信号変換を有効にします。 


• HDMI 入力端テに映像信号を入力している、または ] 日8日 P アナ□グ映像信号を入力して 
いる場合 iU 外、アナ□グから HDMI へのビデオコンバージョン機能は常に有効です。 

• 走査線48日と已7目ををつ映像信号を相互に変換することはでさません。 

• 48 日 P 、 ] 日 8 日し 72 日 P 信号は VIDE 日 MOMT 日 R OUT 端テから出力され ません。 

• 変換された映像信号は 、 MONITOR OUT 端テへのみ出力されます。 

• 外部機器を使って録画するとさは、再生機器と同じ種類の映像接続を行ってください。 

• 特殊な映像信号を出力する機器（ゲーム機など）を本機のコンポジットビデオ端テに接続 
した場合、映像び正しく出力されなかったり、信号び変換されなかったりすることびあり 
ます。このよラな場合は「アナ□グ端テ間変換」を「オフ」に設定してください。 


I HDMI 信号変換時の解像度とアスぺクト比を設定する 


信号処理 

HDMI 端テから入力した映像信号の解像度やアスぺクト比を処理します。 


設定値 

内容 

オフ（初期設定） 

HDMI 入力信号を処理しません。 HDMI 入力信号に対する「解像度」および「ア 
スペクト」の設定は無効になります。 

オン 

HDMI 入力信号を処理します。「オン」を選択すると、次に HDMI 入力信号に対 
する「解像度」および「アスペクト」の設定画面に移ります。 


「信号処理」を「オン」に設定すると、「解像度」および「アスペクト」の設定びでさます。 


設定項目 1 

1 設定値 

解像度 

映像入力信号を HDMI OUT 
端子から出力するとさに解像 
度を変換します。 

各入力信号はしツ下の信号に変 
換でさます。 

. 4801 ^ 480 P / 720 P / 
]080ン]08 Op 
• 48 Op 一 720 P /108 CH / 

] 08 Op 

自動判別 
(初期設定） 

出力先のテレビの解像度に応じて自 
動で信号を変換して出力します。 

48 Op 

480口信号に変換して出力します。 

72 Op 

720口信号に変換して出力します。 

108 Oi 

108 Oi 信号に変換して出力します。 

108 Op 

108 Op 信号に変換して出力します。 

変換しない 

解像度を変換せずにそのまま出力し 
ます。 

アスペクト 

映像入力信号を HDMI 日 UT 
端子から出力するとさに、縦 
横比（アスぺクト比 ） 4 : 3 
の映像信号を ] 日：9に変換 
します。 

変換しない 
(初期設定） 

縦横比を変換せずに、元の比率で映 
し出します。 

1巨： 9 
ノ ー7 ル 

テレビ画面の左ちに黒い帯をつけ 
て、4 : 3の映像を ] 目： 9のテ 
レビで最適な映像になるよラに出 
力します。 


• 解像度720 P /1 日8日 i /1 日 80 p の 映像信号は アップスケーリングできません（豚 P .86)。 

• 本機とテレビび HDMI 接続されているとさ、本機はテレビで対応する解像度を検出して、対 
応する解像度のみを設定値として表示します。 

• 本機びテレビで対応する解像度を検出でさないとさは、アドバンスドセットアップメ 
ニューの 「 M 日 N . CHK 」 でに KIP 」 を選んでから解像度の設定を行ってください（呵3.7目)。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー; 


HDMI の設定 


HDMI 設定 



設定項目 1 

1 設定値 

HDMI コント 
□-ル 

HDMI コント□ール機能の 
オン/オフを切り替えます。 
HDMI コント□-ル機能に 
ついては、 r ⑥ テレビのリモ 
コンで本機を操作する」 

簡易ガイド）をご覽くださ 
い。 

オフ 

HDMI コント□-ル機能を 
オフにします。 

オン（初期設定） 

HDMI コント□-ル機能を 
オンにします。' を'1 

HDMI コント□-ル機能に 
対応しない HDMI 機器を接 
続している場合、設定を才 
ンにしてを効果はありませ 
ん。 

コント□ール 
選択 

HDMI コント□-ル機能を 
割り当てる HDMI OUT 端 
子を選びます。 HDMI コン 
卜 □ール機能の設定方法に 
ついては 「テレビの音芦を 
本機で聴く」 （^ p .]8) を 
ご覽ください。 

0 UT 1 ( TV 1) 

(初期設定） 

HDMI OUT 1端子に 

HDMI コント□-ル機能を 
割り当てます。 

0 UT 2 ( TV 2) 

HDMI 日 UT 2端子に 

HDMI コント□-ル機能を 
割り当てます。 

ARC (才一 
デイ オ U 夕一 
ンチヤンネ 
ル） 

オーディオ IJ ターンチヤン 
ネル機能のオン/オフを選 
択します。 

オーディオ U ターンチヤンネ 
ル機旨旋使ってテレビの音声 
を入力する方法は、 「HDMI 
コント□—ル機能および才一 
ディ オリ 夕ーンチヤンネル機 
能に対応しているテレビ」 

(防 P .18) をご覧ください。 

オフ（初期設定） 

オーディオ IJ ターンチヤン 
ネル機能をオフにします。 

オン 

オーディオ IJ ターンチヤン 
ネル機能をオンにしま 
す。' を3 

TV 音声入力 

HDMI コント□-ル機能を 
オンにした際、テレビの音 
声を入力する入カソースを 
選びます。テレビ側びオー 
ディオ U ターンチヤンネル 
機能に対応している場合は、 
ここで選んだ入カソースに 
テレビの音声び入力されま 
す。 を3 'を4 

TV 1 

AV 1 〜 AV 巨 
(初期設定 

AV 4) 

テレビの音声入力用として 
AV 1- 目のいずれか]つを 
割り当てます。 

TV 2 

AUDI 01 〜 
AUDI 02 

テレビの音声入力用として 
AUDI 日 1-2 のいずれか]つ 
を割り当てます。 

AV 1 〜 AV 巨 
(初期設定 AV 1) 

テレビの音声入力用として 
AV 1- 日のいずれか1つを 
割り当てます。 


設定項目 1 

1 設定値 

音声出力 

HDMI 1- 己端子から入力さ 
れた音声を、本機から出力 
するか 、 HDMI OUT 1/ 
HDMI 日 UT 2端子に接続 
したテレビから出力するか 
を選択します。 

アンプ 

オフ 

本機に接続したスピーカー 
から音声を出力しません。 

オン 

(初期設定） 

本機に接続したスピーカー 
から音声を出力します。外 
部機器からは、本機で再生 
可能なフオーマツトで音声 
び出力されます。 

0 UT 1 

オフ 

(初期設定） 

本機の HDMI OUT 1端子 
に接続したテレビから音声 
を出力しません。 

オン 

本機の HDMI OUT 1端子 
に接続したテレビから音声 
を出力します。外部機器か 
らは、テレビで再生可能な 
フオーマツトで音声び出力 
されます。 

0 UT 2 

オフ 

(初期設定） 

本機の HDMI OUT 2端子 
に接続したテレビから音声 
を出力しません。 

オン 

本機の HDMI OUT 2端子 
に接続したテレビから音声 
を出力します。外部機器か 
らは、テレビで再生可能な 
フオーマツトで音声び出力 
されます。 

スタンバイス 
ルー 'を'2 

本機びスタンバイのとさ 
に、 HDMI 端子のいずれか 
から入力された映像/音声 
をテレビへ出力します（ス 
タンバイスルー機能)。' を5 

オフ 

スタンバイスルー機能を無 
効にします。 

オン 

HDMI 入力に入力された映 
像/音声をテレビへ出力し 
ます。 

スタンバイ中はリモコンの 
团 HDMIl - 己 または 
团 V-AUX を使ってテレビ 
へ出力される HDMI 入力を 
切り替えることを巧能です。 
スタンバイ中に HDMI 入力 
び切り替わると、 HDMI ス 
ルー / iP 日 d チャージインジ 
ケーターび2回点滅します。 


'を1: HDMI コント□ールをオンにすると、スタンバイスルー機能を自動でオンになります。本機び 


スタンバイのとをは、最後に選ばれた HDMI 入力の映像/音声びテレビへ出力されます。 

'を2: 「 HDMI コント□ール」のオン/オフ設定によって表示/非表示び変わります。 

'を3 :オーディオ U ターンチャンネル機能び有効になっている間は、 「 TV 音声入力」で選択した入力 
端子は使用でさません。 

'を4 :テレビの音声を入力する方法は、 「テレビの音芦を本機で聴く」 （防 P .18) をご覧ください。 

'を已：スタンバイスルーびオンのときは、フ□ントパネルの HDMI スルー/ iPod チャージインジケー 
ターび点打します。スタンバイスルー中は、 ]〜3 W の電力を消費します。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


マルチゾーン機能を設定する 本機をより便利に巧5ための設定 


マルチゾーン設定 



I ゾーン 2 の音量を調節する 


ゾーン2設定 


設定項目 1 

設定値 

初期設定 

音量の上限 

誤って音量び上びりすざないよラに、 
ゾーン2の最大音量を設定します。初 
期設定 (+16.5 dB ) では、最大音量 
まで出力でさます。 

一 30.0 d 巨〜 +16.5 dB 
逆位 0 .已犯） 

] 目.己服 

音量の初期値 

ゾーン2の電源をオンにした直後の音 
量を設定します。「オフ」に設定した場 
合は、前回電源をスタンバイにしたと 
さの音量び適用されます。' を 1 

オフ、ミユート、 

-80.0 〜 +1 目.已 d 目 
禅位 0 .已犯） 

オフ 


'を1 :「音量の上限」の設定値び「音量の初期値」の設定値よりをルさい場合、「音量の上限」の設定 


び優先されます。 

I パーテイーモードを設定する 


ノ く —— アイ — E— スピ 

パーティーモードにすると、メインゾーンで再生中の音楽を同時にゾーン2で楽しむことびで 
さます （^ p .78)。 「対象；ゾーン2」を選んでから、「無効」か「有効」を選んでください。 


設定値 

内容 

無効 

パーティーモー ド 中にゾーン2に音声び出力されません。 

有効（初期設定） 

パーティーモー ド 中にゾーン2に音声び出力されます。 


フアンクシヨン設定 



オー トパワ ー ダウン 


設定項目 1 

1 設定値 

タイ 7 - 

本体や U モコンを長時間操作しなかつ 
たときに、自動で本機をスタンバイに 
します（オートパワーダウン機能)。 
初期状態ではオフに設定されています 
び、スタンバイまでの時間を設定する 
ことで機能を有効にできます。' を 1 

4 時間 

4時間未操作の状態び続いた 
ときスタン八'イになります。 

8 時間 

8時間未操作の状態び続いた 
ときスタンパイになります。 

12 時間 

12時間未操作の状態び続い 
たときスタンパイになります。 

オフ 

(初期設定） 

オートパワーダウン機能を無 
効にします。 


'を1:才ートノのーダウン機能を有効にした場合、スタンバイへ移行する30秒前から、フ□ントパ 
ネルディスプレイに残り時間び表示されます。スタンバイへの移行を中止したい場合は、残り 
時間びゼ□になる前に本体または U モコンを操作してください。 


表示設定 


フ□ントパネルディスプレイやテレビ画面の表示方法を設定します。 


設定項目 1 

1 設定値 

本ィ様示器説 

フ□ントパ 
ネルデイス 
プレイ表示 
の明るさ 
や、スク 
□ ール表术 
の方法を設 
定します。 

明るさ 

フ□ントパネルデイス 
プレイの明るさを設定 
します。設定値をルさ 
くするほどフ□ントパ 
ネルディスプレイの表 
示び暗 < なります。 

-4 〜〇 

初期設定0 

スク□ール表示 

曲名や放送局名などびフ 
□ントパネルディスプレ 
イに表示されるときに、 

] 4文字を超える場合の 
表示方法を設定します。 

継続 

(初期設定） 

すべての文字をスク□ールし 
なびら、繰り返し表示します。 

1 回 

すべての文字を一度スク□ール 
して表示したあと、スク□ール 
を停止し、最初の文字から]4 
文字目までを表示します。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー; 


設定項目 

設定値 

壁紙設定 

映像び入力されていないとさに表示 
する、壁紙を選びます。 

ピクチャー 

1 〜 3 

映像び入力されていないとさ 
に、背景画像び表示されます。 

グレー 

映像び入力されていないとさ 
に、背景びグレーー色になり 
ます。 


トリガー出力 


TRIGGER OUT 端テに接続した機器のコント□-ル機能に関する設定をします 。 TRIGGER 
日 UT 端テについて詳しくは、2目ページをご覧ください。 


設定項目 

設定値 

卜 U ガーモード 

卜 U ガー機能によつて本機と外部機 
器を連動させる動作を選びます。 

パヮー 

本機の電源をオンにしたとさ 
に電気信号を出力します。 

ソース 

入カソースを切り替えたとさ 
に電気信号を出力したり、出 
力を停止したりします。 

手動 

手動で電気信号を出力したり、 
出力を停止したりします。 

対象ゾーン 

トリ ガー機能で動作を連動させる 
ゾーンを選びます。 

「卜 U ガーモード」で「パワー」を設 
定している場合は、選択したゾーン 
の電源をオンにしたとさに電源信号 
を出力します。 

「卜 U ガーモード」で「ソース」を設 
定している場合は、選択したゾーン 
の入カソースを切り替えたとさに電 
気信号を出力します。 

メイン 

メインゾーンの動作に連動し 
て電気信号を出力します。 

ゾーン 2 

ゾーン2の動作に連動して電 
気信号を出力します。 

全ゾーン 
(初期設定） 

メインゾーンやゾーン2の動 
作に連動して電気信号を出力 
します。 

対象ソース 

入カソースの切 
り替えによって、 
電気信号を出力 
したり、停止し 
たりします。 

本項目を設定す 
るには、「卜 IJ 
ガーモード」を 
「ソース」に設定 
する必要びあり 
ます。 

入カソース 

HDMI 1- 己、 

AV 1-6、 

VIDEO AUX 、 
チューナー、 

AUDIO 1-2、 

DOCK 、 

マルチ CH 入力 

□— 

本項目で選んだ「対象ソース」 
を入力選択したとさに、電気 
信号の出力を停止します。 

ノ、イ 

(初期設定） 

本項目で選んだ「対象ソース」 
に入力選択したとさに、電気 
信号び出力します。 

手動設定 

手動で、電気信号を出力したりでさ 
ます。 

この設定は TRIGGER OUT 端子に 
接続している外部機器の卜 U ガー機 
能び適切に動作するか確認したいと 
きに行います。 

□— 

電気信号の出力を停止します。 

ノ、ィ 

(初期設定） 

電気信号を出力します。 


設定保護 


誤操作によって設定値び変更されないよラ、セツトアップメニューの設定を保護します。 


設定値 

内容 

しない 

(初期設定） 

設定を保護しません。 

する 

「しない」に再設定するまでセットアップメニューの設定を保護します。「する」 

に設定している間、設定変更しよラとすると「保護されています」と表示され、 
操作び禁止されます。 


表示言語の選択 


表示言語 



テレビ画面に表示する言語を切り替えます。'を 1 


設定値 

内容 

English 

表示言語を英語に変更します。 

曰本語（初期設定） 

表示言語を曰本語に変更します。 

Frangais 

表示言語をフランス語に変更します。 

Deutsch 

表示言語をドイツ語に変更します。 

Espanol 

表示言語をスペイン語に変更します。 

PyccKi / ii/i 

表示言語を□シア語に変更します。 


'を1 :フ□ントパネルディスプレイの表示は英語のみです。 
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岡 ON SCREEN 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 


本機の設定情巧を巧認ずる【情巧メニコ 


本機の設定情報をテレビ画面に表示します。 


情報メニューの表巧 


1岡 ON SCREEN を巧す。 



2 の力ーソル A / ▽ を使って「情報」を選び 
因] ENTER を押ず。 



3 因]力ーソルづ/ ^を使って表示させたい情 
報を選んで四 ENTER を巧ず。 



■音声信号 


音声信号のフ オーマツ ト、チャンネル数やサンプ U ン 
グ周波数などの情報を表示します。 


信号方式 

フオーマットを表します。本機び 
デジタル信号を認識でさないとさ 
は、自動的にアナ□グ入力に切り 
替わります。 

ヴンプ U ング 

アナ□グ信号をデジタル信号化す 
るとさの、]秒あたりのサンプル 
数を表します。 

チヤンネル 

入力信号に含まれているチヤンネ 
ル数を表します（フ□ント/サラ 
ウンド/ LFE )。 例えば、入力信 
号にフ□ント3チヤンネル、サラ 
ウンド2チヤンネル、 LFE び含ま 
れている場合は、「3/2/0.1」と 
表术されます。 

ビツトレート 

入力信号の]秒あたりのデータ量 
を表します。 

ダイア□ーグ 

ビットスト U —ム信号のダイア □ 
グノーマライゼーシヨンレベルを 
表します。 


• 本機び情報を正しく表示でさない場合は、 

「-」と表示されます。 

• 次世代オーディオフオーマットでは、独立した 
サラウンドバック左/ちチャンネル信号を含ま 
ずに、 ] 92 kHz のビットレートでエンコードさ 
れている場合びあります。 

• ビットスト IJ ーム信号をそのまま出力するよラ 
に設定していてを、再生機器によってはドル 
ビー TrueHD やドルビーデジタルプラス信号び 
ドルビーデジタル信号に変換されたり、 DTS - 
HD マスターオーディオや DTS - HD 八イレゾ 
IJ ューシヨンオーディオ信号び DTS 信号に変 
換されたりすることびあります。 


I ビデオ信号 


映像信号の方式や解像度などの情報を表示します。 


HDMI 信号 

映像入力信号と 、 HDMI OUT 端 
子から出力している映像信号を表 
します。 

HDMI 解像度 

入力信号（アナ□グまたは HDMI ) 

と出力信号 ( HDMI ) の解像度を 
表します。 

アナ□グ解像度 

映像入力信号と、本機の 

MONITOR OUT 端子から出力さ 
れるアナ □ グ映像信号の解像度を 
表します。 

HDMI エラー 

HDMI 信号や HDMI 機器に関する 
エラーを 表します。（防 P .81) 


I HDMI モニタ 

HDMI OUT 1-2 端テに接続しているテレビの情報 


を表 7 J \ します。 

インター•フェース 

HDMI 接続しているテレビのイン 
ターフェースを表示します。 

ビデオ解像度 

HDMI 接続しているテレビのビデ 
才解像度を表示します。 

1システム 


本機のシステム情報を表示します。 

リモート ID 

本機に設定している U モコン1□番 
号を表示します。 

TV フォーマット 

本機び対応している映像規格を表 

71^ しぶす。 

1ゾーン 


ゾーンの設定を表示します。 

入力 

ゾーン 2 に設定している入カソー 
スを表 7 JT します。 

な百 

曰里 

ゾーン2の音量を表示します。 
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) の 


C 回固 ( 

_ 了 TV VOL て JtV ChT 

圓 B B 


图 SOURCE の 
画入カソース選択キー 
四力ーソル A / V /</> 
四 ENTER 
四 RETURN 
回か部機器操作キー 
匹] DISPLAY 
圆 数字キー 
圆 TV 操作キー 
圆 SOURCE/RECEIVER 


本機のリモコンでさまざまな機器を操作ずる 


外部機器操作用のコード （ IJ モコンコード）を登録すれば、本機の IJ モコンを使ってテレビや DVD プレーヤーなどの外部機器を操作できます。 

IJ モコンコードは入カソースごとに登録できます。個別に設定しておけば、選択した入カソースに応じて操作可能な機器びスムーズに切り替わります。 


外部機器を操作した後に、 IJ モコンを使って本機を 
操作でさない場合は、圆 SOURCE/RECEIVER 

を押してオレンジに点なさせてから再度操作して 
<ださい。 


y モコンコード設定 


工場出荷時には、いくつかの入カソースに次の IJ モコ 
ンコードび割り当てられています。また、入カソース 
ごとに、新たに U モコンコードを登録することをでさ 
ます。登録する U モコンコードについては、「リモコ 
ンコードー覧」（豚 P .74) をご覧ください。 


入カ ソース 

初期設定 

カテゴリー 

メーカー 名 

リモコン 

コード 

HDMI 1 

DVD 

プレーヤー 

Yamaha 

2064 

HDMI 2 

— 

— 

— 

HDMI 3 

— 

— 

— 

HDMI 4 

— 

— 

— 

HDMI 5 

— 

— 

— 

AV 1 

— 

— 

— 

AV 2 

— 

— 

— 

AV 3 

CD 

プレーヤー 

Yamaha 

己09己 

AV 4 

— 

— 

— 

AV 己 

— 

— 

— 

AV 6 

— 

— 

— 

AUDIO ] 

— 

— 

— 

AUDI 02 

— 

— 

— 

MULTI 

— 

— 

— 

PHONO 

— 

— 

— 

V-AUX 

— 

— 

— 

DOCK 

DOCK 

Yamaha 

己089 

TUNER 

チューナー 

Yamaha 

己08己 

(!) (圆 TV 操作 

キー）を 1 

— 

— 

— 


DOCK キーおよび TUNER キーは初期設定から変 
要でさません。 


か部機器を操作するキー 


次のキーは、外部機器側に対応するキーびあるとさ 
にのみ動作します。 


图 SOURCE の 

外部機器の電源オン/オフを切り替えます。 

四力ーソル、四 ENTER 、 四 RETURN 

外部機器のメニュー操作などをします。 

回 DISPLAY 

外部機器のディスプレイ表示などを切り替えます。 

回か部機器操作キー 

外部機器の録画/再生などの操作や、メニュー表示 
キーとして動作します。 

圆数字キー 

外部機器用の数字キーとして動作します。 


圆 TV 操作キーお1 

圆 INPUT 

テレビの映像入力を切り替えます。 

圆 MUTE 

テレビの音量を一時的に消音しま 
す。 

圆 TV VOL +/- 

テレビの音量を操作します。 

圆 TV CH +/- 

テレビのチヤンネルを変更します。 

圆の 

テレビの電源オン/オフを操作し 
ます。 


'を1:外部機器のリモコンコードを团入カソース選択キーか圆の（圆 TV 操作キー）に登録すると、次の操作び巧能です： 

•テレビの U モコンコードを性入カソース選択キーに登録すると、四力ーソル、圃数をキ ー 、圆 TV 操作キーで登録したテレビを操作できます。 

• テレビ!; I 外の外部機器の U モコンコードを团入カソース選択キーに登録した場合でを、テレビの U モコンコードを圆のに登録すると、圆 TV 操作キーで登録したテレビを 
操作でさます。 
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团入カ ソース選択キー 
团 HDM に 
团 AUDIO ! 

图 SCENE 
圆数字キー 
圆 TV 操作キー 
圆の 

圆 CODE SET 
圆 SOURCE/RECEIVER 
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本機のリモコンでさまざまな機器を操作ずる 


外部機器操作用リモコンコードの 
登録 


ここでは、 HDMI 2 端テに接続した目 D プレーヤー用 
に、 IJ モコンコード「2日]]」を登録する操作を例に 
あげ、設定ち法を説明します。 

• 次の手順はそれぞれ]分似内に操作してくださ 
し、最後に操作してから]分上経過すると、 
設定び自動で中止されます。再度設定する場合 
は、手順2からやり直してください。 

• 機器の名称や型番から、ご使用の外部機器の U 
モコンコードを設定することはでさません。「リ 
モコンコードー覧」（腐 U 74) を使って、外部機 
器のカテ 3' U — とメーカーから、使用可能な U 
モコンコードを検索してください。 

• 複数の U モコンコードびある場合は、まず IJ ス 
卜の先頭にあるコードを設定し、うまく動作し 
ない場合は似降のコードを試してください。 

• 外部機器側の IJ モコン ID び riDl 」 に設定され 
ていることをご確認ください。他の ID に変更さ 
れている場合、正常に U モコンコードび設定さ 
れていてを動作しません。 

• 赤外線受光部を持たないテレビやゲーム機は、 
本機の IJ モコンで操作でさません。 


r 「 リモコンコードー覧」（陽 P .74) を使つ 
て、ご使用になる外部機器のカテゴリーと 
メーカーを元に、使用可能なリモコンコー 
ドを探ず。 


3 リモコンの 团 HDMI 2 を巧して、入カソー 
スを HDMI 2 に切り曾える。 

降の操作をすると、ここで選んだ入カソー 
スに IJ モコンコードを登録でさます。'を1 


登録先の入カソースはリモコンの团入カソース選 
択キーで選択します。たとえば本機の U モコンで 
AUDIO ! 端テに接続した CD プレーヤーを操作した 
い場合は、手順3で团 AUDIO 1を選んでください。 


4 圆数字キーを巧してリモコンコード 
「2011」を入力する。'を2 
圆 SOURCE/RECEIVER わく 2回,点滅した 
ら登録完了です。 


• 登録に失敗した場合は、圆 SOURCE / 
RECEIVER び目回点滅します。 U モコンコー 
ドの登録をやり直すには、再度手順2から操作 
してください。 

• 複数の U モコンコードびある外部機器の場合 
は、他の U モコンコードび対応していることび 
あります。をラー度手順2から操作して他の U 
モコンコードを試してください。 


5 シーンの切り替えと連動させて BD プレー 
ヤーを操作するには、 回 SCENE を巧し 
ながら、 团 HDM にを約3秒巧し続ける。 

降は入カソースを HDMI 2 に切り替えた 
り、 HDMI 2 を登録したシーンを選ぶだけで 
外部機器び操作可能になります。 

他の外部機器を操作する場合ち、回 SCENE 
を押しなびら手順3で選んだ入カソースの 
キーを約3秒押し続けることで、同様に操作 
でさます。 


• 一部メーカーの目 D/DVD レコーダーをご使用 
の場合は、本機側の IJ モコン ID を 「 ID 2」 に変 
要しないと動作しないことびあります。 U モコ 
ンコード登録後、外部機器を操作でさない場合 
は、 U モコン ID を変更（豚 P .75) して動作確 
認してください。 

• 本機側の IJ モコン ID を変更してを、登録済みの 
外部機器操作用の U モコンコードは変更されま 
せん。 

• 外部機器操作用の U モコンコードを U モコンに 
登録している場合、乾電池を外したまましばら 
く （2 分 iU 上）放置したり、消耗した乾電池を 
そのまま入れておいたりすると、登録した U モ 
コンコードなどのメモ U —内容び消えてしまラ 
ことびあります。このよラな場合、乾電池を新 
しいをのに交換して、 IJ モコンコードを設定し 
直してください。 


2 ボールペンなどの巧の細いもので、 

圆 CODE SET を押ず。 


圆 SOURCE/RECEIVER わく 2回,点滅します。 



'が1:圆 TV 操作キーにテレビ用リモコンコードを登録したい場合は、手順3で凶の（圆 TV 操作キ ー） を押してください。 

'を2 :圆 TV 操作キーにテレビ用 U モコンコードを登録したい場合は、手順4でテレビ用のリモコンコードを入力してください。 










































登録したリモコンコードの初期化 


設定されたすベての外部機器操作用の U モコンコー 
ドを初期化して工場出荷時の状態に戻します。 

次の手順はそれぞれ]分似内に操作してください。最 
後に操作してから]分似上経過すると、設定び自動 
で中止されます。再度設定する場合は、手順]から 
やり直してください。 


1 ボールペンなどの巧の細いもので、 

圆 CODE SET を巧ず。 

圆 SOURCE / RECEIVER び2回点滅します。 


2 リモコンの圆 SOURCE / RECEIVER を 
押ず。 


Q 圃数字キーを巧して「9981」と入力ずる。 

圆〇 

の一の一の一の 


圆数をキー 
圆 CODE SET 
圆 SOURCE/RECEIVER 


初期化び完了すると、圆 SOURCE/RECEIVER 

び2回点滅します。 

設定に失敗した場 S ま、圆 SOURCE/RECEIVER 

び6回点滅します。初期化をやり直すには、再度手 
順]から操作してください。 
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リモコンコードー覧 


テレビ（プ□ジェクタ ーを 含む) 

Aiwa 0078, 0379 

Epson 0155, 0206, 0359 

Fujitsu 0059, 0069, 0074, 0075, 0282 

Funai 0051 ， 0058, 0059, 0112, 0113. 


Matsushita 

Mitsubishi 


Orion 

Panasonic 


Aiwa 

Funai 

Hitachi 

LG 

Mitsubishi 

NEC 

Orion 

Panasonic 


0078, 0379 

0155, 0206, 0359 

0059, 0069, 0074, 0075, 0282 

0051 ， 0058, 0059, 0112, 0113, 0115, 0118, 0119, 0179, 

0337 

0008, 0012, 00% ， 0066, 0084, 0092, 0093, 0120, 0172, 
0173, 0255, 0270, 0271, 0282, 0320, 0335, 03% ， 0342, 
0344, 0346, 0347, 0365, 0382, 0448, 0456, 0467 
0031 ， 0053, 0066, 0116, 0117, 0140, 0161 ， 0164, 0175, 
0195, 0269, 0277, 0282, 0300, 0309, 0317, 0320, 0323, 
0328, 0342, 0343, 0346, 0349, 0350, 0366, 0368, 0377, 
0466, 0471， 0478 
0017 

0008, 0026, 0031 ， 0053, 0066, 0084, 0093, 0098, 0150, 
0178, 0289, 0320, 0339, 0344, 0350, 0376 
0043, 0146, 0283, 0320, 0323, 0328, 0343, 0349, 0350 
0016, 0017, 0020, 0022, 0023, 0035, 0052, 0056, 0084, 
0085, 0133, 0163, 0193, 0284, 0286, 0290, 0292, 0320, 
0325, 0347, 0356 

0267, 0296, 0299, 0301 ， 0303, 0305, 0313, 0319, 0452, 
0459, 0460 

0008, 0026, 0094, 0095, 0161 ， 0320, 0345, 0347, 0349, 
0350, 0458 

0004, 0005, 0006, 0007, 0008, 0012, 0026, 0031 ， 0036, 
0050, 0053, 0076, 0077, 0079, 0114, 0124, 0125, 0126, 
0127, 0139, 0161 ， 0183, 0185, 0190, 0191, 0258, 0%4, 
0277, 0282, 0320, 0323, 0334, 0337, 0342, 0343, 0349, 
0350, 0351, 0373, 0453, 0468 
0008, 0019, 0068, 0070, 0071 ， 0099, 0161 ， 0168, 0223, 
0237, 0277, 0282, 0288, 0295, 0323, 0342, 0344, 0369, 
0469 

0000, 0001 ， 0002, 0003, 0007, 0008, 0012, 0026, 0060, 

0088, 0089, 0091 ， 0138, 0165, 0170, 0178, 0198, 0229, 

0262, 0278, 0279, 0291 ， 0308, 0312, 0336, 0344, 0354, 

0370, 0449, 0450, 0451, 0464, 0474, 0476 

0(B8, 0044, 0045, 0047, 0055, 0104, 0105, 0107, 0110, 

0123, 0184, 0220, 0248, 0249, 0251 ， 0252, 0254, 0326, 

0343, 0344, 0371 ， 0374, 0457, 0475 

0018, 0019, 0040, 0041 ， 0046, 0073, 0100, 0103, 0108, 

0109, 0111 ， 0121, 0132, 0166, 0208, 0210, 0214, 0217, 

0260, 0%8, 0282, 0283, 0293, 0304, 0306, 0307, 0329, 

0344, 0355, 0454 

0012, 0014, 0015, 0056, 0064, 0065, 0067, 0169, 0174, 

0297, 0314, 0344, 0350, 0375 

0008, 0026, 0050, 0053, 0080, 0081 ， 0082, 0083, 00 %， 

0087 


1024.1026.1027.1069 

1026. 1069 

1011 ， 1026,1027,1028,1046,1062 

1010,1026,1031 ， 1047,1054,1056,1071 ， 1103, 1221 

1026,1028,1079 

1027,1064,1065 

1023,1024,1051 ， 1115, 1217 

1000,1022,1044,1055,1068, 1072, 1085,1090, 1091 ， 

1120, 1121， 1214 


Pioneer 1028,1036 

Samsung 1002,1034, 1041 ， 1043,1057,1060, 1070, 1084,1110, 

1116, 1122, 1124, 1220, 1222 
Sanyo 1032, 1065,1070 

Sharp 1003,1033,1077,1107,1127, 1219 

Sony 1001 ， 1016,1048,1053,1073,1074, 1080, 1081 ， 1082, 

1083, 1108, 1118, 1216 

Toshiba 1004,1016,1027,1028,1037, 1049, 1052,1086,1087, 

1097, 1109, 1112, 1194 

Victor 1007,1018,1027,1039,1064,1065,1066,1067,1078, 

1089, 1092, 1093,1094,1095,1113, 1208, 1209, 1212, 
1213, 1215, 1218 
Yamaha 1064,1065 


DVD プレーヤー 


Denon 2059, 2151,21 93, 2332 

Funai 2137 

Hitachi 2062, 2090, 2115, 2274, 2282, 2316, 2359, 2380 

Kenwood 2041, 2151, 2348 

LG 2002, 2033, 2038, 2057, 2129, 2133, 2189, 2191, 2223, 

2238, 2270, 2288, 2335, 2373, 2375 

Marantz 2328 

Onkyo 2159,2368 

Panasonic 2011 ， 2024, 2034, 2042, 2058, 2062, 2066, 2067, 2093, 

2116, 2117, 2118, 2119, 2120, 2121, 2122, 2123, 2151 ， 

2159, 2164, 2166, 2167, 2172, 2173, 2175, 2209, 2214, 

2275, 2277, 2278, 2281, 2282, 2283, 2301 ， 2374, 2470 
Pioneer 2016, 2017, 2018, 2019, 2035, 2092, 2094, 2095, 2109, 

2157, 2180, 2190, 2212, 2%9, 2272, 2299, 2304, 2305, 
2306, 2307, 2308, 2309, 2310, 2311 ， 2344, 2345, 2347, 
2379 

Samsung 2000, 2045, 2077, 2112, 2113, 2114, 2115, 2151, 2200, 

2216, 2219, 2228, 2264, 2265, 2271, 2279, 2294, 2303, 

2329, 2365 

Sanyo 2134, 2145, 2217, 2292 

Sharp 2006, 2040, 2088, 2091 ， 2182, 2194, 2220, 2221 ， 2231, 

2236, 2293, 2340 

Sony 2004, 2005, 2007, 2009, 2014, 2015, 2023, 2026, 2027, 

2052, 2068, 2069, 2070, 2071, 2074, 2075, 2084, 2085, 

2087, 2168, 2171, 2208, 2210, 2211, 2258, 2273, 2284, 

2285, 2312, 2313, 2314, 2315, 2318, 2319, 2466 

Teac 2149, 2333, 2355, 2383 

Toshiba 2032, 2036, 2037, 2039, 2048, 2049, 2054, 2055, 2072, 

2073, 2076, 2078, 2079, 2086, 2145, 2159, 2218, 2233, 

2256, 2259, 2296, 2369 

Victor 2020, 2096, 2097, 2099, 2100, 2101 ， 2102, 2103, 2106, 

2107, 2160, 2257, 2260, 2262, 2263, 2321, 2324, 2326, 
2327, 2343, 2464, 2465, 2468, 2469, 2471 
Yamaha 2056, 2064, 2065, 2080, 2081 ， 2082, 2083, 2089, 2118, 

2151,2323 

Blu-ray プレーヤー/レコーダー 


LG 

Panasonic 

Pioneer 

Samsung 

Sharp 

Sony 


2033 

2011 ， 2209, 2214 
2212 

2045,2113 
2194, 2220, 2221 
2075 


DVD レコーダー 

Hitachi 

2062, 2090 

LG 

2033, 2057, 2223, 2238 

Panasonic 

2011 ， 2034, 2058, 2062, 2066, 2067, 2093, 2116, 2116 ， 
2117, 2117, 2119, 2119, 2120, 2120, 2121, 2122, 2123, 
2123 

Pioneer 

2016, 2017, 2017, 2018, 2019, 2035, 2092, 2094, 2095 ， 
2109 

Samsung 

2000,2112,2113, 2216, 2219 

Sanyo 

2217 

Sharp 

Sony 

2088, 2091 

2004, 2005, 2007, 2052, 2068, 2069, 2074, 2084, 2085 ， 
2087, 2208, 2210, 2211 

Toshiba 

2032, 2036, 2037, 2039, 2049, 2054, 2055, 2076, 20% 

Victor 

2100, 2101 ， 2106, 2107 

Yamaha 

2056 

ケーブルテレビチューナー 

Panasonic 

3112,3118,3122 

Pioneer 

3001 ， 3006, 3094, 3098, 3114, 3116, 3120 

Samsung 

3069, 3089,3114,3120 

Sony 

3092,3125 

Toshiba 

3122 

衛星放送 チューナー 

Hitachi 

4006,4114,4199, 4203 

Humax 

4025, 4030, 4060, 4097 

Mitsubishi 

4006, 4015, 4202 

Panasonic 

4006, 4035, 4036, 4121 ， 4124, 4126, 4198, 4221 

Pioneer 

4046, 4213 

Samsung 

4000, 4001 ， 4003, 4032, 4064, 4069, 4071 ， 4120, 4123, 
4196, 4200 

Sony 

4067, 4070, 4213 

Toshiba 

4194, 4202, 4203 

Victor 

4029, 4065, 4089,4117 

CD プレーヤー 

Yamaha 

5082, 5095 

CD レコーダー 

Yamaha 

5083 

MD プレ 1 

-ヤー 

Yamaha 

5080, 5081 ， 50% 

テープデッキ 

Yamaha 

5084, 5087 


チューナー 

Yamaha 5066, 5071 ， 5085, 5088, 5090, 5092, 5094 
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本機の基本設定/初期化【アドバンスドセットアップメニコ 


アドバンスドセットアップメニューでは、本機の基本設定やユーヴー設定の初期化びでさます。 
アドバンスドセツトアップメニューは次のち法で操作でさます。 


アドバンスドセツトアップメニュ ー 
の表示/設定 


1本機の電源をスタンバイにずる。 

I 本機の電源び ON の場合、のを押して本機を 
スタンバイの状態にしてください。 


2 フ□ントパネルの STRAIGHT を巧しなび 
5のを巧ず。 

フ□ントパネルディスプレイに 「ADVANCED 
SETUP 」 と表示されたら両方のキーから手 
を離してください。しばらくすると、先頭の 
メニュー項目び表示されます。 



3 PROGRAM セレクターを使って、次の中 
か5設定したい項目を選ぶ。 

アドバンスドセツトアップメニューでは次 
の機能を設定でさます。 


... :1 

本機のリモコン ID を変更します。 

i'i 1 i ~i M-:-, ド MJ i 

テレビの信号方式に合わせて、本機 
の MONITOR 日 UT 端子、および 
HDMI 日 UT 端子から出力される壁紙 
の信号方式を切り替えます。 


r : j . — し； i .. 

HDMI 映像出力の制限を解除します。 

IN I T 

本機の各種設定を初期化します。 


4 STRAIGHT を何度か巧して設定値を選ぶ。 


5 電源をスタンバイにしてか5、再度電源を 
オンにずる。 

選んだ設定び反映され、本機の電源びオンに 
なります。初期化を選択した場合は、再度電 
源をオンにすると初期化び実行されます。 

受信するリモコン ID を変更する 



本機の IJ モコンは、 ID (U モコン ID ) び一致するレ 
シーバーでのみ受信でさます。ヤマ八製 AV レシー 
バーを複数使用する場合は、それぞれの IJ モコンで各 
レシーバーを操作するために、 U モコン ID び重なら 
ないように U モコン ID を設定します。 

各レシーバーを同じ IJ モコン ID に設定すれば、 ] つ 
の IJ モコンで2台のレシーバーを操作することを可 
能です。 


(初期設定） 

ID ] に設定されたリモコンの操作 
を受信します。 


ID 2 に設定された U モコンの操作 
を受信します。 

工場出荷時には、 IJ モコン側、レシーバー側とをに 
ID ] に設定されています。 IJ モコンの混信を防ぎ 
たい場合は、レシーバー/ U モコン共にリモコン 
ID を変更してください。 


• リモコン側の ID を変更するには 

次の手順はそれぞれ]分し：!内に操作してください。 
最後に操作してから]分上経過すると、設定び 
自動で中止されます。再度設定する場合は、手順] 
からやり直してください。 


1 ボールペンなどの巧の細いもので、リモコ 
ンの 圆 CODE SET を巧ず。 


〇リモコンの圆 SOURCE/RECEIVER を 
么巧ず。 


3 希望するリモコン ID に応じてコードを入 
力ずる。 

IJ モコン ID ] に切り替える場合： 

圆 数きキーを 使って「已日] 9」と入力します。 
IJ モコン ID 2 に切り替える場合： 

圆 数きキーを 使って「已02日」と入力します。 
ID 変更び完了すると、四 SOURCE / 
RECEIVER び2回点滅します。 

• 設定に失敗した場合は、圆 SOURCE/ 

REC 曰 VER び6回点滅します。 ID 変更をや 
り直すには、をラー度手順]から操作してくだ 
さい。 

• U モコンコードを初期化（豚 P .73) すると、 ID ] 

に戻ります。 
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本機の基本設定/初期化（アドバンスドセットアップメニコ 


テレビの映像フオーマツトの変更 



お使いのテレビに合わせて、本機の MOMT 日 R OUT 端テお 
よび HDMI OUT 端テから出力される壁紙の信号方式を PAL 
か NTSC に切り替えます。 

HDMI 映像出力の制限解除 



本機とテレビを HDMI 接続した際、アナ□グ映像を解像度変 
換（アップスケー U ング）して出力する際の制限を解除します。 
アップスケー U ングの設定をするとさやテレビ側び対応する 
解像度び検出されないとさは、この設定で出力制限を解除して 


ください。 

VES (初期設定） 

テレビ側び対応しない解像度の映像は出 
力しません。 

SKIP 

テレビ側の対応可否にかかわらず、本機 
に入力された映像をテレビに出力します。 
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る種設定の初期化 



本機に記憶されている設定情報を初期化し、工場出荷時に戻し 
ます。 

初期化する内容は下記から選択でさます。 



ヴウンドプ□グラムのすべての設定を初 
期化します。 


アップスケーリングの設定（解像度/ア 
スペクト比）やテレビ画面のメニュー 
(オンスク U —ンディスプレイ）の表示位 
置を初期化します。 

HL . L . 

すべての設定を工場出荷時の状態に初期 
化します。 

CANCEL 

(初期設定） 

初期化しません。 



























マルチゾーン音声システムの設定をします。ゾーン2機能を使えば、メインゾーンとゾーン2で別の入カソースを再生することびできます。また、付属の IJ モコンでゾーン2からメ 
インルームにある本機を操作することも可能です。 


Z 0 NE 2 OUT 端子から 



アナ□グ音声信号のみゾーン2へ送信でさます。ゾーン2で音声を出力したい場合は、外部 
機器を AV 5-6、 AUDI 日]-2 、 VIDEO AUX のアナ□グ端テで接続してください。例えばゾー 
ン2で HDMI 対応の DVD プレイヤーから音声を出力したい場合は、 HDMI とアナ□グ音声 
端テの両方を使って本機とプレイヤーを接続する必要びあります。 


ゾーン2接続をする 


本機のマルチゾーン機能を使用するには、次の機器び必要になります。 

• ゾーン2で使用する赤外線受信機。 

• メインゾーンで使用する赤外線送信機。ゾーン2で U モコン操作をした際に、赤外線受信機を 
経由してメインルームの赤外線送信機から信号び発信し、ゾーン2にいなびらメインルーム 
の CD 、 DVD プレイヤーを操作でさます。 

• ゾーン2で使用する外部アンプやスピーカー。 


I か部アンプを使用する 

次のよラに接続した外部アンプをゾーン2に設置する。 


音声入力 



I 本機の内蔵アンプを使用する 

EXTRA SP 端テと、ゾーン 2 で使用するスピーカーを直接接続します（豚 P .] 已）。 

I REMOTE IN/OUT 端子を使って別の部屋のか部機器を操作する 

本機には、 REM 日 TE IN と REM 日 TE 日 UT 端テび搭載されています。これらの端テを使えば、 
U モコンを使ってゾーン 2 から本機や外部機器を操作することびでさます（陪 P .2 己）。 



マルチゾーン機能をほって複数の部屋で音楽を楽しむ 


03 ^ 
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マルチゾーン機能を使って複数の部屋で音楽を楽しむ 


ゾーン2を操作する 


本機の IJ モコンを使って、次のようにゾーン2機器 
を選択したり操作することびでさます。 

• ゾーン 2 の 入カ ソースを 選ぶ。 

• ゾーン2の入カソースを 「 TUNER 」 にしたときに、 
FM または AM の選局をする。 

• 外部アンプを経由して接続しているゾーン2機器 
の音量を調節する。 

I ゾーン2操作モードを有効にする 

ゾーン2の機器を IJ モコンで操作する前に、 

图 MAIN/ZONE2 を Z 0 NE 2 に設定してくださし、 

I ゾーン2を操作する 

ゾーン2への音青出力を有効/お効にずるには 
回 RECEIVER のを押す。 

ゾーン2の入カソースを切〇智えるには 
团入カソース選択 キーを 押す。 

ゾーン2のスリープタイマーをち効にずるには 

ス IJ ープタイマーで設定した時間び経過すると、ゾー 
ン2機器は自動的にスタンバイモードに切り替わり 
ます。团 SLEEP を繰り返し押してス U - プタイマー 
を設定して ください。 



图 MAIN/ZONE2 
团入カ ソース選択キー 
团 SLEEP 
圓 PARTY 
回 RECEIVER の 
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パーティーモードで複数の部屋で音 
楽を楽しむ 


メインゾーンで再生中の音楽を同時にゾーン2でを 
楽しむことびでさます。ホームパーティーなどでバッ 
クグラウンドミュージックを利用するときなどに便 
利です。パーティーモードを使ラためには、「パー 
テイーモード設赴を「有効」に設定します（豚 P . 目 8) 。 


固 PARTY を巧して、パーティーモードを才 
ン/オフずる 

本機のフ□ントパネルディスプレイやテレビ画面に 
「 Pa け y Mode 日 n 」 や「パーティーモードオン」ま 
たは 「Party Mode 日 ff 」 や「パーティーモードオ 
フ」と表示されます。パーティーモード中は、フ□ン 
トパネルディスプレイの Z 0 NE 2 インジケーターび 
点なします。 

Z 0 NE 2 日 UT 端テから出力される音声信号は、2 
チヤンネルのステレオ音声にダウンミックスされ 
ます。 



















付録 



と思った s 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。 

対処しても正常に作動しない、または下記じ34で異常び認められた場合は、本機の電源をオフにし、電源プラグを抜いて、お買い上げ店またはヤマ八修理ご相談センターにお問い合 
わせ <ださい。 


全般 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

電源をオンにでさ 
ない 

3回続けて保護回路び作動した。 

3回続けて保護回路び動作すると、 

製品保護のため電源び入らな < なり 
ます。ヤマ八修理ご相談センターに 
修理をご依頼ください。 


電源をオンにして 
ちすぐに切れてし 
ま3 

電源コードびしっかり接続さ 
れていない。 

電源コードを AC コンセントにしつ 
かりと差し込んでください。 

— 

(再度電源をオンにしたとさ 
に、に HECK SP W 旧 ESU 
と表示されるとき）スピー 
カーケーブルびショートした 
状態で電源を入れたため、保 
護回路により電源び切れた。 

すべてのスピーカーケーブルび本機 
とスピーカーに正しく接続されてい 
るか確認してください。 

簡易 

ガイド 

電ミ原をオフにでさな 
い、または本機び正 
常に動作しない 

内部マイコンび外部電気 
ショック（落雷または過度の 
静電気)、または電源電圧の低 
下によりフ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜 
さ、約30秒後にちう一度差し込ん 
で < ださい。 


リモコンにセットした電池び 
切れている。 

すべての電池を新品に変えてください。 

簡易 

ガイド 

フ□ントパネル 
ディスプレイに残 
り時間び表示され、 
スタンバイになる 

操作しない状態び長時間続い 
たためオートパワーダウン機 
能び作動した。 

本機の電源をオンにして、再生し直 
して < ださい。 

— 

設定メニューの「タイマー」（フアン 
クシヨン設定^オートパワーダウン 
ータイマー）を表示して、設定を「才 
フ」にして<ださい。 

68 

使用中に突然電源び 
スタンバイになる 

スピーカーケーブルびショー 
卜したため、保護回路び作動 
した。 

スピーカーケーブルのお線どラしび 
接触していないか確認し、電源を才 
ンにして < ださい。 


ス U —プタイマーび作動した。 

本機の電源をオンにして、再生し直 
して < ださい。 

— 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

音芦び出ない 

再生機器のケーブルびしっか 
り接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問 
題びないとさはケーブルに接続不良 
び発生している可能性びあります。 

21、 

簡易 

ガイド 

スピーカーびしっかり接続さ 
れていない。 

接続を確認してください。 

間易 
ガイド 

接続している HDMI 機器び 
著作権保護 (HDCP) に対応 
していない。 

著作権保護に対応した機器を接続し、 
著作権保護 (HDCP) エラーび発生 
していないことを確認してください。 


(スタンバイスルー機能を才 
ンにしている場合） 

HDMI のオーディオ出力びテ 
レビにのみ出力されるよラ設 
定されている。 

設定メニューの HDMI オーディオ出 
力設定 （HDMI 設定一音声出力）を、 
「アンプ」じ(外に設定してください。 

67 

再生したいソースび正しく選 
ばれていない。 

入カソース選択キー で、再生したい 
ソースを正しく選んでください。 

32 

CD-R 日 M など、本機で再生で 
さない信号び入力されている。 

本機で再生可能な信号を再生してく 
ださい。 

— 

映像び出ない 

HDMI 日 UT1-2 端子に接続 
したテレビび対応していない 
映像信号を出力している。 

アドバンスドセットアップメニュー 
を表示させ、 「INIT」 の項目から 
「VIDEO」 を選んで映像の設定を初 
期化してください。 

76 

アドバンスドセットアップメニュー 
の 「M0N.CHK」 び 「YES」 に設定 
されているかご確認ください。 

76 

テレビで適切な映像入力び選 
ばれていない。 

テレビを操作して適切な映像入力を 
選択してください。 

— 









症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

特定のスピーカー 
か! 5 音び出ない 

スピーカーび故障している。 

フ□ントパネルディスプレイのス 
ピーカーインジケーターを確認し、 
該当するスピーカーチャンネルび点 
なしている場合は、他のスピーカー 
を接続して、音び出るか確認してく 
ださい。音び出ない場合は、本機び 
故障している可能性びあります。 

11 


再生機器やスピーカーびしっ 
かり接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問 
題びないとさはケーブルに接続不良 
び発生している可能性びあります。 

21、 

簡易 

ガイド 


該当スピーカーから音声信号 
び出力されない設定になって 
いる。 

フ□ントパネルディスプレイのス 
ピーカーインジケーターを確認して 
ください。該当するチャンネルび消 
なしている場合はしツ下の項目をご確 
認ください。 

1 ) 他の入カソースに切り替えて試し 
てみて < ださい。 

2) 選択中のヴウンドプ□グラムで 
は、該当スピーカーから音声は出力 
されません。他のサウンドプ□グラ 
ムを選択してみてください。 

3) 本機側で、該当するスピーカーび 
なし（無）に設定されている可能性 
びあります。設定メニューのスピー 
カー設定を表示して、該当するス 
ピーカー（スピーカー設定^着成） 

を有効にしてください。 

] ]、62 


設定メニューの「スピーカー設 
定 J で、該当するスピーカーの 
音量び最ルになっている。 

設定メニューのスピーカー設定を表示 
して、スピーカーの音量（スピーカー 
設定^音量）を調節してください。 

63 


(片側のチヤンネ>1レの音声び 
ほとんど出ない場合）スピー 
カーの音量のバランスび適切 
に設定されていない。 

設定メニューの「音量」（スピーカー 
設定^手動設定一音量）で、各ス 
ピーカーの音量ノ（フンスを設定し直 
して < ださい。 

63 


再生するソースやサウンドプ 
□グラムによっては、音び出 
ないチヤンネルびある。 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

33 

センタースピー 
力一からのみ音芦 
び出る 

モノラルの再生ソースにサウ 
ンドプ□グラムをかけた場 
合、使用するサラウンドデ 
コーダーによっては、すべて 
の音声びセンタースピーカー 
から出力されることびある。 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

33 


症が 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

プレゼンススピー 
カーから音芦び出 
ない 

ストレートデコードモードでモ 
ノラ J レソースを再生している。 

STRAIGHT を押して、ストレートデ 
コードモードをオフにして<ださい。 

34 

再生するソースやサウンドプ 
□グラムによっては、音び出 
ないチヤンネルびある。（故 
障ではあ0ません） 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

33 

サラウンドスピー 
カーから音芦び出 
ない 

ストレートデコードモードでモ 
ノラ J レソースを再生している。 

STRAIGHT を押して、ストレートデ 
コードモードをオフにして<ださい。 

34 

再生するソースやサウンドプ 
□グラムによっては、音び出 
ないチヤンネルびある。（故 
障ではあ0ません） 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

33 

サラウンドバック 
スピーカーから音 
び出ない 

オプションメニューの拡張ヴ 
ラウンドの設定び「オフ」に 
なっている。または拡張サラ 
ウンドの設定び「自動判別」 

の状態で、入力されている信 
号にサラウンドバックの信号 
び含まれていない。 

拡張サラウンドの設定を、「オフ」お 
よび「自動判別」じ(外に設定してみ 
て < ださい。 

41 

サブウーファーか 

5音芦び出ない 

サブウーファーび接続されて 
いない、または無効に設定さ 
れている。 

サブウーファーび接続されているこ 
とを確認し、設定メニューの「サブ 
ウーファー」（スピーカー設定^手 
動設定一構成ーヴブウーファー） 

の設定び「使用する」になっている 
ことを確認してください。 

62 

サブウーファーの電源びオフ 
になっている。 

サブウーファーの電源をオンにして 
ください。サブウーファーにオート 
パワーオフ機能びある場合は、パ 
ワーオフになる感度を下げるか無効 
に設定してください。 


再生しているソースに LFE 
Kp .85) や低音信号び含ま 
れていない。 

エクストラベースをオンにすると、 

フ□ントチヤンネルの音をサブウー 
ファーから出力することびでさます。 


接続したい映像/音 
芦端子の組み合わせ 
び見当たらない 

外部機器の映像出力を接続し 
た入カソースと、他の入力 
ソースの音声端子を組み合わ 
せてご使用ください。 

映像出力を接続した入カソースの入 
力選択メニューを表示させ、「音声入 
力端子割り当て」を選んで音声入力 
する端子を選んでください。 

23 

聴きたいデジタル 
音芦フォーマット 
で音芦び再生され 
ない 

再生機器側で、聴さたいデジ 
タル音声フォーマットび出力 
されない設定になっている。 

再生機器の取扱説明書をご覧のラえ、 
正しく設定してください。 
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症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

デジタル機器や高 
周波機器からの雑 
音を受けている 

本機とデジタル機器や高周波 
機器の設置場所び近すざる。 

本機とそれらの機器を離して設置し 
て < ださい。 


「ジー」、「ブーン」 
などの雑音び入る 

ケーブルびしっかり接続され 
ていない。 

ケーブルをしっかり差し込んでくだ 
さい。接続に問題びないとさはケー 
ブルに接続不良び発生している可能 
性びあります。 



DTS - CD を再生している。 

ノイズだけび再生される場合： 

DTS のビットスト U —ムび本機に正 
しく入力されていない場合は、ノイ 
ズだけび再生されます。 

本機と再生機器をデジタル接続して 
再生して<ださい。症状び解消しな 
い場合は、再生機器側に問題びある 
可能性びあります。再生機器のメー 
カーにお問い合わせください。 




再生/スキップ操作時にノイズび発 
生する場合： 

DTS - CD を再生する際、入カソース 
選択後に入力選択メニューを表示し 
て「デコードモード」を 「 DTS 」 に 
設定してください。 

己3 

音量を上げられな 
し、、または音び歪 
んでいる 

本機の出力端子に接続された 
機器の電源び入っていない。 

AV アンプという製品ジャンルの特性 
上、出力端子に接続している機器の電 
源び切れている場合に、再生音び歪ん 
だり、音量び下びったりすることびあ 
ります。本機に接続しているすべての 
機器の電源を入れてください。 



「音量の上限」びルさい音量 
に設定されている。 

大さい音量に設定し直してください。 

65 


HDMI ™ 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

フ□ントパネルデイ 
スプレイの HDMI 
インジケーターび,な 
滅している 

HDMI 接続に問題び発生して 
いる。 

HDMI ケーブルを差し直してみてく 
ださい。 

— 

映像設定（情報メニューービデオ信 
号）で本機び対応していない HDMI 
映像び入力されていないか確認して 
<ださい。 

70 

音芦や映像が出ない 

制限台数を超える HDMI 機 
器を接続している。 

接続している HDMI 機器の数を減ら 
して < ださい。 

— 

接続している HDMI 機器び 
著作権保護 ( HDCP ) に対応 
していない。 

著作権保護に対応した機器を接続し 
て < ださい。 


( HDMI コント 
□ール機能使用時） 
テレビのリモコン 
を操作時、テレビ 
の音芦び本機より 
出力されない 

テレビの音声出力び本機に接 
続されていない。またはテレ 
ビ側の設定と合っていない。 

テレビの音声出力を本機に接続し、 

「 TV 音声入力」で接続した入カソー 
スを選んでください。 

(設定メニュ ー^ HDMI 設定 一 TV 
音声入力） 

67 

(オーディオ U ターンチヤン 
ネル機能使用時） 

オーディオリターンチヤンネ 
ル機能び作動していない。 

テレビびオーディオ IJ ターンチヤンネ 
) レ機能に対応しているか確認してくだ 
さい 。 「ARC (オーディオリターン 
チヤンネル)」をオンにしてください。 
(設定メニュー ー HDMI 設定 一 ARC 
(オーディオ U ターンチヤンネル)） 

67 
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FM / AM 放送の受信 


FM 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

ステレオ放送にな 
ると雑音びをく聞 
さづらい 

放送局から離れた地域で受信 
しているか、アンテナ入力び 
弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

簡易 

ガイド 

屋外アンテナを接続してください。 

— 

屋外アンテナを感度の良い、を素子 
のちのに変えてください。 

— 

モノラルで受信してください。 

4己 

FM 専用アンテナ 
を使用しているび、 
音び歪むなど受信 
感度び悪い 

マルチパス（多重反射）など 
の妨喜電波を受けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を 
変えてください。 


自動で選局でをない 

放送局から離れた地域で受信 
しているか、アンテナ入力び 
弱い。 

屋外アンテナを接続してください。 

— 

屋外アンテナを感度の良い、を素子 
のちのに変えてください。 

— 

手動で選局してください。 

43 

"No Presets " と 
表示される 

プ U セツト放送局び登録され 
ていない。 

お好みの FM/AM 放送局をプ U セッ 
卜局として登録してから操作してく 
ださい。 

43 

"Wrong Station " 
と表示される 

無効な FM/AM 周波数を入 
力した。 

FM/AM 放送局で有効な範囲の周波 
数を入力してください。 

— 


AM 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

自動で選局でをない 

電波び弱い、あるいはアンテ 
ナの接続び不完全。 

AM ループアンテナの方向を変えて 
<ださい。 

— 

屋外アンテナを接続してください。 
屋外アンテナを接続した場合でを、 

AM ループアンテナは必ず接続して 
<ださい。 


手動で選局してください。 

43 

オートプリセット 
びでさない 

AM 放送局はオートプ U セツ 
卜びでさない。 

マニュアルプ U セットをしてください。 

43 


症が 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

「ジー」、「ザー」、 
「ガリガリ」などの 
雑音び入る 

ループアンテナび接続されて 
いない。 

AM ループアンテナを接続してくだ 
さい。接続してを改善されない場合 
は屋外アンテナを接続してください。 

間易 
ガイド 

空電や雷による雑音、または 
堂光な、モーター、ヴーモス 
タツト付をの電気器具の雑音 
を拾っている。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを 
完全に取ると減少しますび、完全に 
除去するのは困難です。 


「プンプン」、 

「ヒューヒュー」な 
どの雑音び入る 

本機の近くでテレビを使用し 
ている。 

本機とテレビを離して設置してくだ 
さい。 



iPod/iPhone 


表示 

内容 

対策 

参照 

ぺージ 

Load ：!. n 9 。。。 

iPod/iPhone との接続を確 
認中です。 


— 

iP 日 d/iPh 日 ne から情報を取 
得中です。 


— 


iPod/iPhone との通信に問 
題び発生しています。 

本機の電源をオフにし、ヤマ八製 
iP 日 d 用ユニバーサルドックを接続し 
直してください。 

46 

iPod/iPhone をヤマ八製 iPod 用ユ 
ニバーサルドックにセットし直して 
<ださい。 

46 

Unknouin : U-’od 

本機に対応していない種類の 
iPod/iPhone び接続されて 
います。 

本機に対応した iPod を接続してくだ 
さい。 


: Lh’od connected 

iP 日 d/iPh 日 ne びヤマ八製 
iP 日 d 用ユニバーサルドック 
に正しく接続されました。 



w —■■■■■■■■■■■■ — … --i 

iP 日 d/iPh 日 ne びヤマ八製 
iP 日 d 用ユニバーサルドック 
から取りはずされました。 




何らかの原因で iPod/ 
iPhone を再生でさません。 

iPod/iPhone に保をされている曲び 
再生可能であるか確認してください。 

— 
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Bluetooth 


表示 

内容 

対策 

参照 

ぺージ 

:;- . 

ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器をペアリン 
グしています。 




ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシ ーノ （一と 
Bluetooth 機器の接続を確 
立しています。 



,..:ご.;..:ご,.， 

ペア U ンヴか刀:了しホした。 

ペア U ングび中止されまし 
た。 


— 

:■■■. 'り. .. 

ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシ ーノ （一と 
Bluetooth 機器の接続び確 
しました。 




ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器の接続び切 
断されました。 




Bluetooth 機器び見つかり 
ませんでした。 

(ペア U ング時） 

-ペアリングは、本機と Bluetooth 
機器で同時にする必要びありま 
す。 Bluet 日日 th 機器側もペア IJ 
ングモードになっているか確認し 
て < ださい。 

婚続時） 

- Bluetooth 機器の電源びオンに 
なっているか確認してください。 

-ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレス 
オーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器の距離び10 
メー トル]^ツ上離れていないか確認 
して < ださい。 




- Bluetooth 機器と本機びペア U ン 
グされていない可能性びあります。 
再度ペア U ングしてください。 

50 


U モコン 


症状 

原因 

巧策 

参照’ 
ぺージ ■ 

本機をリモコンで 
操作でをない 

U モコン操作範囲からはずれ 
ている。 

本体の U モコン受光窓から目 m しツ内、 

U モコン受光部の正面から左ち30° 

じ(内の範囲で操作してください。 



受光窓に曰光や照明（イン 
バーター堂光なやスト□ボラ 
イトなど）びあたっている。 

照明、または本体の向さを変えてく 
ださい。 



乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

簡易 

ガイド 


U モコン側と本体側の U モコ 
ン ID び一致していない。 

コードまたは U モコンのの設定を変 
えて < ださい。 

7]、7己 

外部機器をリモコ 
ンで操作でさない 

リモコンコードび正しく設定 
されていない。 

「U モコンコードー覽」をご覽にな 
り、正しく設定してください。 

72、74 



「U モコンコードー覧」をご覧にな 
り、同じメーカーの別のコードを設 
定してください。 

72、74 



力ーソル A / V /</> などの U モコ 
ンキーび動作しない場合は、下記の 
操作をしてみてください。 

DVD のディスクメニューなどで操作 
でさない場合： 

入カソース選択キーを 使って を ラー 

度入カソースを選択してから操作し 
て < ださい。 

オプションメニュー /ON SCREEN 
メニューで操作でさない場合： 

SOURCE/RECEIVER を押して 

(オレンジに点な)、をう一度 U モコ 
ンを操作してください。 



リモコンコードを正しく設定 
してを、メーカーまたは機器 
によっては操作でさない場合 
びある。 
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用語/巧術お説 


音声に関する用語 


サンプリング周波数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、]秒間にヴンプリング（信号の大ささを数値に置さ換 
えること）する回数をヴンプ U ング周波数といいます。 

再生でさる周波数帯は「サンプリング周波数」で決まり、ヴンプ U ング周波数び高いほど再生可能な音 
域び広びることになります。 

バイアンプ 

スピーカーのウーファーとツィーターを別々のアンプで駆動する方式です。中低域部と高域部を独立し 
て接続することにより、逆起電力による音の純度低下を抑え、よりク U アな音声を楽しめます。 

リップシンク （Up sync) 

HDMI びサポートしている、音声と映像の出カタイ三ングのずれを自動で補正する技術です。映像信 
号の大容量化にとをなラ信号処理の複雑化により、音声出力に対して映像出力び遅れてしまラことびあ 
ります。この映像出力の遅延を自動で検知し、遅延時間に合わせて音声を遅らせて出力することによ 
り、音声と映像の出カタイ三ングを同期させています。 

量子化ビット数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、音の大ささを数値化するとさのさめ細かさを量子化ビッ 
卜数といいます。音量の差を表すダイナ三ックレンジは「量子化ビット数」で決まり、量子化ビット数 
び大さいほど音の大ささの変化をさめ細か<再現でさます。 

AAC ( アドバンスト • オーディオ • コーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の一つで、 BS / 地上波デジタル放送で採用されています。モノラル音声から 
最大で7チャンネル音声までを効率良<圧縮して記録、伝送でさます。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているため、 BS / 地上波デジタルチューナーで受信した番組の己.1 
チャンネル音声をデコード（復号）して再生でさます。 

Dolby Digital 

Dolby Digital は、完全に独立したマルチチャンネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステムで 
す。全帯域の音声成分を持つフ□ント3チャンネル（フ□ント L / R 、 センター)と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド L / R )、 低音域専用の LFE チャンネルの合計己.1チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルびステレオで収録されているため 、 Dolby Surround と比較して、音の移動 
感や周囲の環境音びより明確になります。全帯域の己チャンネルの幅広いダイナ三ックレンジと正確 
な音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を再現でさます。 

本機では、モノラル音声から己.1チャンネルスピーカーシステムまでお好みの視聴環境を選ぶことび 
でさます。 

Dolby Pro Logic II 

Dolby Pro Logic II はドルビープ□□ジックを改良した方式で 、 Dolby Surround 方式のソフトに多 
く採用されています。2チャンネルで記録された音声信号を処理し、優れた分離感を保ったまま己.1 
チャンネル音声に変換します。映画用の Movie モードと、音楽などのステレオソース用の Music モー 
ド、ゲーム用の Game モードび用意されています。 

従来の2チャンネル音声（モノラル音声を除く）だけで記録されたちい映画を、己.1チヤンネルの迫 
力ある音声で楽しめます。 


Dolby Pro Logic llx 

ドルビープ□□ジックの技術です。 2 チャンネルで記録された音声はをちろん、マルチチャンネルで 
記録された音声信号を処理し、自然な 7.1 チャンネル音声をフルレンジで再生します。映画用の Movie 
モード （2 チャンネル音声入力時のみ)、音楽用の Music モード、ゲーム用の Game モードび用意さ 
れています。 

Dolby Surround 

現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。 D 日 Iby Surround は、ダイナミックで臨場感豊か 
な音響効果のために、フ□ント L / R チャンネル（ステレオ音声)、会話などを再生するセンターチャン 
ネル（モノラル音声)、効果音のサラウンドチャンネル（モノラル音声）のアナ□グ4チャンネル方式 
を採用しています。サラウンドチャンネルの再生域は狭くなっています。 

本機に内蔵のドルビープ□□ジックデコーダーは、をチャンネルの音量を自動で調整して安定させ、音 
の移動感や方向性を強調して、より正確なデジタル処理をします。 

Dolby TrueHD 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された□スレス（巧逆型）高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクではオプション採用され、9目 kHz /24 bit 時には最大8チャンネル 
のディスクリート音声信号を、最大転送レート] 8 Mbps で収録巧能です。従来の Dolby Digital と互 
換性びあるため、 D 日 Iby Di 旨 ital 対応の機器でを再生できます。ダイア□グノーマライゼーションやダ 
イナ三ックレンジコント□ールをサポートしています。スタジオマスター品質の音声び楽しめます。 

DTS 96/24 

DTS 9目/24は DVD ビデオのマルチチャンネルヴウンドを高音質で再生します。従来の DTS デコー 
ダーとを互換性びあるため 、 DTS 9目/24に対応していない機器では、通甫の DTS サラウンドとし 
て楽しむことびできます。「96」はサンプリング周波数の9目 kHz (従来の 48 kHz から倍増)、に4」 
は量子化ビット数24ビットを示します。広い周波数帯域、ダイナ三ックレンジで、 DVD ビデオの音 
楽や映画音声を己.1チャンネルで楽しむことびでさます。 

DTS デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナ□グの映画音声に取って代わる己.1チャンネル方式のデジタルサウ 
ンドトラックとして開発された最新技術で、世界中の映画館に急速に普及しています。ご家庭でを音の 
奥行さや自然な空間表現を楽しめるように開発したをのび、本機で採用している DTS システムです。 
極めて劣化び少なく、クリアな音質の目チャンネル（フ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R チャ 
ンネル、サブウーファー用 LFEO .] チャンネルを加えた己.1チャンネル）で構成されています。 

DTS Express 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された音声フォーマットで、ネットワークスト 
リー三ング用に最適化された低ビットレート信号です。ブルーレイディスクではセカンダ U —オーディ 
才で使用され、本編の再生を楽しみなびらインターネットを経由して映画制作者のコメントなどを楽し 
めます。 

DTS-HD High Resolution Audio 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された高品質音声フォーマットです。ブルーレ 
イディスクでオプション採用され、9日 kHz /24 bit で最大 7.1 チャンネルのディスク U —卜音声信号 
を、最大転送レート目 Mbps (ブルーレイディスクの場合）で収録巧能です。従来の DTS デジタルヴ 
ラウンドと互換性びあるため、 DTS デジタルサラウンド対応の機器でを再生でさます。 
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DTS-HD Master Audio 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された□スレス（可逆型）高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクで標準採用され、9目 kHz /24 bit で最大 7.1 チャンネルのディスク 
IJ ート音声信号を、最大転送レート24.己 Mbps (ブルーレイディスクの場合）で収録巧能です。従来 
の DTS デジタルサラウンドと互換性びあるため、 DTS デジタルサラウンド対応の機器でを再生でさ 
ます。スタジオマスター品質の音声び楽しめます。 

DSD ( ダイレクト . ストリーム . デジタル） 

SACD (スーパーオーディオ CD ) などで使われている、デジタル信号を記録する方式の一つです。ヴ 
ンプ U ング周波数2822.4 kHz で記録することにより、 CD などで使われている PCM よりを高音質 
で再生できます。周波数は100 kHz しツ上、ダイナミックレンジは120服です。本機では、 HDMI 端 
子から入力された DSD 信号の再生び巧能です。 

DTS Neo : 目 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを含めた目チャンネルで再生でさます。再生するソー 
スに合わせて、音楽用の Music モードと、映画用の Cinema モードび用意されています。すべての 
チャンネルを全帯域で再生でさるだけでなく、ディスク U —卜方式で記録されたソースのよラなチャン 
ネルの分離感を体感でさます。 

PCM (リニア PCM) 

MP 3 形式や ATRAC 形式のよラにアナ□グ音声信号を圧縮せずに、そのまま符号化して録音 • 伝送す 
る方式です。 「 PCM 」 は、パルス•コード•モジュレーションの略で、デジタル信号をパルスの符号に 
して変調記録するといラ意味です。 

音楽 CD や、 DVD オーディオの録音方法などで採用されています。 PCM 方式では、非常に短く区切つ 
た単位時間あたりの信号の大ささを数値に置さ換える（サンプリング）手法を用いています。 

LFE ( 低域効果音） 0.1 チャンネル 

音声成分の帯域び20〜 ] 20 Hz の、低音域専用チャンネルです 。 Dolby Digital 、 DTS 、 AAC のい 
ずれでち、全帯域用の己チャンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使用されます。 
音声の帯域び低域のみに制限されているため、 0.1 と表現されます。 

ヴウンドプログラムに関する用語 


コンプレスト S ユージック.エン八ンヴーモード 

MP 3 や AAC など、携帯音楽プレーヤーなどで使用される圧縮オーディオフォーマットの再生に最適 
なプ□グラムです。高音域を拡張し、低音域を強調することによって、圧縮オーディオをダイナ三ック 
かつ臨場感たっぷりに再生します。 

サイレントシネマ 

へッドホンでマルチスピーカーによるサウンドプ□グラムを擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシ 
ステムです。 

ヴウンドプ□グラムごとにへッドホン用の設定値び用意されているため、自然で立体感あふれるヴウン 
ドプ□グラムをへッドホンでをお楽しみいただけます。 

シネマ DSP ( デジタル - サウンド . フィールド . プ □ セッヴー） 

Dolby Surraund や DTS のシステムは、本来映画館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁 
の材質、スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトであってを視聴感に差び出てしまいます。 
ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自の音場技術を応用することで、ドルビープ □□ 
ジックや D 日 Iby Digital 、 DTS のシステムと組み合わせて音のスケールや奥行さ、音量感を補い、ご 
家庭でを映画館のよラな視聴体験を実現します。 


バーチャルシネマ DSP 

サラウンド L / R スピーカーを設置していなくとを、仮想的にサラウンド L / R スピーカーの音場を再現 
することで、サウンドプ□グラムを楽しめます。センタースピーカーを設置できない場合でを、フ□ン 
卜 L / R スピーカーだけで、バーチャルシネマ DSP をお楽しみいただけます。 

シネマ DSP 3D 

音場の高さ方向の情報を含んだ、実際に測定された音場データです 。 CINEMA DSP 3 D モードでは、 
より緻密で立体的な3 D 感覚の音場を U ス ニン グルームに再現します。 

映像に関ずる用語 


コンポーネントビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す Pb / Cb 信号（青色差信号）および P 「/ C 「 信号（赤色差 
信号）の3系統に分けて伝送する方式です。それぞれの信号を独立して伝送するため画質の劣化び少 
なく、色をより忠実に再現でさます。また、コンポーネントビデオ信号は、色を表す信号から輝度を表 
す信号を引いているため、色差信号とち呼ばれます。 

この方式をお使いになるためには、コンポーネントビデオ端子、または D 端子のあるテレビを本機に 
接続してください。 

コンポジットビデオ信号 

輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号を]つの映像信号としてまとめて伝送する方式です。テレビの 
NTSC 信号などび採用しています。 

□端子 

AV 機器間での映像信号の伝送に用いられる端子で、性能に応じてランクび D ] から D 己に分けられて 
います。 D 端子では、コンポーネントビデオ信号とコント□ール信号（走査線、アスペクト比、イン 
ターレース/プ□グレッシブの情報）を、 ] 本の専用ケーブルで接続でさます。 

本機には D 4 ビデオ端子び装備されており、 D ] から D 4 の規格に対応しています。 

Deep Color 

HDMI びサポートしている映像技術です。 RGB または YCbCr 信号の処理を、従来の8ビットに対し 
て ] 0/12/1目ビットで処理することで、より豊かな色調表現び巧能です。表現でさる色の数び従来 
の数百万色から数億色に増えたことにより、グラデーションの表現力や暗部のディテール再現力び向上 
し、カラーバインディング（しま模様状になる色の変化）の少ない画像を楽しめます。 

HDMI 

世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition Multimedia Interface Specification ) 規格に準 
じた、次世代テレビ向けのデジタルインターフエースです。著作権保護技術 （ HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応しているため、デジタルビデオ/才ーディオ信号を 
デジタルのまま劣化させることなく、]本のケーブルで伝送でさます。 

x.v.Color 

HDMI 1.3 びサポートしている映像技術です。色空間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今まででさなかった色の表現び巧能です。 sRGB 規格の色域との互換性を確保しなびら 
色空間を拡張し、より鮮明で自然な映像になっています。特に静止画や CG で高い効果び得られます。 
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用語/技術解説 


映像信号変換表 


本機では、入力されたアナ□グ映像信号を HDMI 映像信号に変換して出力することびでさます。また、入力された HDMI 映像信号を別の解像度の HDMI 映像信号に変換して出力す 
ることちでさます。 

r アナ□グ端テ間変換」を「オン」にしている場合は、入力されたアナ□グ映像信号を別の信号ち式に変換して出力することびでさます0^9.66)。 

変換可能な映像信号と解像度は次の表のとおりです。 


〇:変換可能 




HDMI 出力 

コンポーネントビデオ出力 / D 4 ビデオ出力 

ビデオ出力 


解像度 

480 i / 已 7 巨 i 

480 p / 已 7 巨 p 

72 Op 

108 Oi 

108 Op 

480 i / 已 7 巨 i 

480 p /57 巨 P 

72 Op 

108 Oi 

480 i / 已 7 巨 i 

HDMI 入力 

480 i / 已 7 巨 i 

O 

O 

o 

o 

o 






480 p /57 巨 P 


o 

o 

o 

o 






72 Op 



o 








108 Oi 




o 







108 Op 





o 






コンポーネントビデオ入力 
/ D 4 ビデオ入力 

480 i / 已 7 巨 i 

O 

o 

o 

o 

o 

〇 




〇 

480 p / 已 7 巨 p 


o 

o 

o 

o 


〇 




72 Op 



o 





〇 



108 Oi 




o 





〇 


ビデオ入力 

480 i / 已 7 巨 i 

o 

o 

o 

o 

o 

〇 




〇 
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HDMI について 


♦音青信号に ついて 


音青フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネルリニア PCM 

2か、 32-1 92 kHz 、 16/20/ 
24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD - 
Audio 

マルチチヤンネルリニア PCM 

8 ch 、32-192 kHz ' 16/ 
20/24 bit 

DVD - Audio 、 ブルーレイディ 
スク 、 HD DVD 

DSD 

2/ 己. Ich 、 2.8224 MHz ' 

Ibit 

SACD 

ビットストリーム 

Dolby Digital 、 DTS、AAC 

DVD-Video 

ビットスト1」ーム （ HD 才一 
ディ オ） 

Dolby TrueHD、Dolby 

Digital 円 us 、 DTS-HD 

Master Audio 、 DTS-HD 

High Resolution Audi 日、 

DTS Express 

ブルーレイディスク 、 HD 

DVD 


• 再生機器び音声解説のビットスト U —ム信号をデコードでさる場合、デジタル音声入力端テ 
(日 PT に AL または COAXIAL 端子）を使って音声入力すれば、音声解説を楽しめます。 

•再生機器で音声解説をデコードし、本機へ接続する方法について詳しくは、再生機器の取扱説明書 
をご覽ください。 

• お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープ□テクトびかかった DVD オーディオを再生 
する場合、映像信号および音声信号び出力されないことびあります。 

• 本機は HDCP 非対応の HDMI または DVI 端テを装備したテレビやプ□ジェクターには対応 
していません。 HDCP 対応の有無については、お使いの HDMI 機器または DVI 機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

•ビットスト U —ム音声信号をデコードするには、再生機器びビットスト IJ ーム信号をその 
まま出力するように、再生機器で設定を変更してください。詳しくは、再生機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

• ブルーレイディスクなどの音声解説（例：インターネットからダウン□ー ドした音声コン 
テンツなど）には対応していません。 


• 映像信号について 

切下の解像度に対応しています。 

- 4801/ 60 Hz 

- 480P/60HZ 

- 5761/ 50 Hz 

- 576P/50HZ 

- 720 P /60 HZ 、50 Hz 
-1080 i /60 Hz 、 己 OHz 

- ] 日8日 P / 目日 Hz ' 5日 Hz 、24 Hz 


商標について 


田 DOLBY 

tru^IE I 

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。「ドルビー」、 「 PR 日 LOG に」、 
「Surround EX 」 およびダブル D 記号□□、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


Master Audio 


米国特許 5,451,942. 5,956,674、5,974,380、5,978,762、 6,226,616. 6,487,535 
およびその他の国における特許（出願中含む）に基づき製造されています。 

DTS は DTS 社の登録商標です。また 、 DTS □コ、言己号、および DTS - HD 、 DTS-HD Master 
Audio は DTS 社の商標です。 

著作権] 996-2007 年 DTS 社。不許複製。 


巧 

AAC 

AAC 〇づマーク\ろはドルビーラボラト U —ズの商標です。 
まパテントナンバーです。 


08/937,9己0 
5,285,498 
己，4己1，9己4 
己，781，888 
己，3己7,己94 
己，703,999 
己，己83,962 
己，299,238 


己，633,9 8] 

己299,240 
己，23己， 67] 

己，264,846 
08/678,666 
己，己81，6己4 
97/02874 
08/己06,729 


己，227,788 
己，291，己己7 
己，己92,己84 
己，2221189 
08/211.547 
己，394,473 
08/894,844 


己，299,239 
4,9] 4,7 0] 
己，490，170 
己，己79,430 
己，37己，189 
97/0287己 
己，己48,己74 


5848391 
5,481,614 
己400 433 
08/039,478 
己7己2 22己 
08/己己7,046 
己，274,740 


己297 236 
己197,087 
07/640,己己0 
己，268,68己 
98/03037 
0己-183,988 
98/03036 


iPocTM/jPhoneTM 

iPod は、米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標または登録商標です。 
iPhone は 、 Apple Inc . の商標または登録商標です。 

Bluetooth® 

Bluetooth は、巨 luetooth S にの登録商標でありヤマ八はライセンスに基づき使用しています。 


HEjmi 

HDMI、HDMI □コ、および High-Definition 
LLC の商標または登録商標です。 


Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , 


x.v.Color™ 

「 x . v . Color 」 は、ソニー株式会社の商標です。 


SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ TM SILENT CINEMAtm 」 はヤマ八株式会社の登録商標です。 
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主な仕様 


• 入力端子 

• アナ□グ音声 

ステレオ X 6 ( PHONO . AV 已、 AV 6、 AUDI 日]、 
AUDI 02、 V - AUX ) 

マルチチヤンネルインプット X 1 (8 チヤンネル入力） 

• デジタル音声 

光 X 2 (AVK AV 4) 

同車由 X 2 ( AV 2、 AV 3) 

• 映像 

コンポジット X 5 ( AV 3、 AV 4、 AV 己、 AV 6、 V - AUX ) 
D 4 ビデオ X 2 (AVK AV 2) 

コンポーネントビデオ X 2 ( AV 1、 AV 2) 

• HDMI 入力 

HDMI (フ□ントパネル） X ] ( V - AUX ) 

HDMI ( IJ アパネル） X 5 (HDMI 1-5) 

• その他 

DOCK X 1(ステレオ音声、コンポジット映像） 

• 出力端子 

• アナ□グ音声 

スピーカー出力 X 9 (7 チヤンネル）（フ□ント L / R 、 セ 
ンター、サラウンド L / R 、 サラウンドバック L / R * l 、 エク 
ストラスピーカー L / R *2) 

*1 害 II り当て変更巧能 [SURR 日 UND BACK 、 BI-AMP (フ□ン 
卜 L / R )] 

*2 害1」0当て変更可能 [ Z 0 NE 2、 PRESENCE ] 

PRE OUT X 7 (フ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / 
R 、 サラウンドバック L / R ) 

サブウーファー出力 X 2 
AV OUT X 1 
AUDIO OUT X 1 
Z 0 NE 2 OUT X 1 


• 映像 

MONITOR OUT 
-コンポジット X ] 

- D 4 ビデオ X ] 

-コンポーネントビデオ X ] 
AV OUT 

-コンポジット X ] 


• HDMI 出力 

HDMI アウト X 2 (HDMI OUT 1-2) 

• リモート端子 


• REMOTE IN X 1 

• REMOTE OUT X 1 

• TRIGGER OUTx 1 


• HDMI 

• HDMI 規格 ： Deep Color 、" x . v . Color" 、 Auto Lips Sync 、 
ARC (Audio Return Channel )、3 D 

• 映像フオーマット 
- VGA 

- 480僧 60 Hz 
-已 76 i @50 Hz 

- 480 p @60 Hz 
-已 76 p @ 己 OHz 

- 720 p @ 己 0/60 HZ 

-1080僧己 0/60 HZ 
- ] 080 p @24/ 已 0/60 HZ 

• アナ□グアップコンバージョン 

- 480僧 60 Hz ( NTSC ) 

-已76僧5日 Hz ( PAL ) 

- 48 0 p @60 Hz 
-己 76 p @ 己 OHz 

- 720 p @ 己 0/60 HZ 

-1080僧己 0/60 HZ 

• アップスケー IJ ング 

- 480 i ^80 p / 720 p /] 080ン] 08 Op 

- 480 p 一720 p /] 080ン] 08 Op 

-己 76 i 一己 76 p /720 p /] 080ン] 08 Op 
-已 76 p 一720 p /] 080ン] 08 Op 


• 音声フオーマット 
- Dolby Digital 
- DTS 
- DSD 6 ch 
- Dolby Digital Plus 
- Dolby TrueHD 
- DTS-HD 

- PCM 2 〜 8 チヤンネル (Max 1 92 kHz /24 bit ) 

- AAC 

• 著作権保護： HDCP 準拠 

•チューナー 

• アナ□グチューナー 
FM/AM X 1 ( TUNER ) 

参対応デコードフオーマット 

• デコードフオーマット 

- Dolby True HD、Dolby Digital Plus 
- Dolby Digital、Dolby Digital EX 
- DTS-HD Master Audio 、 DTS-HD High Resolution 、 
DTS Express 

- DTS 、 DTS-ES Matrix 目. 1 、 DTS-ES Discrete 目. 1 、 
DTS 96/24 
- AAC 

• ポストデコードフオーマット 

- Dolby Pro Logic 

- Dolby Pro Logic II Music、Dolby Pro Logic II 
Movie、Dolby Pro Lo 旨 ic II Game 
- Dolby Pro Lo 旨 ic llx Music、Dolby Pro Logic llx 
Movie、Dolby Pro Lo 旨 ic llx Game 
- DTS Neo : 目 Music、DTS Neo : 目 Cinema 
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参オーディオ部 

•定格出力 （2 日 Hz 〜2日 kHz 、 日.日 90 / 0THD 、60) 


フ□ン hL/R . 9己 W/ch 

センター .95 W 

サラウンド L/R . 9己 W/ch 

サラウンドバック L/R .95 W/ch 

• ダイナミックパワー 

フ□ント L/R (6/4/20). 135/1 65/21 0 W 

•実用最大出力 ( JEITA ) 

] kHz 、]0% THD 、 60 .] 3己 W 

• 入力感度/入カインピーダンス 

PHONO ( MM ). 3.己 mv /47 k 0 

AV 己他 . 200 mV /47 kO 

• 最大許容入力 

PHONO ( MM ). 6日 mViU 上 

AV 已他 （] kHz 、 日.已 0 / 0THD ).2.3 ViU 上 

• 出力電圧/出カインピーダンス 

AV OUT . 2日日 mV /1.2 kO 

PRE OUT . 1.日 V /1.2 k 0 

SUBWOOFER (2 チヤンネルステレオ& 

Front SP 設定 Small ). 1 .0 V /1.2 k 0 

Z 0 NE 2 OUT . 200 mV /] .2 k 0 

• へッドホン出力/出カインピーダンス 

AV 己他 ( IkHz . 己日 mV 、80).] 日日 mV / 己目日0 

• 周波数特性 

AV 己他ーフ□ント .] 日〜]日日 kHz 、 +日/— 3 d 目 

• RIAA 偏差 

PHONO ( MM ). 0 + 日.己服 

• 全高調波歪率 

PHONO ( MM ) 一 AUDI 日 OUT 

(20 Hz ~20 kHz . IV ) . 日.日2%似下 

AV 已他ーフ□ント ( DIRECT ) 

(2 日 Hz 〜2日 kHz 、 SOW 、60). 日.日 6 %iU 下 

• S / N 比 （ IHF ネットワーク） 

PHONO ( MM ) 入カショート 

(2 .己 mV 一 AUDIO OUT ).80 d 巨 iU ± 

AV 5 他 ( DIRECT ) 入カショート 

(2 己日 mV ーフ□ントスピーカー) . 1日日 d 目じ(上 

•残留ノイズ （ IHF ネットワーク） 

フ□ントスピーカー . 1日日心 V じ(下 


• チヤンネルセパレーシヨン 

PHONO (MM 入カシヨート、 IkHz / lOkHz ) 

.60 d 巨/己已 d 巨 iU ± 

AV 已他（入力已 . IkO シヨート、 IkHz / lOkHz ) 
.60 d 巨/4已 d 巨 iU 上 

•音量可変範囲 . MUTE 、一 8日 d 目〜+1目.已 d 目 

• I -ーンコント□ール特性 

BASS (可変巾畐） . + 6 d 巨/日.己 d 巨ステップ、已日 Hz 

BASS (ターンオーバー周波数） .350 Hz 

TREBLE (可変幅）….± 6服/日.已服ステップ、2日 kHz 
TREBLE (ターンオーバー周波数） .3.5 kHz 

• フィルター特性 （fc = 40/60/80/90/1 00/110/12日/ 
1 60/200 HZ ) 

H . P.F (フ□ント、センター、サラウンド、 

サラウンドバック SMALL ). 1 2 dB / oct . 


LP.F (サブウーファー) .24 dB / oct . 

• ビデオ部 

• ビデオ信号方式 . NTSC 

• ビデオコンパ'-ジョン . NTSC/PAL 

•信号レベル 

コンポジットビデオ . 1 Vp - p / 750 


コンポーネントビデオ /D4 ビデオ 
.IVp-p/7 已〇 (Y )、 日. 7VP-P/7 已〇 (PB/PR) 

•ビデオ最大許容入力（ビデオコンバージョンオフ） 
.1.5VP-P 

• S/N ]: ヒ . 已 Od 巨 iU 上 

. モニター アウト周波数帯域（ビデオコンバージョンオフ） 
コンポーネントビデオ / D 4 ビデオ 
. 己 Hz 〜6日 MHz 、一 3服 


• FM チューナー部 

• 受信周波数範囲 . 76.日〜 90.0 MHz 

• 已 Od 巨 SN 感度 ( IHF ) 

モノ . 3.日心 V に日.8犯 f ) 

• S/N 比 ( IHF ) 

モノ/ステレオ .74 d 巨/7日 d 目 

• 歪率 （ IkHz ) 

モノ/ステレオ . 0.3/0. 3% 

•アンテナ入力 . 750、アンバランス 

• AM チューナー部 

• 受信周波数範囲 . 531 〜 16] ] kHz 

• 総合 

•電源電圧 . AC 100 V 已 0/60 HZ 

• 消費電力 .240 W 

• 待機電力 

HDMI コント□-ルオフ/スタンバイスルーオフ 

. 日. 2 VV 似下 

HDMI コント□-ルオン/スタンバイスルーオン 
HDMI 無信号時 .2.7 W 似下 

•寸ミ去（巾畐 X 高さ X 奥イ5さ） ........ 43己 X 171 X 367.5 mm 

• 質量 . 1 1.2 k 宮 

※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更すること 
びあります。 
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索引 


. 71 

簡易ガイド 


5行 

リアパネル . 

リセット、シ—ン選択メニュー 
u ップシンク設定、音声設定.... 
IJ ピート （ iP 日 d / iPh 日 ne )、 

オプションメニュー . 

リモコン . 

U モコンコード . 

リモコン、外部機器の操作 ........ 

リモコン、乾電池の挿入 . 


さ行 

再生画面 

再生レベル補正、オプションメニュー 

サウンドプ□グラム . 

サウンドプ□グラムメニュー . 


ぁ巧 

アドバンスドセットアップメニュー . 7己 

アナ□グ端子間変換、映像設定 . 66 

映像信号変換表 . 86 

映像選択、入力選択メニュー . 己4 

エラーメッセージ 、 YPAO . 30 

エン八ンヴー、入力選択メニュー . 己3 

オートパワーダウン、フアンクション設定.…目8 

オプションメニュー . 39、己2 

音場ノ くラメーター、 

ヴウンドプ□グラムメニュー . 57 

音声出力、 HDMI 設定 . 67 

音声設定、入力選択メニュー . 65 

音声入力端子割り当て、入力選択メニュー.…己3 

音量の上限、音声設定 . 65 

音量の初期値、音声設定 . 65 

日こち、ス ti —力一設疋 . 63 

が行 

カーソルインジケーター . 11 

外部機器の接続 . 21〜2目、簡易ガイド 

拡張サラウンド、オプションメニュー . 41 

圧巨離、スピーカー設定 . 63 

警告メッセージ 、 YPAO . 30 

携帯音楽プレーヤーの接続 . 24 

ヶーブル . 16 

高音の調整 . 32 

構成、スピーカー設定 . 62 

コンテンツ画面 . 42 

コント□-ル選択、 HDMI 設定 . 67 

コンプレストミュージック 
エン八ンヴーモード . 35 


A 

AAC 多重モノラル音声、 

オプションメニュー . 40 

Adaptive DRC 、 オプションメニュー . 40 

Adaptive DSP Level 、 音声設定 . 65 

AM アンテナの接続 . 簡易ガイド' 

AM 放送受信 . 43 

ARC (オーディオ U ターンチヤンネル)、 

HDMI 設定 . 67 

Audio Return Channel 機能 . 18 

AUDIO 端子 . 16 


ま行 

マニュアルプリセット . 43 

マルチイン フオメーシヨ ンディスプレイ . 11 

マルチゾーン機能 . 77 

マルチゾーン設定、設定メニュー . 68 

マルチ測定 . 27 

メインゾーン . 77 

メニュー表示モード . 47 

や行 

呼出、シーン選択メニュー . 己己 


ヴフウーファー . 14 

サラウンドスピーカー . 14 

サラウンドバックスピーカー . 14 

シーン機能 . 33 

シーン選択メニュー . 己己 

シーンリモコン連動 . 己己 

シーン連動機能 . 2己 

シネマ DSP 3 D モード' . 3己 

シネマ DSP 3 D モード、 

オプションメニュー . 40 

シャッフル （ iP 日 d / iPh 日 ne )、 

オプションメニュー . 41 

周波数選局 . 43 

情報メニュー . 70 

信号処理、映像設定 . 66 

シンプル再生モード . 48 

スタンバイ時充電、入力選択メニュー . 54 

スタンバイスルー、 HDMI 設定 . 67 

ストレートデコードモード . 34 

スピーカーインジケーター . 11 

スピーカー構成 . 1己、簡易ガイド 

スピーカー設定、設定メニュー . 61 

スピーカーの接続 . 簡易ガイド 

スピーカーの設定 . 27、簡易ガイド 

スピーカーの配置 . 簡易ガイド 

接続 . 14 

設定保護、ファンクション設定 . 69 

設定メニュー . 60 

セ U フ位置調整、オプションメニュー . 40 

センタースピーカー . 14 

前面入力端子保護用キャップ . 簡易ガイド 

操作ボタン . 42 

ゾーン2 . 77 

ゾーン2接続 . 1己、77 

ゾーン2設定、マルチゾーン設定 . 68 

た行 

ダイナ三ックレンジ、音声設定 . 65 

端 T . 16 


チューナーインジケーター . 11 

低音の調整 . 32 

デコードモード、入力選択メニュー . 53 

テストトーン、スピーカー設定 . 65 

テレビの接続 . 17、簡易ガイド 

登録、シーン選択メニュー . 己己 

卜ーンコント□-ル . 32 

卜ーンコント□-ル、オプションメニュー ..... 40 
卜 U ガー出力、フアンクション設定 . 69 

な行 

入力選択メニュー . 52 

入力名変更/アイコン選択、 

シーン選択メニュー . 己6 

入力名変更/アイコン選択、 

入力選択メニュー . 53 

は行 

バーチャルシネマ DSP モード . 34 

パーティーモード . 78 

パーティーモード設定、マルチゾーン設定 ..... 68 

バイアンプ接続 . 14 

パラメト U ック EQ 、 スピーカー設定 . 64 

パワーアンプ割り当て、スピーカー設定 . 61 

ビデオカメラの接続 . 24 

ピュアダイレクトモード . 3己 

表术言語、設疋メニュー . 69 

表示設定、フアンクション設定 . 68 

フアンクション設定、設定メニュー . 68 

付属品 . 簡易ガイド 

ブラウズ画面 . 42 

プレゼンススピーカー . 14 

フ□ントスピーカー . 14 

フ□ントパネル . 9 

フ□ントパネルディスプレイ . 11 

ボ U ューム . 9 


0 6 5 12 4 
15 6 417 


7 


2 13 7 
4 4 3 5 
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□端 f . 16 

Disconnect 、 オプションメニュー . 51 

□ VD プレーヤーの接続 . 21、簡易ガイド 


FM アンテナの接続 . 簡易ガイド 

FM 放送受信 . 43 


HDMI 設定、設定メニュー . 67 

HDMI インジケーター . 11 

HDMI コント□-ル機能 . 18、簡易ガイド 

HDMI コント□-ル、 HDMI 設定 . 67 

HDMI 端子 . 16 


INIT 、 アドバンスドセットアップメニュー….76 

iPhone の再生 . 46 

iPod の再生 . 46 

iPod 用ユニバーサルドック . 46 

iPod 連動、入力選択メニュー . 己4 

iPod ワイヤレスシステム . 48 


C 

CINEMA DSP (シネマ DSP ) 

インジケーター . 

COAXIAL 端子 . 

COMPONENT VIDEO 端子..… 
Connect オプションメニュー 


BD プレーヤーの接続 . 21、簡易ガイド' 

Bluetooth 機器の再生 . 50 


16 6 1 
1115 


M 

M 0 N . CHK 、 

アドバンスドセットアップメニュー . 76 

MUTE (三ユート）インジケーター . 11 


0 

ON SCREEN メニュー . 37、己2 

OPT に AL 端子 . 16 

P 

Pairing 、 オプションメニュー . 50 

PHONES 端子 . 9 


R 

REMOTE ID 、 

アドバンスドセットアップメニュー . 75 

S 

SLEEP (ス U —プ）インジケーター . 11 


TV 音声入力、 HDMI 設定 . 67 

V 

VIDEO 端子 . 16 

VOLUME (ボリューム）インジケーター……11 

Y 

YPA 0. 27、簡易ガィド 

数字 

己.1チャンネルスピーカーの接続 ...... 簡易ガイド 

己.1チャンネルスピーカーの配置 ...... 簡易ガイド 

7.1 チャンネルスピーカーの接続 ...... 簡易ガイド 

7.1 チヤンネルスピーカーの配置 ...... 簡易ガイド 
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お巧い合わせお □ 

ヤマ AAV 製品の機能や取り扱いに関するお Ba い合わせ 

■ヤマノ V お客様コミュニケーシヨンセンター 
オーディオ-ビジュアル機器ご相談窓 □ 

0570-01 1-808 

全国どこからでち市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460-3409 

干430 -86 已〇静岡県お松市中区中ミ尺町1 0-1 

受付：月〜金曜曰10:00〜18:00 ±曜日10:00〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

■ ヤマノ V オーディオ&ビジュアルヴポートページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参 
考にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/product/av/support/ 


ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関する 
お Ba い合わせ 

■ヤマハ修理ご相談センター 

難這!レ懸0570 -012-808 

全国どこからでち市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけくださし、。 

TEL (053) 4白 0-4830 

FAX (0 已 3) 463-1127 

受付：月〜金曜日日:00〜18;00 ±曜日日:0□〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


修理品お持ち込み,杳口 

受付：月〜金曜日日:〜17:4己 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休曰を除く） 

北海道〒 0日 4-8 已43札幌市中央区南1〇条西 ] T 目]-已〇 
ヤマ八センター内 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒] 43-0006 東京都大田区平和島 2 T 目1 -1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A - 已 F 
FAX (03) 已7日 2-2 12已 

名古屋〒 454-0058 名ち屋市中 j 11区玉 j 11町 2 T 目1 -2 
ヤマ八(株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (0 日 2) 巨已2-日043 

大阪 〒已日 4-00 已2吹田市広芝町1 0-28 

オーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06) 日330-已已3已 

九州 干81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2 T 目]1 -4 

FAX (092)472-2137 

* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


巧証とアフターサービス 

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマ八 
修理ご相談センターにご連絡ください。 

♦ 保証期間 

お買い上げ曰から]年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合をあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 


• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
PP c ! ろ。 

参製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとさは製品の状態をでさるだけ詳しくお 
知らせ<ださい。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知 
らせ < ださい。 

《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

参 スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの 
で、エージングの差による音色の違いび出る場合びあります。 

参摩耗部品の交換について 

本機には使用年月ととわに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時 
間等によって大さく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 修理ご相談セ 
ンターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボ U ュームコント□ー ル、スイッチ- U レー類、接続端テ、ランプ、ベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
お0ます。 

7を年ご使用の製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 

V y • 電源コード-プラグび異常に熱い。 
\ゾ • コゲくさい臭いびする。 

• 電源コードに深いキズか変形びある。 
愛情点検 参製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 

参電源を入れてわ正常に作動しない。 

• その他の異常-故障びある。 



すぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


贷 2010 Yamaha Corporation 


^^7八株式会社 

Printed in Malaysia @ WU 39250 -3 










